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  人物紹介


  



  赤松勇樹（あかまつ・ゆうき）


  九く文もん学園一年二組。


  第二新聞部『お悩み相談コーナー』担当。


  



  九条ふみ（くじょう・ふみ）


  九文学園一年一組。


  『お悩み相談コーナー』の回答者。文系代表。


  



  鈴木いくみ（すずき・いくみ）


  九文学園一年五組。


  『お悩み相談コーナー』の回答者。体育会系代表。


  



  遠藤梨乃（えんどう・りの）


  九文学園一年二組。


  『お悩み相談コーナー』の回答者。理系代表。


  



  二階堂彩香（にかいどう・あやか）


  九文学園二年五組。


  第二新聞部の部長。勇樹の従姉妹。


  



  村上絵美（むらかみ・えみ）


  九文学園一年三組。美術部の部員。


  



  黒川真理（くろかわ・まり）


  九文学園一年四組。オカルト研究会のメンバー。


  



  白河香織（しらかわ・かおり）


  九文学園二年一組。生徒会長。


  



  浅野浩太（あさの・こうた）


  九文学園三年三組。第一新聞部の部長。


  「勇ゆう樹きは普通だね。勇樹の特徴をひと言で表わすならまさに普通」


  　第二新聞部部長である二に階かい堂どう彩あや香かはそうつぶやくと、僕の顔を穴が開くほど覗のぞき込んだ。


  　部室には僕と彩香のふたりきり。


  　お悩み相談コーナーの日の騒がしさがウソのような静かな午後。


  「企画書作るの大変だった？」


  　彩香は、部室のちゃぶ台の上に置かれたＡ４用紙に視線を向けている。


  「いや、それほどでも」


  　文化祭が近づいている。当然第二新聞部でもなにかしら展示なり出し物なりをしなければいけないわけで、僕はその企画案をまとめて、彩香に提出したところだった。


  「そう、それならよかったけど」


  　今日きようの彩香は妙に優しい気がする。


  　彩香は僕を自分の弟のように思っているらしく、教育しているつもりなのか、いつも怒られてばかりなのだが。


  「さっきの話なんだけど、私はね。勇樹が普通なこと、すごく評価してるの。普通であることってすばらしいじゃない？」


  「そうかな？」


  「もちろん。勇樹、私はその普通さをすごく評価しているの。普通であること、それはぶれない軸を持っているってこと、そして自分を特別に見せることよりも、周りの人間を生かそうと、誰かのために力を出そうとしている。それが勇ゆう樹きの普通さの本当の芯しんの部分だと思う。とってもすごく素敵なことだと思うし、いつかその芯の強さが発揮されるときがくると思うの」


  　彩あや香かは言葉を続けながら、ゆっくりと身体からだを僕へと寄せる。


  　あんまり接近されると、普段はお姉さん的な存在としか考えていないのに、少しどきどきしてしまう。


  　彩香はそっと僕のヒザに手を添えると、僕の手に握られていた文化祭の企画書をそっと奪い取る。


  「でもね、勇樹。この普通さはダメな普通さだと思うの。勇樹。ぜんぜんダメ。まさにダメ。めまいがするほどのダメ企画。すっごい苦労して作ったんなら、優しくしなきゃって、思ったんだけど。そうでもなくてよかった」


  　彩香は僕の手から奪い取った企画書を畳の上に勢いよく叩たたきつける。


  



  　文化祭案


  ・これまでの新聞をすべて展示する。


  ・文化祭特集号を作って配る。


  ・文化祭実行委員会を兼ねる生徒会のインタビュー。


  



  「これは新聞部が文化祭でやりそうなことベストスリーを順番に書いただけじゃないの！　普通にもほどがあるでしょ！」


  　徐々に彩香の怒りのボルテージが上がってくる。


  「こんな地味なアイディアで盛り上がると思っているの？　いっつも厳しくしてるから、今日きようはちょっと優しくしようと思ったんだけど、だんだん腹が立ってきた」


  　こんなことなら、すっごく苦労して作ったことにしておくんだった……。とにかく一度、落ち着いてもらわないと。またいつものお説教モードに入ってしまう。


  「まあまあ、落ち着いて……」


  「その返しも普通じゃないの！　普通の発想しかできない呪のろいにでもかけられたんじゃないの？　普通の顔した魔法使いに。中ちゆう肉にく中ちゆう背ぜいで、靴のサイズ二十六センチの魔法使いに！　趣味は映画鑑賞の魔法使いに！　好きな食べ物はハンバーグの魔法使いに！」


  「魔法使いなだけでも普通じゃないと思うけど」


  「そんなことはどうでもいいの！　もっと斬ざん新しんな企画はないの？　企画って、ちょっと無理なくらい斬新なところから始めて、落としどころを見つけていくものなんじゃないの？　なんで最初から置きに来てるの！　出しなさい。文化祭のなかでももっとも注目を集めて、もっとも集客ができるような企画を。我々第二新聞部の発展を促すキラーコンテンツを！」


  「そんなの無理じゃないかな……」


  「なんでそんなにすぐあきらめるっ！　あきらめの早い霊にでも取り憑つかれてるんじゃないの？　崖がけから落ちそうになって、なんとかぶら下がってたけど、すぐに無理くせーって思って、三秒で落ちて死んじゃった霊に！　本当は有名人に取り憑きたかったけど、なんか並んでる霊とかいるし、もうこいつでいいや……みたいな理由で取り憑いた霊に！」


  「取り憑かれてないと思うけど……」


  「だったら出しなさい。アイディアを。第二新聞部が第一新聞部を凌りよう駕がして、この学校に大きな影響力を持つ存在となるために。その第一歩として文化祭で注目を集めないなんてありえると思うの？」


  　彩あや香かはなんでそんなに必死になっているのだろう。所しよ詮せんは弱小の部活動、そんなに目立たなくてもいいと思うんだけど。


  「そんなに肩かた肘ひじ張らなくても、第二新聞部らしくほどほどでもいいんじゃないかな？」


  　僕にとっては何気ない言葉のつもりだったのだが、突然彩香のマシンガンのようなお説教がぴたりと止まる。


  　目を閉じて黙り込む彩香。話すべきなのか話さないべきなのか迷っているようにも見える。


  　ようやく決心したかのように彩香が言葉を続ける。


  「私には野望があるから。そしてその野望にはしかるべき大たい義ぎもある。だから……」
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  　彩あや香かの言葉にはいままでに増して力強さを感じる。


  「野望って……なにをするつもりなの？」


  「まだ言えない。勇ゆう樹きにはいつか話すときがくる。とにかく私には野望がある。そのために第二新聞部はもっともっと発展しなければいけない。そしてお悩み相談コーナーも発展していかなきゃダメなの。回答者の数だってまだ足りてない。だから、こんな企画はボツッ！　すばらしい企画を考えて！　呪のろいを振り払え！　霊を追い払え！　悪魔との契約を解除せよ」


  「なんか悪魔が増えてるんだけど！」


  「そんなことはどうだっていい。アイディアを出せ！」


  　結局それ以降、彩香の野望については語られることなく、いつもの彩香に戻ってしまっていた。反撃の余地すら与えない相変わらずの言葉の連続攻撃。僕は立て続けのお説教を浴びながらそういう装置のように首をうんうんと縦に振るばかりだった。


  　企画はとりあえず持って帰って考えさせてもらうことにした。


  【相　談１「作家になりたい」】


  
    ザ・６９ロツク

  


  



  　作家を夢見ているのですが、なかなかうまくいきません。


  　どうすれば夢に近づけることができますか？


  　やったほうがいいこととかありますか？


  Answer's
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  梨乃：作家は志望者が多い。適切な戦略を立てることが必要。


  手始めにペンネームを再考するべき。
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  ふみ：発想力こそが作家の生命線です。発想力をつけましょう。


  とはいえ、ザ・６９ロツクは斬ざん新しんすぎます。
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  いくみ：作家も最終的には体力勝負！


  腹筋、背筋、ペンネーム変更をそれぞれ毎日五十回！


  　彩あや香かのお説教から数日、文化祭の企画について、あれこれと考えてみたのだが、なかなかこれといったアイディアは出てこなかった。そもそも「出せ」と言われて、ポンと出るようなものでもないし……。


  　文化祭の出し物に頭を悩ませつつ、通常どおりの人生相談も進行しなければいけない。そんななかで発想や企画力に関して、自分たちも考える機会になるような相談をと考え、この「作家になりたい」を選んでみたのだが……。


  　そんなにペンネームにツッコまなくても……。とりあえず、ザ・６９さんごめんなさい。ちょっと気になっただけだと思うんです。この名前で作家を目指そうというわけではないこともきっと理解していると思います。相談用に適当につけた名前ですよね。かなり考えてつけた名前だったらすみません。万が一、本名だったら本当にすみません。


  「ところで、作家さんってどうやってなるの？」


  　体育会系代表の回答者、鈴すず木きいくみが根本的な質問を投げかける。


  「こうすればなれる、みたいな決まりはないと思うんですが、やはり賞に応募して、受賞デビューが一般的なのかもしれませんね」


  　文系代表の回答者、九く条じようふみはやはりそのあたりの知識もあるようですらすらと答える。


  「賞を取るのか、なんだか難しそうだね」


  「はい。もちろん。どの文学賞も軒並み高倍率ですし、[image: ]うわさによると賞を主催している文芸誌の発行部数よりも多くの応募作品が殺到することもあるそうです」


  「うへえ」


  　いくみが妙な声を上げて驚く。


  　それにしてもふみは作家になる方法について詳しい。もしかしたら、ふみ本人も作家を密ひそかに目指しているのかもしれない。


  　それはともかく、そんな高倍率の賞を受賞する方法なんてあるのだろうか？　小こ手て先さきのテクニックは通用しそうにもないが……。


  「こんなときこそ、自然界に学ぶべきなのだ。生物界のメカニズムは常に我々にヒントを与えてくれる」


  　そう切り出したのは理系代表の回答者、遠えん藤どう梨り乃のだった。


  「おっ、なんだかいい話っぽいね」


  　いつもは梨乃の理系トークが苦手そうないくみだが、珍しく興味が持てたのか、身を乗り出して梨乃の話を聞く。たしかに自然の英知から学ぶことができれば、すばらしいことではあるが……。


  「厳しい生存競争があるといえばまず思い浮かぶのはオットセイのオスだと思うが……、オットセイのオスはいわゆるハーレムをつくる。オス一匹に対して平均二十匹のメスが集まるのだ。当然ハーレムをつくれないオスが大量に発生することになる」


  「そのかわいそうな子たちはどうなっちゃうのさ？」


  　いくみがそう言いながら、ちらっと僕の顔を見る。まさか僕をかわいそうなオスだとは思っていないだろうな。


  「オスだけの生息地をつくって、しょんぼりしながら暮らすのだ」


  「かわいそうだっ！　それでそこからなにが学べるのさ？」


  「そこなのだ。実はある調査によるとオットセイの子どものうち、ハーレムのオスから生まれた子どもは四分の一にしかすぎなかったのだ。つまりはせっかくハーレムをつくってもメス二十匹のうち十五匹は浮気して別のオスのところへとこっそり出かけているのだ。ここからなにがわかると思う？」


  　梨乃はまるで先生であるかのようにいくみに問題を投げかける。


  「つまり……オットセイを崖がけからオットセイってこと？」


  「なにがつまりなのだっ！」


  　梨乃はいままでの熱弁が無駄になったと感じたのか、がっくりと肩を落とす。


  「おもしろくない？」


  「おもしろくないっ！　とにかく無理にトップを目指すのは必ずしも効率のよいことではないということだ。これを文学賞に対応させると、倍率の高い受賞を目指さずに、このケースでメスに相当する編集者の周りをうろうろしておこぼれをもらう戦略もあるということなのだ」


  「なんかかっこ悪い作戦だなあ」


  　いくみは梨り乃ののアイディアがお気に召さなかったらしく、露骨にがっかりといった表情を見せる。


  「かっこいいかどうかなど、生存競争には関係ない。生き残ったものだけが正しいのだ」


  「でも、うろうろ作戦をするにしてもそれなりの実力が必要じゃないですか？　うろうろしているだけではただの面倒な人なんじゃないですか？」


  　ふみが異論を差しはさむ。


  「まあ、それはそう。せっかくハーレムから出てきたメスをその気にさせるくらいの実力は必要だろう」


  「やっぱり、発想力や文章力を磨かないといけません。それこそが正しい道なのでは」


  「もちろんそうなのだが、ほどほどの実力でうまくいく方法を考えたほうが近道」


  「近道をするためにも、斬ざん新しんな発想と文章力ですよ。それが基本で処しよ世せい術じゆつは二の次です」


  　ふみはなおも食い下がる。やはり文系として、簡単な道だけですませたくはないのだろう。


  「無論、そうなのだが。しかし、発想力や文章力をたちどころにアップさせるのは不可能ではないか。そういったものは、生まれながらの環境などで決定される。そうそう急には変化させられない」


  　おそらく相談者にとって必要なアドバイスとは、ふみが言うように発想力や文章力を高める方法だったろうに、梨乃は平然と否定をしてしまう。


  　その発言に反論したのはふみではなくいくみだった。


  「それは根性がないから！　頑張る気持ちがあれば、発想も文章も、がむしゃらに頑張れば、すぐによくなるはずっ！　いろいろ考えている暇ひまがあったら、びしばし鍛きたえて、発想のパワーを鍛えるんだよ。私たちも鍛えようよ。発想力を鍛えるところをザ・６９ロツクに見せてやろうぜっ」


  　いくみはすっくと立ち上がり、まるで相談者本人を鼓こ舞ぶするかのように、小さな拳こぶしを振りかざして熱弁をふるう。


  「なるほど。それで、どのようにして鍛えるつもりなのだ？」


  　梨乃の発言を受けて、すっくと座るいくみ。


  　……どうやら具体的にはなんにも思いついていないようだ。


  「じゃあ、とりあえず、文化祭の企画を考えてみようか。練習がてら。もしかしたら発想力を伸ばすヒントがつかめるかもしれないし」


  　僕はすかさず自分の任務を練習と称してねじ込む。これでいいアイディアが出てくれれば相談も解決、僕の課題も解決と一いつ石せき二に鳥ちようってわけだ。


  　少々強引なかたちではあるが、本来僕が考えるはずの文化祭の企画をみんなで考える流れにできた。本来、お悩み相談コーナーの回答者である三人が考えることではなく申しわけないが、僕だけでは彩あや香かを納得させるアイディアが出そうにない。


  「はいはい！」


  　僕の発言終了後すぐに、いくみが猛烈に両手を挙げてアピールする。


  　どうやら文化祭でやりたいことがすでにあるようだ。


  「駄菓子屋さんをやろう！　うまい棒を十円で買ってきて二十円で売るっ！　ぼろ儲もうけだ！」


  「…………」


  　梨り乃のもふみもなんのリアクションもしない。まるで誰の発言もなかったかのようだ。


  「なにか言ってよ！」


  「発想力、企画としての適切さ、ギャグとして言っていると仮定したときのおもしろさ、すべてのベクトルにおいて、なにかコメントするレベルに到達していない」


  　梨乃はいくみの顔すら見ずに言う。


  「そういうこと言わないでよっ！　そんなこと言われると、自由なアイディアが出てこなくなるんだぞ」


  「いくみはむしろ自由なアイディアを出しすぎ。これくらいがむしろ適切なのだ」


  「なにっ！」


  「まあ、まあ、否定するといいアイディアも出てこないだろうから、まずは自由にやりたいことを挙げていこうよ」


  　僕は梨乃にとびかからんばかりのいくみをなだめつつ、カバンからノートを取り出し、広げる。純粋にやりたいことを挙げてもらって、それをピックアップしていけばなにかのきっかけにはなるだろう。


  「はいはいはい。お化け屋敷！　お化けっ屋敷っ！」


  　懲こりることなくいくみは手を挙げると、あてられてもないのに発言する。


  「いくみさんお化け大嫌いじゃないですか」


  「だからこそのお化け屋敷だよっ。お化けが怖い私でも大丈夫なお化け屋敷っ。甘口のカレーみたいなやつ」


  　怖くないお化け屋敷って需じゆ要ようあるのか？


  　しかし、否定からは斬ざん新しんな発想は生まれない。僕は黙々とノートにメモしていく。


  　アイディアのよし悪あしは別として、自由な発言を促すきっかけにはなったようだ。いくみに続いて、梨乃とふみも次々と自由にアイディアを出した。


  「車のバッテリーを使ってレールガンを作って展示してみてはどうだろうか？　一度やってみたいと思っているのだが、なかなか機会がなくて」


  「そんなの危ないですよ。私はもっと普通に、土ひじ方かた歳とし三ぞう展がいいと思いますよ」


  「それのどこが普通なのだ！」


  「プロテイン飲み放題の店っ！」


  　三人の口からまさに自由に自分のやりたいことが語られていく。それを黙々とノートに書きとめていく。まずは自由に……。


  



  　文化祭でやりたいこと


  



  ・お化け屋敷（甘口）


  ・車用のバッテリーでレールガンを作って展示


  ・土ひじ方かた歳とし三ぞう展～北の大地に散った壬み生ぶ浪ろ～


  ・第一回いくみ杯（フットサルの大会）


  ・パーフェクトガイド──蟻ありの巣穴


  ・自作の兵へい馬ば俑よう展～誰でも蘇よみがえらせられる古代の兵士～


  ・お芝しば居いの上演（ダイハード５）


  ・家庭にあるもので作る、簡単催さい涙るいガス


  ・手作り連れん弩どによる斉せい射しやを披ひ露ろう


  ・体育館の地下に闘技場を作り、学校で最強は誰なのかを決める


  ・消火器から作る火炎放射器


  



  



  　……自由すぎた。行きすぎた自由はむしろ害となるようだ。後半部分はひたすらに物騒なアイディアばかりだし……。


  　三人も納得はいかないようで、僕が書き記したメモを見ながら、渋い表情になっている。


  「なにがやりたくないかで選ぶならば、『パーフェクトガイド──蟻の巣穴』で決まりなんですが……」


  「なにっ！　ふみのだってそれっぽいサブタイトルがついているだけではないか。いくみだってなんの権限があって自分の名前をつけたカップ戦を開催しようとしているのだ！」


  　梨り乃のは人のアイディアは否定するくせに、自分のアイディアを否定されるとすぐにムキになって怒る。


  「まあ、これはあくまで参考ってことで、これを叩たたき台にいい案が出ればね」


  　とは言ってみたものの、どう考えていくのがいいのか。どうすればいいアイディアって出るのだろうか。考え方を変えてみる必要がある気がする……。


  「そうだ。私の家に代々伝わる発想力を高める技法があるんですよ」


  　これならもう大丈夫といわんばかりに、ふみが大きな胸の前でぱちんと両手を合わせる。


  　また代々伝わっているのか……ふみの家はいったい何種類の事柄を代々伝えているんだ？


  「おう、そんなのあるなら早く教えてよ。なになに？」


  　いくみが身を乗り出す。


  「その技法は古流マインドマップと呼ばれていて、諸しよ葛かつ孔こう明めいが考えを整理するときに使用されていた技法だと言われています」


  　マインドマップ？　わりと最近の有名な方法だけど、古流？　諸葛孔明？　ものすごくうさんくさいんだが……。


  「この技法を使って、おじいちゃんは数々の浮気の言いわけを考え出し、九く条じよう家けに代々伝わる浮気のペナルティー、『十じゆう文もん字じに腹かっさばき』を受けることを免まぬがれたらしいです」


  　技法はさておき、そのペナルティーがわかっていて浮気するおじいさんの胆たん力りよくがすごい。浮気に命を懸かけられるとは、ある意味、男の中の男だ。


  「教えてくれっ！」


  　真っ先に飛びついたのはいくみだった。


  　ふみの前に進み出ると両手をつき深々と頭を下げる。


  「どうしたのですか、急に」


  「実は国語の先生に短編小説を書く課題を出されていて、ぜんぜんやってないんだ」


  「提出日は？　いつなのです」


  「五日前っ！」


  「古流マインドマップはタイムトラベルの技術ではありませんよ」


  「そこはこっちでなんとかするから。お願い、私をアイディアマンにしてっ！　昆こん布ぶ持ってるから。たしかギャラは昆布だったよね。取っといて」


  　いくみはカバンから『都こんぶ』の箱を取り出し、強引にふみに握らせる。


  「これ、ほとんど空からなんですけど、二枚しか入って……」


  　以前、ふみの家に伝わるコミュニケーション術を学んだときは、弟子入りの儀式としてお米や昆布などを納めた記憶があるが、ギャラではなかったと思うけど……。


  「教えてあげればいいではないか。それでいくみの発想力が高まったら、相談者へのアドバイスにもなるし」


  「そうだよ。アドバイスにもなるしっ！」


  　梨り乃のの意見に大げさにうなずいてみせるいくみ。


  　ふみは困惑しながらも『都こんぶ』を受け取る。とにかくこれで弟子入り完了だ。


  「わかりました。それでは、お教えしましょう」


  　ふみは諸葛孔明が編み出して、ふみの家に代々伝わる、眉まゆ唾つばモノのマインドマップのやり方を語り始める。その概がい要ようはこんな感じだった。


  



  　　九く条じよう流りゆう古流マインドマップ


  



  ①大きめの紙と筆記用具を用意します。


  ②紙の四よ隅すみに盛り塩をして、マインドマップの神がおわします北東の方角へ四度お辞儀をしてください。


  ③マインドマップの神に祈りの言葉を捧ささげます。「マインドマップの神よ。我に斬ざん新しんなアイディアをお与えたまえ、我をコンペに勝たせたまえ。我にモテリーマンへの道を歩ませたまえ」


  ④北東の方角に再度三回お辞儀をしてください（マインドマップの神は礼儀にうるさいとされています）。


  ⑤用意した紙の中央にアイディアが欲しいテーマを書き記します。


  ⑥テーマの中心から線を引き、そのテーマから連想する言葉を書いていきます。そこからさらに線を延ばし、さらに連想する言葉を書き記し続けます。


  ⑦作業を繰り返しながら、マインドマップの神への感謝の言葉を唱となえましょう。「ありがとうございます。すばらしいアイディアが降りてきます。おかげさまでボーナスが増えます。社長賞を受賞できます。経理の子と隠れ家的居酒屋に行くことができます」


  ⑧ときおり「置きにいくアイディアの悪魔」が南西より現れます。流行に乗っかっただけの文句がつかない無難なアイディアを授さずけてくれますが、置きにいくアイディアの悪魔は敵です。「悪魔よ、去れ！　私はエッジの利いたアイディアしか望まない！　私はオンリーワンだ」と一いつ喝かつしましょう。


  ⑨さらに「偽オリジナリティーの病魔」が南東より襲おそって来ることがあります。ただ奇をてらっただけで斬新さをはき違えたアイディアを吹き込んできます。「偽者よ、退散せよ！　それは斬新さではない。ただの無茶苦茶だ！　私は恥をかきたくはないのだっ！」と追い払いましょう。


  ⑩ここで油断してはいけません。南南西の方角から「その場ノリの堕だ天てん使し」があなたを狙ねらっています。この堕天使より授けられるアイディアは、その場ではウケるものの、冷静になって考えると、まったくおもしろくありません。「適当なこと言ってんじゃねえ。帰れ！」と罵ば詈り雑ぞう言ごんをあびせましょう。


  ⑪あとはマインドマップ関連の書籍を参考にしてください。


  「ぜんぜん、わかんないんだけど……」


  　いくみは不安げな表情で言う。たしかに祈ってばっかりで、どうやって具体的なアイディアを出せばいいのかさっぱりだ。


  「大丈夫です。やってみればすぐにできるようになります。まずは紙の中心に「文化祭」と書いてください。そして線を延ばして」


  　ふみはそう言いながら、自みずからペンをとる。まずはふみが見本として途中まで書いてあげるみたいだ。


  



  「人生相談と文化祭」 [image: ] お祭りらしい盛り上がり [image: ] インパクトのあるイベント


  



  「こんな感じで、自分の考えていることを、整理しながら書いていくのです」


  　ふみが書いた見本を覗のぞき込んでふんふんと何度もうなずくいくみ。


  「なるほど、これなら私にもできそうだね」


  　いくみはふみからペンを受け取り、軽快に続きを書き始める。


  



  「人生相談と文化祭」 [image: ] お祭りらしい盛り上がり [image: ] 体育館でライブをする [image: ] 人生相談ライブ [image: ] どんなライブ？　[image: ] 舞台で相談者と直接話し合うライブ [image: ] 梨り乃のが本人の前でダメ出ししすぎる [image: ] 梨乃、相談者に殴られる [image: ] 打ちどころが悪く爆死 [image: ] 追つい悼とうライブになって大盛り上がり


  



  「なぜ私が死亡しているのだっ！　しかも爆死って！　私は打ちどころがどこでも爆発するメカニズムにはなっていないぞ」


  「どうやったら盛り上がるのかわかんなくて、それで残念だけど、梨乃を……」


  「ただ盛り上がりのためだけに爆発させないでくれ」


  「まあまあ、いくみさんもまだ慣れてないですから。とにかくいいアイディアが出ないときはもう一本線を引けばいいのです」


  　ふみが中心に書かれた「人生相談と文化祭」から新しく線を引き、いくみに再度書き直すことを促す。


  



  「人生相談と文化祭」 [image: ] 人気の出し物といえば？　[image: ] 食べ物屋さん [image: ] 季節的に肉まんが食べたい [image: ] 肉まんを人生まんと言い張って販売 [image: ] 肉まんを蒸すあの機械がいる [image: ] ムスカ大佐 [image: ] 人がゴミのようだ [image: ] ゴミは人のようだ！　[image: ] ゴミのような肉まんだ！　[image: ] 段ボール肉まん発売！


  



  「いくみさん。昨日きのう天てん空くう関連のなにかを見てませんでしたか？」


  「……なぜそれをっ！」


  「見ればわかりますよ」


  「さすがマインドマップ。ムスカ大佐もお手上げだね」


  「なんでそんな解釈になるのか腑ふに落ちませんが、ただ言えることは、やり直しです」


  　ふみはそう言うともう一度線を引き直し、いくみにペンを持たせる。


  「また～？」


  「いくみさんは集中力が足りません。もっと精神を研とぎ澄まして、精神をマインドマップの神様と一体化させるのです」


  「マインドマップの神様～アイディアをくださいっ」


  　いくみはマインドマップの神に祈りを捧ささげると再びアイディアを紙にしたため始める。


  



  「人生相談と文化祭」 [image: ] 人生相談の新展開 [image: ] なんと人生相談カレー新発売 [image: ] 人生相談チップスも新発売 [image: ] いまならおしゃれ小こ鉢ばちもついてくる [image: ] なんとハリウッドで映画化の[image: ]うわさまで [image: ] 映画大ヒット、いくみ、大女優に！　[image: ] 梨り乃の爆死 [image: ] わはは！　人がゴミのようだ [image: ] ゴミは人のようだ！　[image: ] ゴミのような肉まんだ！　[image: ] 段ボール肉まん発売！


  



  「だからなんで私を殺すのだ！」


  「撮影中の爆破シーンの事故で……かわいそうに」


  　いくみの想像のなかでは人生相談がなぜかハリウッドで映画化されて、しかも爆破シーンがあるらしい……。いままで一度も爆発してないのに。


  「それでどうですか？　いいアイディアは思いつきましたか」


  　ふみが不安そうにノートを覗のぞき込む。


  「とりあえず……段ボール肉まん？」


  　いくみがすがるような目で僕を見る。これで採用になんないかなってことなんだろうけど……。


  「ごめん、ボツ」


  　僕はもちろん採用を見送ったのだった。


  【回　答】


  



  　小説家になるには、かなり倍率が高い賞レースを勝ち抜かねばならないようです。その厳しいレースで勝つには、やはり斬ざん新しんな発想こそが武器になると我々お悩み相談コーナー一同は結論づけました。


  　その発想法も、むやみに考えるだけではなく、論理的に考える方法がいろいろとあるようです。残念ながら特別なトレーニング方法は紹介できませんが、自分に合った方法を見つけてみてください。


  



  



  ◎最後にお悩み相談コーナー一同から────────────────


  　メッセージ


  「ただ盛り上がりのためだけに爆発させないでくれ」


  【おまけの相談】


  



  　僕はもうすぐ大人になるんですが、働いたことがないので「働くこと」に好感が持てません！　どうすれば働くということに慣れますか!?


  
    （剣けん咲さき 舞まい）

  


  ＊Rino's Answer＊


  



  好意とはドーパミンによってもたらされる現象。


  ドーパミンを増やすゴマを大量摂取しながら


  求人サイトを睨にらみつけるのだ。


  


  


  ＊Fumi's Answer＊


  



  仕事という言葉によくないイメージを持っているのでは？


  仕事ではなく覇は業ぎようと言い換えましょう。


  


  


  ＊Ikumi's Answer＊


  



  「仕事が好きだっ」と夕日に向かって叫び続ける。


  そうすれば仕事が好きになるか逮たい捕ほされるかするよっ！


  【相　談２「生まれつき決まっていることが多すぎる」】


  
    伊い藤とう 孝たか之ゆき

  


  



  　この世の中は生まれた瞬間に勝負が決まっていることが多すぎです。


  　東大生の親の年収が平均でも一千万近いのを知ってますか？　金持ちの家に生まれれば、塾に行けたり、家庭教師をつけてもらえるのだから、成績がよくなるのも当然です。そのうえ、そんな両親ならコネもあるのが当然でしょうし。芸能人や政治家なんか二世、三世ばっかり、もう生まれた瞬間勝ち組です。


  　スポーツだって、運動神経なんか生まれた瞬間に決まります。運動神経ないヤツが頑張ったって無駄もいいとこです。僕みたいな、家が金持ちでもなく、運動神経も悪い人間は生まれた瞬間負け組です。もう詰んでいるのです。どうしたらいいでしょうか？


  Answer's


  



  [image: ]


  梨乃：理系に進むべし。微び分ぶん積せき分ぶんにコネは通用しないのだ！


  


  


  [image: ]


  ふみ：人生の勝者とは、愛をどれだけ人に


  与えることができたかなのです。


  


  


  [image: ]


  いくみ：負けるな！　くじけたら負けだぞ！


  すねてる暇ひまがあったらプロテイン飲めっ！


  　いまだ、文化祭の企画はこれといったものが出ていない。彩あや香かに厳しい叱しつ責せきを受けてから一週間以上が経過している。そろそろ本当にヤバイ気がするが……。しかし文化祭ばかりに気を取られてはいられない。通常の人生相談は人生相談で行おこなわなければいけないのだ。


  　今回選んでみたのは、いまの僕の気持ちを反映するかのように、重めの内容のものだ。


  「すべての生物は生まれ落ちた瞬間から平等ではないのだ。不公平こそあたりまえの状態。与えられた条件で努力するしかないのだ」


  　いつもは勝ち気な梨り乃のがどこかしんみりしたトーンで話し始める。


  「人間だけではない。動物もそうだ。生まれつき狩るもの狩られるもの、それぞれ必死に生き抜いていくしかないのだ。適切な生存戦略をとりながらベストをつくすしかない。そして我々の適切な戦略といえば、無論、理系に進むことなのだ」


  　あれ？　しんみり始まったと思ったら、なんだか様子が違ってきたんだが……。話しているうちに梨乃の大きな目がらんらんと輝かがやき始める。


  「ふふ……。このような悩みを見るとやはり理系こそが、正しい道だったと再確認できる。数学も物理も、生物も地学もすべては実力勝負の世界なのだ。迷う必要はない。ともに理系を目指そうではないか。それで、すべて解決！　野の口ぐち英ひで世よも貧しい家の出身なのだ！」


  　梨乃が高らかに理系の勝利を宣言する。まるで自分がすべての理系志望者を代表するかのように誇らしげに胸を張って……。


  「そんなことはありません。彼は少し考え方が狭くなっていると思うんです。世間一般での勝ち負けにこだわりすぎています。そのような考え方を広げて柔軟な考え方を養うことができるのは文系なのです。文学、哲学、歴史に触れて、世界をどんどん広げていくのです」


  　ふみが負けじと文系のすばらしさを説く。


  「柔軟な考え方は理系でも身につく。ニュートン、アインシュタイン、むしろ理系こそ柔軟な発想の宝庫ではないか。理系の頭が固いというイメージは納得できない」


  　すかさず梨り乃のが反論に出る。どっちの意見にもそれなりの説得力があると思うが……。


  　しかし理系と文系の争いだけにはとどまらない。回答者は三人、満まんを持じして、体育会系のいくみも参戦する。


  「体育会系だって！　体育会系はね…………。根性がつくっ！」


  「あの……根性だけでは解決はしないと思うのですが」


  　あまりにもシンプルな意見に啞あ然ぜんとするふみ。


  「あと……運動すると、ややこしいことは全部忘れちゃうよ」


  「忘れるだけですか！」


  「いいじゃん。汗をかいて、モヤモヤした気持ちを吹き飛ばす！　腹立つ勝ち組野や郎ろうも後ろからのスライディングタックルで吹き飛ばす！」


  「暴力じゃないですか！　いくみさん暴力はいけませんよ」


  「暴力じゃないよ。ちょっとしたファウルだよ」


  「試合以外でのファウルは暴力です！」


  　いくみが参戦すると真ま面じ目めな空気が一気にゆるくなる。どうしようもないなと思う反面、これがいくみのいいところでもある。……思いっきり悪いところでもあるが。


  「とにかくスポーツはいいものなんだよ。やればわかるのに……。相談者もやる前からあきらめてないで、やってみたらいいのにさ」


  　いくみは納得がいかないようで、なおもスポーツのすばらしさを語ろうとしてるが、


  「いいものかどうかはわからないが、役に立たないものでもあることは自明だ」


  　梨乃がぼそっと余計なひと言を付け加える。


  「役に立たないことないもん！」


  「ボールを蹴ける能力を磨いたところで、人類にとってなんの発展性も見いだせない。はっきり言ってしまえば、なぜサッカー選手や野球選手があれほどもてはやされてるのか理解できない」


  　それをスポーツが大好きな本人の前で、堂々と言ってのけるか……。


  「夢を与えてるじゃん！　見てる人に勇気と感動と夢を与えてるでしょ」


  　いくみが我慢ならないといわんばかりに立ち上がって抗議する。梨乃にスライディングタックルしそうな勢いだ。


  「私はもらってない」


  「もらいなよ！　なんでもらわないのさ！」


  「なぜ、ボールを蹴けっている姿を見て夢をもらわねばならないのだ、むしろボールの空気抵抗による変化のほうが夢を与えてくれる」


  　もう喧けん嘩かを売っているとしか思えない言げん動どうだ。たしかにオリンピック関係のテレビなどで勇気と感動を与えてくれた的な言葉が過か剰じよう供きよう給きゆう気味ではあるし、全員が勇気と感動をもらうはずもないのだが。しかし、運動神経に自分のすべてをかけているようないくみにそこまで言ってしまわなくても……。逆上して、梨り乃のへの悪質なファウルがないといいが……。


  　しかし、いくみからの悪質なファウルはなかった。


  　じっと梨乃の顔を覗のぞき込むと、なにかを理解したかのように小さくうなずく。


  「はは～ん。梨乃、すねちゃったんだね」


  「なぜ、そうなる！　どこにすねる必要があるのだ」


  「自分が運動神経ゼロだから、すねてるんだね。わかるよ。私も算数の話になるとすねるもん」


  「高校生になって算数と呼んでいる時点でもはやダメだが、私はすねてなどいない！」


  「すねてるよ。わかってるって。本当は田た中なかマルクス闘莉王トウーリオ選手のように空中戦に強くなりたいんでしょ？」


  　なぜディフェンダー！　なぜ闘莉王！


  「勝手に決めつけないでもらおうか。私はそんな人は知らない」


  「すねちゃダメだよ。梨乃も相談者も。もっと素直になって。スポーツはどうせ負けるとかうまくできないとか、そんなこと気にしちゃダメ。自分ができることを目いっぱいやって、楽しむ。できる、できないは大事じゃないよ。きっと一緒なんだよ。人生も宿題も」


  「宿題は違いますよ。できたんですか？」


  　いくみは国語の宿題ができてなくて、ふみに発想法を教わっていたが……。


  「……できる、できないは大事じゃないよ」


  　いくみはおびえた小動物のような表情で言う。


  「大事ですよ。なんでやらないんですか！」


  「頑張ったんだよ。机に向かったし、ノートも広げたし……、夜食のキャベツさん太郎も用意したし、ベストはつくしたよ」


  「事実上なんにもしてないじゃないですか……」


  　ふみは自分のアドバイスが一切役に立たなかったことにショックを受けて、がっくりと肩を落としている。まあ気持ちはわかるが、ここはいくみの宿題問題に取り組む場ではない。まずは相談者の悩みに答えないと。


  「とりあえず、いくみの宿題は本人に頑張ってもらうとして、相談者になにかアドバイスはないかな？」


  　僕は話を本題へと戻す。


  　真っ先に発言をしたのはいくみだった。


  「まずはやってみることだよ！　やるだけやらないと」


  「いくみはそもそも宿題をしてないではないか！　説得力ゼロ」


  　梨り乃のがさっそく蒸し返す。


  「まあまあ、アドバイスと本人の行動はまた別だから。梨乃の意見は？」


  「まず仮説が誤っていることを認めるべき。リアルな人生とはこのようなものだったと、前提の条件をしっかりととらえて、生き抜く武器を磨いていくしかあるまい」


  「なるほど……。ふみは？」


  「私は……そうですね。楽しむことだと思います。つらいことや不ふ条じよう理りなこともいっぱいあるでしょうけど、それも含めて楽しむことができれば、それは勝ち組だと思うんです」


  　まずはやってみる……リアルな人生を知る……そしてそのうえで楽しむ。それぞれの意見をまとめるとこんな感じか……。


  　ただそれぞれの意見をまとめただけのつもりだったが、脳内でなにかがカチッとかみ合ったような感覚があった。これがひらめいたってやつなのか……。


  「リアル人生ゲームってどうかな？」


  「なんの話です？」


  　不思議そうに僕の顔を見つめるふみ。話の展開が急すぎてなんのことかわからなかったみたいだ。


  「いや、文化祭の出し物なんだけど、人生ゲームってあるじゃん。それのリアルバージョンっていうか、これまでの人生相談をふまえた内容のマス目を作って……」


  　僕は頭のなかでごちゃごちゃになっているアイディアをなんとか整理しながら伝えていく。


  　ゲームではすぐにスポーツ選手や弁護士になれてしまうし、宝くじが当たるみたいなことが簡単に起こるけど、もっとリアルな人生に近づけた内容で、参加者が本当にコマとして参加できるようなアトラクションを作れれば人気が出るのではないか……。


  「それいいじゃん。やろうよ。リアル人生ゲーム」


  　いくみが真っ先に賛同してくれる。本当に内容をわかって賛成してくれてるのかあやしいくらいの即決っぷりだけど、こんなときには心強い。


  「なるほど……おもしろそうですけど、実際の人間がコマとして参加するとなると大きなものを作ることになりそうですね……」


  「ややこしいことはあとで考える！　まずはマスのなかを考えようよっ」


  　いくみの意見も一理ある。まずはコマの内容をみんなで考えて、それから実際にどう製作していくかを決めることにする。


  「結婚のイベントがあるのに、離婚のイベントがないのはおかしい。現在の日本の離婚率を反映して二十五パーセントの確率で離婚することにしよう」


  　さっそく梨り乃のがマス目のアイディアを出し始める。


  　僕は自分のノートに「離婚」と書き記す。


  「生活費がゼロではリアルな人生じゃないよね。ただ車の形のコマを進めるだけでお金が減っていくことにしようよ」


  「それでいうと全員ゴールが同じタイミングというのが一番おかしな気が。突然死んでしまうバッドエンドも必要なのでは」


  　次々とアイディアが出されていく。


  「かっこいい職業ばっかりなのもおかしい。実際の比率に即した就職先でないと。就職したもののうち、約八〇パーセントは会社員、二・二パーセントが農業。パイロットは〇・〇〇一パーセント。そして約三〇パーセントが就職せずに無職だ」


  「そんなに無職が？」


  　ふみが梨乃の数字に驚いている。


  「主婦も含めれば、こんな数字になる。就職のマスに止まっても三回に一回は無職になるようにしよう」


  「せっかくですから相談者の、お金がないといい大学に入れないという意見も採用しましょう」


  　それぞれが意見を出し合い、マス目のアイディアがどんどん増えていく。


  　ノートに書きとめたメモから今度は獲得する金額などを決めて、具体的なマス目の現状はこんな感じだ。


  [image: ]


  　


  【性格の不一致による離婚。財産分与でマイナス＄８０００００、その後、養育費の支払いでルーレットを回すたびにマイナス＄１２０００】


  【免許を取らなかったので車没収。以降コマは徒歩になる】


  【無職のため、デイトレードを始める。有り金全額を失う】


  【ぜんぜんモテない！　結婚のマスに止まることが不可能に】


  【ネットに悪口を書きまくり書類送検。マイナス＄２０００、さらに就職先を解雇】


  【遺産相続。先祖代々受け継がれる売れない土地を相続し、相続税を取られる。マイナス＄１５０００】


  【死亡！　……お疲れ様でした】


  



  　なんとも世せ知ち辛がらい……。ちょっとエスカレートしすぎた感がある。人生の厳しさだけをピックアップしてしまっている気がしてならない。


  「うーむ。これはあまりに人生の厳しさだけを反映しているような……。もっとラッキーがあってもいいんじゃないかな？」


  　これではゲームをプレイする人が楽しくないだろう。もう少しポジティブな内容も考えてもらうことにする。


  



  【適当にジャケ買いしたラノベがおもしろかった。マイナス＄60】


  【家の近所にコンビニができた。買い物が便利に。マイナス＄１００】


  



  　なんだかラッキーなほうのイベントが地味だ！　しかもお金減ってるし！　たしかに使ってるからお金は減るんだけど……。


  「いやー。できたねっ」


  　ほとんどアイディアを出していなかったいくみが、なぜか誇らしげに額ひたいの汗をぬぐってみせる。


  　これでできたとは言いがたいが……。とにかくアイディアとしては十分に準備できたと思う。あとはこれを彩あや香かがどう判断するか……。


  



  　翌日、僕はこのアイディアを彩香に披ひ露ろうするために部室へと向かった。


  　約束の時間の前に到着したはずだったが、すでに部室では彩香が待っていた。厳しい表情。手にしているのは第一新聞部が発行する学生新聞のようだ。


  　その一面に大きく掲載されているのは、いかにもお嬢様といった美少女の顔写真。この学校の生徒でその顔を知らない人間はいない。生徒会会長の白しら河かわ香か織おりだ。大きなリボンの上部には「生徒会長白河香織さんが語る、生徒会の現状そして未来」と大きな見出し。


  



  　第六十八代、生徒会会長である白河香織嬢は、我が校の理事長、白河氏の孫娘であり、その成績、人格、美び貌ぼう、すべての点において我が校を代表する存在となっている。そんな白河香織嬢に新米新聞部員ヨシタカが話を聞いた。


  



  ──生徒会長ってすごいかわいいッスね。リボンがすっごい似合っているッス。


  「本日の議題と関係ないことを言わないでくださる？」


  ──申しわけないっス。じゃあ本題に行くッス。まずは最近の活動について教えてほしいッス。


  「まずは最優先で取り組んでいる、不登校問題について。我が校は前年度まで不登校の生徒が徐々にではありますが、増加し続けており、大きな問題となっておりました。我々生徒会では問題を抱える生徒のケアを最優先課題とし、増加傾向にあった不登校生徒の数を減少させることとなりました。これが最大の成果といえますわ」


  ──話してるときの口がすごいエロい感じッスね。どことなく冷たい目もぞくぞくするッス。


  「ちゃんと話聞いてらした？」


  ──聞いてたッス。その成果の理由はなんだと思うッスか？


  「生徒の悩みは私の悩みと考え、真剣に取り組んだ結果だと思っていますわ」


  ──俺おれ、エロい女の子大好きなんスけど。その理由はなんだと思うッスか？


  「知りませんし。興味もないですわ。次の質問は？」


  ──香織って呼んでいいスか？


  「ダメです。いいから次の議題に移りなさい」


  ──香織は一年生から生徒会長を務め、今年で二年目なんスが、どうして一年から生徒会長に立候補したんスか？


  「ダメだと言ったのに、なぜ名前で呼んでいるのです？　とにかく私にとって生徒会長の役割とは一種の宿命だと思ってますの。理事長の孫娘としてこの学校をよりよくすることは当然の義務であり使命でもありますわ。ほかに質問は？」


  ──触っていいスか？　触られるならどこを触られたいかについてお話をうかがいたいッス。


  「副会長、彼をつまみ出して」


  ──どこをつまむんッスか。どうせならつまんでほしい箇か所しよがあるッス。


  「なにをしているのです。早く」


  ──痛いッス！　どうしてホウキで突くんスか？　ホウキで突くことにした理由についてお話を……痛いッス。とりあえず目はやめてほしいッス。


  「なにが、成果よ。笑わせてくれる」


  　彩あや香かが新聞に大きく掲載された生徒会長の写真を憎しみのこもった目で睨にらみつける。


  「なんで？　不登校の生徒が減ったならいいことだと思うけど」


  「こいつはね。自分の成果を出すために弱い生徒を切り捨ててるの。勇ゆう樹きは九く文もん工業って知ってる？」


  「うちの兄弟校の工業高校だよね。技術者育成のためにうちの高校から分かれてできたとか」


  「表向きはね。実際には問題児の受け入れ先になっているって[image: ]うわさ……。去年不登校だった生徒のうち、かなりの人数がそこに転校になってる。生徒会長が強引に迫せまったらしい」


  「そんな、いくら生徒会長っていっても一生徒がそんなことするなんて……」


  「するのよ。この女は。なにせこの学校も自分の所有物だとしか考えてないんだから。自分の気に入らない生徒はこの学校にはいらないって思ってる。そして九文工業のことを流る刑けい地ちかなにかだと思ってるの！」


  　そう言いながら、彩香は自分のノートＰＣのキーボードを叩たたく。彩香の指示に従って、インターネットブラウザは九文工業の学校案内を表示する。


  　～ようこそ九文工業高校のホームページへ～


  



  　専門科案内


  　機械科　電気科　ピラミッド石運び科　野球しかしない科　モヒカンバギー科


  



  　校長のご挨あい拶さつ


  



  　げっげげげ、九文工業の校長、地じ獄ごく谷だにふさえでございます。げげげっ、体罰！　失礼、言い間違えました、正しくは「こんにちは」です。我が校は勉強だけでなく、将来社会に出て役に立つ……、体罰！　失礼、「授業」の言い間違いです。とにかく我が校は生徒ひとりひとりに寄り添いながら、体罰！　目潰つぶし！　焼き土下座！　失礼。ちょっと口が滑っただけでございます。とにかく我が校では生徒の知性だけではなくどんな過酷な労働にも負けない精神力、どんな打だ突とつにも耐え抜く体力を育はぐくんでいきます。げげげ……ちなみに入試は非常に簡単でございます。英語の試験は「アルファベット」と大きな声で言えたら百点でございます。げげげ……。皆さんのご入学を教師一同、釘くぎバットを持って心よりお待ちしております。げげげ……。校長室が暗いぞ……生徒ども……もっときびきび回せ……。


  



  　なんなんだ、この高校は……。いろいろ人権的に大丈夫なのか。


  「とにかく生徒会長に嫌われると突然ここに転校になるらしい。まだ裏は取れてない[image: ]うわさのレベルの話だけどね」


  「そんなこと……」


  「まあ、いつか、尻尾しつぽをつかんでやるわよ」


  　彩あや香かは不敵な笑みを浮かべるとそう宣言する。僕にはわからないが、どうやら彩香と生徒会長の間にはなにか因いん縁ねんがあるようだが……。


  「それで？　文化祭の企画は？」


  　彩香は怒りをぶちまけ終えてすっきりしたのか、ようやく本題に入ってくれた。


  



  　プリントアウトされた企画書に彩香はじっくりと目を通す。厳しい表情のまましばしの沈黙。


  「なるほど……。悪くないじゃない」


  　ふぅ～。僕の口から自然に大きく安あん堵どのため息が出る。なんとか合格のようだ。


  　しかし百パーセントの合格とは言えないようで……。


  「ただ……どうせなら、一番の人に賞品があったほうがいいんじゃない？」


  　さっそくダメ出しというか、より具体的なプランの検証が始まる。


  「そうね……、賞品は商店街で雑貨屋さんやってた飯いい田ださんのお店からガメてくれば……。それに実際に大きな人生ゲームを作るとなるといろいろと資材が……。それはあそこからガメてくればなんとか……。あとは……それもガメてこれそうね」


  　なんだか彩香はひとりで問題点を提起しては自分のなかで次々と解決していく。しかもすべてをガメてくる方向で……。


  「ＯＫ。大丈夫。そのへんはこっちでなんとかするから、勇ゆう樹きは実際にデザインを考えてみて」


  　どうやら彩香のなかでは実現できそうな算段が立ったようだ。


  　これで晴れて企画が通ったことになる。


  　とはいえ、これからが大変だ。僕はなんとか梨り乃の、ふみ、いくみの協力をあおいで人生ゲームを完成させることを心のなかで誓ったのだった。


  【回　答】


  



  　人間は生まれながらにして不平等である。それは間違いなく真実だと思います。しかしそれは人間だけでなくすべての動物が不平等な世界で生きているのです。しかしなにが恵まれていてなにが恵まれていないかは考え方でも変わってきます。さまざまな価値観に触れてみれば実は自分が恵まれている面もあることに気づくかもしれません。


  　本物の人生は人生ゲームのようにとつぜん宝くじがあたったり、ルーレットでパイロットになれたりはしません。しかし小さなプラスのマスもあるのです。その小さなプラスを目いっぱい楽しむことができれば、きっと新しい面に気づけるのではないでしょうか。


  



  



  ◎最後にお悩み相談コーナー一同から────────────────


  　メッセージ


  「自分ができることを目いっぱいやって、楽しむ。できる、できないは大事じゃないよ」


  【おまけの相談】


  



  　私は年一回、とある資格試験を受験しています。しかし、毎年勉強が追いつかず失敗しています。その理由というのも、仕事が終わってホントは勉強しなければならないのに、一日一冊ライトノベルを読んでしまうからです。もし病名をつけるなら、ラノベ依存症もしくは活字依存症といったところです。禁読は何度か実施しましたが、無理なのであきらめました。


  　 そこで考えたのですが、片方をやめるのではなく、勉強と読書を両立させられる方法はあるのでしょうか。毎年受験しているのに、毎年不合格で職場と家族と知人の目が冷めてきました。死活問題なので、なにか解決策があればよろしくお願いします。


  
    （ダンザキ・会社員）

  


  ＊Rino's Answer＊


  



  脳が活性化する時間帯を理解するべき。


  朝食の二時間後に脳のゴールデンタイムがくる。


  その機を逃のがさずラノベを読むのだ。


  


  


  ＊Fumi's Answer＊


  



  二に兎とを追う者は一兎をも得ずです。仕事、ラノベ、勉強。


  三兎はさらに大変。仕事を辞めてみてはいかがですか？


  


  


  ＊Ikumi's Answer＊


  



  スタミナ不足！


  ラノベ、勉強のあとに走りこみも追加だっ！


  【相　談３「口くち下べ手たで困ってます」】


  
    りょな

  


  



  　僕は口下手です。というか自分では正直者だと思ってます。思ってもいないことで人を褒ほめたりすることができません。


  　しかし世のなかでは口がうまい人が得をしている気がしてなりません。心にもないお世辞ばっかりを言う世渡り上じよう手ず。なんでそんなズルい人が得をして、噓うそをつくのが苦手な僕が損をしなければいけないのでしょうか？　どうせなら僕もお世辞を言えるようになったほうがいいのでしょうか？　お世辞をうまく言う方法とかありますか？


  Answer's
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  梨乃：お世辞など必要ない。そんなことを気にする暇ひまが


  あるならクエン酸回路の図でも書いているべき。
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  ふみ：いいところを探せば自然と褒ほめる言葉が出てくるはずです。


  思いつかないときはざっくり「いい人」だと褒めましょう。
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  いくみ：苦手を克服するには練習しかない。


  サンドバッグに向かって褒めまくれ！


  　いつものとおり部室に集まったお悩み相談コーナー一同。普段なら、相談に対して活発な議論が行おこなわれるタイミングではあるが、今日きようは誰も言葉を発しない。


  　梨り乃の、ふみ、いくみ。それぞれがスケッチブックに向かって、熱心にペンを走らせている。


  　相談についての議論の前に、文化祭の出し物のリアル人生ゲームの製作にあたって、デザインに取り組んでいるのだ。


  「できたっ」


  　いくみが一番乗りで完成を宣言する。


  「いくみさん。早いですね」


  「こういうのは勢いが大事だからね」


  　そう言いながら、いくみは誇らしげに自作のデザインを見せてくれる。


  「…………」


  　僕はすぐに言葉を発することができなかった。まあなんというか、ひどい。小学生でも高学年になればこんな絵は描かかないだろう。


  「以前、絵が描ける象がこれと同じものを描いてなかったか？」


  　梨乃が容よう赦しやのないコメントを出す。


  「象はこんなにちゃんと描けないよ！」


  「いくみさん。この十じゆう文もん字じ槍やりはなにに使うのです？」


  　ふみがイラストのそこかしこに配置されたフォーク状のなにかを指さして言う。


  「槍やりじゃないよ。花でしょ！」


  「お花でしたか……この三さん節せつ棍こんは？」


  「犬だよっ！」


  「なぜこんなところにゴルジ体たいが……」


  「梨り乃のまで、ゴルジじゃないよ。キングカズだよ！」


  　ゴルジ体があるのもおかしいが、キングカズの登場も十分にありえない。


  「じゃあ、梨乃のはどんなのさ。見せてよ！」


  　いくみは強引に梨乃のスケッチブックを奪い取る。


  「ぷっ…。なんだ、梨乃だって……ゴルジってる。ゴルジってる」


  「ゴルジってなどいない！」


  「ゴルジってるよねえ、ふみ」


  　いくみはスケッチブックを奪い返そうとする梨乃から軽かろやかに身をかわすと、ふみにスケッチブックをパスする。


  「そうですね……。なんでしょうか。テーマはロボットに支配された世界でしょうか？」


  「テーマなどない。それにロボットなど描かいていない！」


  　梨乃のイラストはいくみのものよりは多少マシではあったが、なんともいえないテイストの暗さがあった。びっしりと並んだ微妙にゆがんだ四角形。人間もかくかくしていて、妙に無機質だ。それよりなにより、なんだか見るものを猛烈に不安にさせるなにかがある。


  「私の絵にそこまでダメ出しするのであれば、ふみの絵はさぞかし完成度が高いのであろうな。見せてもらおうか」


  「いいですよ」


  　ふみは嫌がることなく堂々といくみにスケッチブックを手渡す。なんだか相当自信がありそうだが……。


  「むむむむ……うまいんだけど」


  「うむ。うまくはある」


  　いくみも梨乃もなにかひっかかっているような。うまいのになぜそんな表情なんだ……。僕も恐る恐るスケッチブックを覗のぞき込む。


  「どうです？　我ながら、なかなかの自信作なんです」


  　……たしかに上じよう手ずだ。梨乃、ふみとは別次元の画力だった。しかし明らかに特定の漫画家の影響下にある絵だ。っていうか『三国志』の横よこ山やま光みつ輝てる先生のタッチだ……。


  「なんでみんな口にシワがあるの？」


  「口ってこう描くものじゃないですか？」


  「このジャーンジャーンってやつは？」


  「もちろん銅ど鑼らですけど……」


  「男子生徒全員すっごいヒゲ生えてるんだけど」


  「ヒゲがないとしっくりこなくないですか？」


  　ふみは僕の質問にさも当然といった感じで答えてくれるが……。現代の文化祭でこのテイストはちょっと……光みつ輝てるが過ぎる。過剰光輝だ。


  「とりあえず、デザインはいったん保留ってことで」


  　この三つの案のなかから採用を出すのはむちゃだ。もう少しデザインセンスと絵心を持った人に協力してもらわないと、なにを作ってもお化け屋敷になってしまう。


  「せっかく頑張って描かいたのにぃ～」


  　ぶーぶー文句を言ういくみの機嫌を取りながら、通常どおりの人生相談へと気持ちを切り替えてもらう。今回の相談は口のうまさに関する相談だ。僕もうまくお世辞が言えるタイプではないので気持ちは理解できる気がする。


  「じゃあ、梨り乃のから意見を聞こうかな」


  「本当の実力があればお世辞など必要ない」


  　梨乃はたしかにまったくお世辞を言うタイプではない。当然回答もこうなってくるだろう。


  「そんなことはないです。けなし合うより、褒ほめ合ったほうがお互いに気分がいいじゃないですか」


  　ふみがさっそく反論を開始する。たしかにけなし合うよりは、ちょっとオーバーでもお互いのいいところを褒めるくらいのほうが、つきあいとしては円えん滑かつに進みそうだ。


  「正当な評価でいいではないか。なにも無理やり褒めることなどない。ほとんどの人間はわざわざ褒めるほどのことはないだろう」


  「梨乃さん。そういう目で人を見ているからいい部分を見つけることができないのです。もっと素直に優しい気持ちになって」


  　ふみが哀あわれみの表情を浮かべながら言う。


  「なぜ私をそんなかわいそうな人を見るような目で見るのだ。私は間違っていない」


  「わかるよ。梨乃。ムキになってるね」


  　ふみと梨乃の議論に満まんを持じしていくみが割って入る。なんだかにやにやとあやしげな笑みを浮かべながら。


  「なんなのだ。その表情は……」


  「梨乃は逆上がりできない子と一緒だね」


  「なっなにを突然」


  「逆上がりできない子ってさ。逆上がりなんかできても意味ないとか、逆上がりなんか役に立たないとか、必死になって言うよね。梨乃。お世辞が嫌いなんじゃなくて、言いたくても言えないだけでしょ！」


  　犯人を推理し終えた探偵のごとく、梨り乃のをびしっと指さしながら高らかに宣言するいくみ。


  　梨乃は小刻みに身体からだを震わせながら、いくみを睨にらみ返しているが……。


  「梨乃さんも相談者とおんなじだったんですね。それならそうと素直に言ってくれればいいのに。意地を張って」


  「ふみまで……。私は違う。必要ないから言わないだけなのだ」


  「じゃあさ、言ってみてよ。ちょっと赤あか松まつを褒ほめてみてよ。できるんでしょ」


  「無論、可能だ……」


  　そう言うと、梨乃は僕の顔をじっと見つめる。


  　なかなか言葉を発さない。


  「梨乃さん。素直な気持ちになって。噓うそをつくのではないのです。いいところを見つけて教えてあげるだけなんです」


  「理解はしているのだ……」


  　梨乃の頰ほおがほんのり赤く染まり、瞳ひとみが潤うるんでいる。何度も大きく息を吸っては吐いて……。そんなに一いつ世せ一いち代だいの決心が必要なことなのか。もしかしていいところがひとつも見つからないのか？


  　ただただ上目遣いで僕の顔を見つめるばかりで、待っているこっちが恥ずかしくなってきた。


  「梨乃、伝えちゃいなよ。自分の気持ちをっ」


  「いくみさん、からかっちゃダメですよ」


  「この勢いで告っちゃいなよ。言っちゃいなよ。エル、オー、ブイ、なんとか」


  　いくみ……。ＬＯＶＥのスペルぐらい知ったうえでからかってほしい。


  　からかいに耐えながら、梨乃は僕の顔を見つめ続けている。


  　ようやく意を決したようにかすかに梨乃の唇くちびるが動き始める。


  「……その……なんだ。比較的……安心感を与えてくれるというか……まあ、その、優しい面があるとも結論づけられる」


  　びっくりするほど小さな声でぼんやりとしたお世辞を言ってくれた。


  　まあそれでも梨乃に褒められると十分にうれしくはあるんだけど。お世辞ってわかっているのが残念だ。


  「なるほどぉ。それが結婚を決意した理由かぁ」


  「いくみさん。せっかく頑張ったんだから、もうからかっちゃダメです。梨乃さん見事でした。すばらしいお世辞でした」


  「ふぅ……。人を褒めたのはおそらく小学校のころにアボガドロを褒めて以来だ」


  　梨乃は顔を真っ赤かにしながらもなんだか満足げだ。


  「どうです？　お世辞がうまくなるコツはつかめましたか？」


  「いくみの意見になど賛同したくはないが……やはり慣れるしかないのかもしれない。反復して学習するしか……」


  「でしょ。でしょ。基本、特訓すればなんでも解決なんだよ」


  「とはいえ、サンドバッグに向かって練習しても効果があるとは思わないが」


  「じゃあ、どんな手があるのさ？」


  　梨り乃のも特に有効な訓練方法は思いつかないようで、結局黙り込んでしまう。


  「いい考えがあります」


  　沈黙を破ったのはふみだった。どうやらなにかアイディアが思い浮かんだようだが……。


  「梨乃さんはさらっとお世辞を言うことができないわけじゃないですか。見ていて力が入りすぎているのではないかと感じました。そんなに重く考えすぎずに、挨あい拶さつ程度にさらっとできるようになればいいのでは」


  「それができれば苦労はしない」


  　梨乃はそんなことは百も承知だと言いたげだ。


  「そこでですっ！　お世辞に集中しすぎるから、さらっと言えないんです。意識を別のところに持っていってあげればいいんです」


  「だから私にはできない」


  「しりとり方式にしましょう。しりとりで隣の人を褒ほめ称たたえましょう。言葉遊びの一種だと思えば、そんなに意識せずにさらっと言えちゃうはずなのです」


  　ふみの説明によると基本はしりとり、隣の人の語尾を自分の言葉の文頭につけなければいけない。ただし、しりとりの内容は次の人への褒め言葉に限る。まあそんな感じだ。


  「ほほう。いいこと思いつくねえ。さすがだね。だけどもうひと味足りないね」


  　そう言ういくみの目があやしく輝かがやいている。


  「なんです？　もうひと味って？」


  「罰ゲーム！　やっぱり罰ゲームがないと。なににする？」


  　ふみの質問に喰くい気味で即答するいくみ。梨乃をちらちらと見ながら、なんともうれしそうな表情。どうやらしりとりより罰ゲームがしたくて仕方がないようだ。そして罰ゲームを受けるのは梨乃に違いないと確信しているようだ。


  「罰ゲームですか……古来、我が家には牛の脚に両手両足を縛りつけて、牛を走らせるという罰ゲームがありますが……」


  　ふみ……。それは罰ゲームではなくて、ただの罰だ。本格派の。


  「全ぜん裸らでねえ、全裸で、えーと、全裸でどうしようか？」


  　いくみはなぜか全裸を前提で考えているが、即退学レベルの罰ゲームは許容できない。


  「せっかくなんだから、お世辞を誰かに言いにいくってことにしたら？」


  　僕はしごくまっとうな提案をしてみる。


  「なるほど、なるほど。全裸で？」


  「全ぜん裸らはやめとこう。そうだな、文化祭のリアル人生ゲームだけど、実際製作しようとすると、やっぱり僕たちだけじゃ人手が足りないじゃん。あとデザインセンス的な部分も。美術部に行って、お世辞を言いまくって協力を要よう請せいするっていうのは？」


  



  　話し合いの末、順番はふみ → いくみ → 梨り乃のということに決まる。じっくり考えられると勝負にならないので制限時間は三十秒とする。


  「ではお世辞しりとりスタート。最初なんで自由に褒ほめて」


  　僕の宣言でお世辞しりとりがスタートする。最初はふみからいくみだ。


  「はい。とってもかわいいです」


  「うへへ、うれしい。本当に？　えへへ……えへへへへ」


  　いくみは身体からだをくねくねさせて身み悶もだえている。お世辞だって言ってるのに、全開で喜んでしまっている。しかし、いつまでも喜んでもらっていては困る。


  「じゃあ、いくみの番、『す』で梨乃に」


  　僕の言葉に我に返ってあわてて考え始めるいくみ。


  「す、す……す、す、すごく綺き麗れいな髪」


  「むむぅ……そんな、それほどでも、綺麗かな……」


  　梨乃の顔が真っ赤かになっている。お世辞には惑わされないと宣言していたのに。ものすごく素直な反応だ。
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  「じゃあ次は梨り乃のがふみを褒ほめて。『み』、で」


  「見事な胸」


  「それは……、むしろちょっと気にしてるんですけど……。ね、猫のように愛くるしい」


  「本当にっ！　愛くるしいのっ？　それほどでも……えへへ、うへへへ、ふはははは」


  　いくみはいちいち喜びすぎだ……。そういうゲームだって言ってるのに、百パーセント真に受けてる。


  「喜んでないで、『い』ね」


  「い、い、い……い～……石を投げてこない」


  「あたりまえだ！　私は石など投げない！」


  　いくみ、もう答えに詰まったのか……。まだ二順目なのに。とにかく次は梨乃からふみだ。


  　言葉は変わらず『い』で。


  「い、い……インフレーション宇宙のような胸のふくらみ」


  「梨乃さん胸ばっかり！　やめてください。気にしてるんですからっ！　宇宙ほどは膨ぼう張ちようしませんしっ」


  「まあまあ、梨乃が人を褒めることの練習なんだから、大目にみてやってよ。じゃあふみがいくみを『み』で」


  　泣きそうな表情のふみをなだめてなんとかしりとりを続行させる。


  「み、みんなを明るい気持ちにさせてくれる」


  「うへへへへ……うふう…………る？　……るっ!?　ルーレットしかないじゃんっ！」


  　そんなことはない。まだあると思うが、たしかに『る』で梨乃を褒めなければいけないのだから難しくはある。必死になって考えるいくみ。これはいくみの負けか……。


  「ルビーを投げてこない」


  「さっきと一緒ではないかっ！」


  「いいじゃん。投げてこないじゃん。梨乃はいい人だから」


  「とりあえずセーフにしよう。梨乃が『い』で」


  「また『い』か。イタチザメのように食べ物を選ばない健康な身体からだ」


  　イタチザメって、サメだよな……。褒めているか？　もうギリギリのラインだ。


  「だ……誰とでも仲良くできる」


  「ぬふう。むにゅぅ……。そう。誰とでも仲良くできるんだよねぇ……。えへへぇ。いいこと言うねえ。もにゅう……。『る』か……。る!?　ずるいぞっ！」


  「ずるくないです。勝負なのですから」


  　いくみはうらめしそうにふみを睨にらみつけるが、ふみは涼しい顔。『る』のような言葉での連続攻撃はしりとりで勝負するなら当然取るべき手段ではある。


  「るぅ～、…………留守……留守番してる子どもを、超頑張れば食べられる」


  「食べないぞ！　なにを言っているんだ」


  「頑張ればだよ。基本食べないけど、超頑張ったら」


  「る、る……類るい人じん猿えんなら超頑張れば食べられる」


  「食べません！」


  「超頑張ればの話だ」


  「ルームシェアで……超頑張れば一緒に暮らせるレベル」


  「超頑張らないとイヤなのっ！　る……留守番電話を投げてこなる」


  「投げてこなる!?　ル・コルビュジェの再来と呼ばれている」


  「呼ばれてませんよ！　ルールを守りましょう」


  「う、うつぼを投げてこなるっ」


  「ルールを守ってとお願いしたのです！　しりとりではありません」


  「ん、だ！　んがついたっ。ふみの負けだ」


  　いくみが僕に向かってふみの負けをアピールする。もうずいぶん前からむちゃくちゃで、なんのことだかわからない状態ではあった。どうやらここまでか……。


  「じゃあ、終了。結果は……、いくみの負け！」


  「えーっ！　なんでっ！　私の負け？」


  　いくみは自分は負けていないと抗議を繰り返しているが、そもそも投げてこないシリーズがもうダメだし、「投げてこなる」などと、謎なぞの五段活用法の使用にいたっては論外だ。


  「自みずから提案した罰ゲームをみずから受けるとは、哀あわれだ」


  　梨り乃のの憐れん憫びんの視線を背中に受けながら、いくみは美術室へと向かうことになったのだった。


  



  　僕たちはいくみの罰ゲームと、文化祭の出し物の協力要よう請せいをかねて、美術部の部室へと向かっていた。いくみが美術部の部長を褒ほめまくって、僕たちの出し物への参加を許きよ諾だくさせるという段取りではあるが……。美術部もおそらく自分たちの発表の準備で忙しいはずだから、うまく協力を取り付けることができるだろうか……。


  「たのもおー」


  　いくみがノックもなしに、勢いよく美術部の部室の扉とびらを開ける。


  　意外なことに、いくみのけたたましい乱入に対して、部室の中からはなんのリアクションも返ってこなかった。


  　部屋の中は無人だった。


  　僕の予想では、文化祭の準備に、部員総出で取りかかっているはずだったのだが……。


  「まだ温かい、そんなに遠くには行ってないな」


  　いくみは部屋の中央に据すえられたキャンバスに勝手に触っている。


  　仮に最近まで使っていたとしても温かくはないと思うんだが……。でもたしかに、近きん々きんまで誰か活動していたようで油絵の絵の具の香りが強く残っている。


  「とりあえず、誰か戻ってくるのを待ちましょうか」


  　ふみはそう言うと、壁にかけられた美術部部員の作品と思われる絵画の鑑賞を始める。


  「あれ、ほがらか君じゃない？」


  　いくみが指さした先には、もはやおなじみとなった、謎なぞの自画像。たしかにほがらか君だと思われるが……。超笑っている！　いままでの苦く渋じゆうに満ちた表情ではない。はちきれんばかりの満面の笑みだ。ほがらか君、本当にほがらかじゃないか。いったいなにがあったんだ……。


  「それ……気に入ったの？」


  　聞きなれぬ声にびっくりして振り返ると、いつのまにかひとりの女の子がじっと僕を見ている。


  　両手で大きなキャンバスとイーゼルを抱えている。どうやら美術部員のようだ。


  「あっ、すいません。勝手に入って。僕は第二新聞部の赤あか松まつです」


  「村むら上かみ絵え美み。……一年生」


  　絵美はそうぼそっとつぶやくと、キャンバスを部室の中央に設置し始める。


  　話し方はおとなしいが、目に不思議な力を感じる。内に秘めた情熱のようなものだろうか……。なんだかいかにも芸術家って感じだ。
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  「これ、たしか部長さんの自画像だよね」


  「元、部長ね。すでに辞めた」


  「えっ辞めちゃったの？　部員が少ないことを悩んでたのに。自分が辞めちゃうなんて」


  「自分が漫画部に移い籍せきすれば解決だって。この絵のタイトルは『ベタ塗りの喜び』だって」


  「アシスタントからスタートなんだね……」


  　美術部大丈夫なのか……。僕たちのことを手伝ってくれる余裕なんてないんじゃないのか？　そんな不安で胸がいっぱいになる。


  　しかしいくみにはそんな心配はまったくないようで、


  「はじめまして。やあ、やあ、かわいいね。髪の毛も長くて綺き麗れいだし」


  　さっそく約束どおりのお世辞作戦を決行し始める。


  　なれなれしく両手で絵え美みの手を取ると、ぶんぶんと振り回すように握手する。


  「すごく変な人。個性をはき違えた人ですか？」


  　絵美が理解不能の現代アートを鑑賞しているかのような目で、いくみをじっと見つめる。


  「か、勘違いだよ。そんな人じゃないよ」


  「じゃあ何者？」


  「の……、のし梅さん太郎が好きな者だよ。あやしくないよ」


  　いくみ……まだしりとりを継続しているのか……。あれはお世辞の練習であって、いまやる必要はないのに。


  「そうですか……それで美術部になんの用」


  「う、海が見たくなって……」


  　なにを言っているんだ……。


  「海が見たくて美術部……。さてはわかってる人？」


  　なんだか絵美がいくみの言葉にいたく心を打たれている。


  「鳥も見たくて」


  「それは意味がわからないけど……。とにかく私の作品を見てほしい」


  　絵美はうれしそうに駆かけ出すと、教室の片かた隅すみに積まれていた何枚かの絵を物ぶつ色しよくし始める。


  「どう？　海。私の心のなかの大海原」


  　と、息を切らして戻ってきて、選んだ絵を見せる。


  　子どものような屈くつ託たくのない笑え顔がおで誇らしげに絵を掲かかげているが、描えがかれているものはその笑顔と正反対のテイストだった。


  　血のようなどす黒い赤色の渦うずがキャンバスいっぱいに描かれている。そして中心に向かって渦巻く赤い螺ら旋せんを覆おおうようにまき散らされた波頭のような白。


  　海を描いたものにはとても見えないが……。どちらかというと血しぶきとか、そんな感じに見える。


  「なんとも言えない、胸に迫せまってくる迫力がありますね。心のなかの葛かつ藤とうや悩みをそのままぶつけたかのような」


  　ふみはどうやらこの絵を気に入ったようで、感心した様子で何度もうなずいてみせるが、


  「そんな簡単なものじゃない！　さあどう？　わかってる人！　意見、聞かせて」


  　絵え美みは、ふみの意見などいらないといわんばかりにくるりと背中を向け、いくみだけに見えるように絵を誇こ示じする。


  　いくみの小さな鼻にくっつきそうな近距離で掲かかげられる絵美の力作。いくみは大おお仰ぎように腕組みして、いかにも考えてますといった表情でその赤い渦うずを見つめ続けているが……。


  「て、て…………手描がきだね！」


  　そりゃ手描きだろう。美術部なんだから、印刷物だったら逆に驚く。


  　あまりのコメントにさすがの絵美も衝しよう撃げきを受けたようだ。


  　両手で自分の頭を抱えるとわしゃわしゃと長い髪をかき乱す。


  「手描き、手描き、手描き、手描きっ……。なんて深い言葉。まさに本質を見つめる、あるいは原点に立ち返る、それこそが……なるほど」


  　絵美はなんだか深く感じ入ってしまった。何度も「手描き」とぶつぶつ繰り返して、いくみの言葉を反はん芻すうしている。


  　しりとりで適当に返事をした、とは口が裂けても言えない状況になってしまった。


  「私の作品、本当にわかってくれたのは、あなたが初めて。もっとアドバイスを。私と同じ魂たましいを持つ者。教えて、私が、なにを描くべきか」


  　絵美はそう言うと、いくみに飛びつき、ぎゅうっと抱きしめる。


  　まるで離れ離れになっていた家族に再会したかのような熱烈さ。


  「か、か、かば焼きさん太郎」


  「かば焼きさん太郎……。ありがとう。それなにか知らないけど、絶対、描く。かば焼きさん太郎。いままでで一番大きい号数にチャレンジするの」


  　いくみを力強く抱ほう擁ようしながら何度も「かば焼きさん太郎」とつぶやく絵美。


  　いくみは絵美の最大の理解者となってしまった。


  　いくみは申しわけなさそうな、困ったような、なんともいえない表情を浮かべている。しかし絵美にはいくみの姿は目に入っていないようで、


  「すぐやる……心のなかのかば焼きさん太郎を……爆発させる。見てて」


  　絵美はそう言うと真っ白なキャンバスに向かいまるで敵が現れたかのように、睨にらみつける。


  「あの……かば焼きさん太郎の絵は今度でいいかな」


  　しかしいくみの言葉はすでに耳に届かない。黙々と絵の具の準備を始めると絵え筆ふでを握る。


  「どおおおおおりゃあああいぃ。爆発だぁぁぁ。燃えろ、私のなかのかば焼きさん太郎っ！」


  　絵美は絶叫しながら、キャンバスに絵の具を豪快に塗りたくる。


  　いったいどうしたんだ……。さきほどまではどちらかというとボソボソ話すおとなしい女の子だったのに。まるで別人だ。


  「かば焼きつくすっ！　私の情熱をかば焼きつくすっ！」


  　絵え美みの目がらんらんと輝かがやき、まるで武器のように絵え筆ふでをキャンバスに叩たたきつける。


  「どうやら、絵筆を持ってキャンバスに向かうと人が変わってしまうようですね」


  　ふみが絵美の様子に少しおびえながら、小声でささやく。


  「どうするのだ。絵の完成まで待つつもりなのか？」


  　梨り乃のがどうにかしてくれといわんばかりの視線を僕に投げかける。


  「……ちょっと止めてくるね」


  　僕がしぶしぶ絵美のほうへと歩き出したときだった。


  「近寄らないでっ！　気が散るっ。かば焼けないでしょ！」


  　絵美の厳しい声が飛ぶ。激しい叱しつ責せきに思わずびくっと身を縮めてしまう。


  「あのさ、絵はあとにしようよ」


  　僕はなおもじりじりと絵美に接近する。


  「だから近づかないでって言ってるでしょ！　近くに来るなら、せめて全ぜん裸らになって！　かば焼きさん太郎の横に全裸の人間が欲しい。モデルしてっ！」


  　なにを描かこうとしてるんだ……。なんで駄菓子の隣に全裸。まったく理解できない。


  　これは手に負えない。仕方ないから、作品完成後に出直すか……。


  　いくみがスパッツを脱ごうとしているっ！　なんだか神妙な面おも持もちでスカートのなかに手を伸ばして……。モデルをやるのかよ！


  「ちょっと、いくみさん。はしたないですよ」


  　あわてていくみを止めるふみ。


  「かば焼きさん太郎のためだから……かば焼きさん太郎のためなら脱げる」


  「せめて芸術のためにしてくださいっ！　そもそもかば焼きさん太郎の絵が欲しくてここに来たのではありません。ヌードモデルになるくらいなら絵美さんを止めてください」


  「だって、なんか怖いもん」


  　気軽にヌードモデルを引き受けてしまういくみも十分に怖いが……。


  　いくみですら怖がる絵美の豹ひよう変へんは止まらない。


  「そうだっ。モデルがいなければ私が脱げばいいんだ！　よし脱ぐぞぉぉぉ。かば焼きは爆発だぁぁぁ」


  　絵美がそう言うと、制服のスカーフを引きちぎるかのように外して、床ゆかに投げ捨てる。


  「いくみさん。止めてください。同じ魂たましいを持つ者です。きっとわかってくれるはずです。早くっ！」


  　ふみはいまにも脱いでしまいそうな絵美を見て、あわてふためいている。


  「仕方ないな。怒られても知らないからね」


  　いくみはふみに小さくうなずくと、助走をつけて一気に絵え美みのほうへと駆かけ出す。


  　そのまま軽かろやかに跳ちよう躍やくし、獲物を捕らえる猛もう禽きん類るいのように絵美の手に握られていた絵え筆ふでを奪いさってしまう。


  　絵筆を奪われなにもなくなった自みずからの手を呆ぼう然ぜんと見つめる絵美……。


  「あっ……すいません。……少し取り乱しちゃって」


  　元どおりのおとなしい口く調ちように戻っている。絵筆を取り上げると我に返るのか……。


  「昔から、絵を描かいてると、夢中になってしまうの」


  　絵美は投げ捨てたスカーフを拾いながら言う。


  　どうやらすっかり元に戻ってくれたようだ。


  「あの、ちょっとお願いがあるんだけど」


  　僕は改めて本題を切り出す。自分たちの文化祭の出し物の構想。そして美術部として製作に協力してほしいこと。


  「私は、自分のためにしか描けないの。残念だけど……」


  　絵美の言葉は拒絶だった。しかしそう言いながらも、じっと上目遣いでいくみを見つめている。思わせぶりな視線。なんだか僕ではなくいくみに頼んでほしそうな……。


  「いくみさんからもお願いしてみては？」


  　ふみもその視線の意味を察したのか、いくみに耳打ちする。


  「お願いっ！　どうにかなんない？」


  　いくみが絵美に手を合わせて拝おがみ倒す。


  「もちろんっ！」


  　絵美は再びいくみの身体からだに両手を回し、熱く抱ほう擁ようする。


  「おおっ。ありがとう友よ」


  　いくみも絵美の身体をしっかりと抱きかかえる。


  　とにかく引き受けてくれるらしい……。自分の価値を知る人間のためなら描けるということなのだろうけど、おとなしいんだか、情熱的なんだか、さっぱりわかんない女の子だ。


  「手伝うは手伝う。でも交換条件があるの。人生相談してるんでしょ……私も相談……」


  　絵美は長い抱擁を終え、名な残ごり惜しそうにいくみの身体から離れるとそう言った。


  　人生相談……？　それが交換条件なら、お安いご用だ。


  「相談？　もちろん。任せといてよ」


  　僕が引き受ける前に、真っ先にいくみが断言する。


  「ありがとう。同じ魂たましいを持つ者」


  　再びいくみが絵美の身体をしっかりと抱きしめる。さっき離れたばっかりなのに、固く固く抱き合うふたり。


  　なんだかわからないが、ふたりの間にはさっき初めて会ったとは思えない固い絆きずなが結ばれているようだ。


  　とにかくお悩みを解決することを条件に、絵え美みが僕たちに協力してくれることになった。


  　ここは謎なぞの絆に結ばれたいくみの活躍を期待したいが、おそらく期待はずれに終わることだろう。僕はなおも手を握り合ういくみと絵美を見ながらそう思ったのだった。


  【回　答】


  



  　僕たちお悩み相談メンバーにもお世辞というか、人を褒ほめること自体が苦手な者がおり、そこで実際にお世辞がうまくなるにはどうしたらいいか、いろいろと試し行こう錯さく誤ごしてみました。


  　その結果、基本は慣れ、慣れさえすれば多少はマシになる。そんな結論になり、慣れるためのトレーニング方法として、しりとりでお世辞を言う方法を開発しました。


  　結果的には勝負にこだわるあまりズルをする人間が若じやつ干かん名めい出てしまいましたが、あんまり考えすぎず気軽に会話をする方法としては使えそうです。ぜひお試しください。


  



  



  ◎最後にお悩み相談コーナー一同から────────────────


  　メッセージ


  「そんなに重く考えすぎずに、挨あい拶さつ程度にさらっとできるようになればいいのでは」


  【おまけの相談】


  



  　僕は、家族以外の女性と話そうとすると、頭が真っ白になってしまいます。そろそろ彼女をつくりたいのですが、これではつくれません。どうしたらいいのでしょうか。


  
    （ジブリ）

  


  ＊Rino's Answer＊


  



  交こう感かん神しん経けいが高ぶりすぎている。


  交感神経の興奮を鎮しずめるセロトニンの分ぶん泌ぴつを促す食べ物をとるとよい。女性と話す前に小魚を食べるのだ。


  


  


  ＊Fumi's Answer＊


  



  古来、同どう気き相あい求もとむと言います。男性と話すとき頭が


  真っ白になる女性と仲良くなればよいのです。お互いに


  なにを話しているのかわからないので問題ないはず。


  


  


  ＊Ikumi's Answer＊


  



  トレーニングは裏切らない。


  どんなに頭が真っ白になっても話せるように特訓だ！


  とりあえず無意識になるとキングカズの


  エピソードを話せるようになろう！


  【相　談４「迷惑な隣人」】


  
    一年　村むら上かみ 絵え美み

  


  



  　隣の部室のオカルト研究会が非常に迷惑です。隣であやしい音楽をかけ、あやしい香りのお香を薫たき、ときには奇声まで聞こえてきます。


  　芸術活動とは非常に繊せん細さいな作業で、精神状態が作品に大きく影響します。さすがにこの環境ではまともな作品が生み出せそうにありません。


  　ほかの部員たちもこの環境で作品作りをするのがイヤなようで、ただでさえ人数の少なかった美術部の部員がさらに減ってしまい、いまでは廃部寸前の状況です。


  　自分たちでも抗議は続けていますが、相手はあやしい輩やから。まったく効果がありません。むしろ抗議に出かけた山やま本もとと武たけ田だはそれっきり帰ってきませんでした。


  　どうしたら迷惑行為をやめさせることができるでしょうか？


  Answer's
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  梨乃：オカルト研究会にふさわしい報復を。


  カラスを呼び寄せる音声を相手の部室に設置。
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  ふみ：人間の最大の武器は言葉。話し合いで解決しましょう。
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  いくみ：えぐりこむようにみぞおちを殴る。


  「いくみさんを採用。殴ろう」


  　絵え美みはそう即答すると、さっそく部室を出ようとする。


  「待ってください。早まってはいけませんっ！」


  　ふみが絵美をあわてて止める。


  「なぜ？　善は急げ、みぞおちは殴れ、なのに？」


  　……なんだ、その格言は？


  「私たちの相談は三人の回答者が意見を出し合って、議論するなかで結論に至るルールなのです。まずは議論してよりよい結論を出しましょう」


  「まあ、そういうことになってるのさ」


  　いくみになだめられて、絵美はおとなしく席に着く。なにはともあれ、これでなんとか議論が開始できそうだ。


  「じゃあ、ふみの意見から聞こうかな」


  　僕に促されてふみが自分の意見を話し始める。


  「そもそも暴力はいけません。人間なのですからまずは話し合うべきなのです。暴力は最後の手段です。とことん話し合うのが先なのです」


  　いくみを諭さとすように話すふみ。いくみは真剣な顔でふんふんと聞いてはいるが……。


  「つまりはふみと私は順番が逆なだけなんだね」


  「なぜそうなるのです？」


  「ふみはまず話し合うんでしょ。私はまずみぞおちに一発入れて、それから話し合う」


  「殴ってから話し合いをするつもりだったんですか！」


  「そしたら、話も聞いてもらいやすくなるでしょ」


  「ぜんぜん違いますっ！　それはもはや暴力の延長です」


  　ふみがむきになって抗議する。いつもならふみが優勢な場面なのだが。


  「コミュニケーションとは、常にそれ自体、暴力……なるほど」


  　絵え美みが勝手にいくみの話に考え込んでしまっている。


  「絵美さん。真に受けないでくださいっ。いくみさんは話し合いが面倒なだけなんです」


  「そんなことないっ。絵美ちゃんと私は深い人なんだよっ」


  「自分で言う……逆に深い……のかな」


  「そうだよ。人間とはなんとかかんとかのむにゃむにゃであーるだよ」


  　いくみ……必死で深い人間に見せようとしているが、すでに化けの皮がぼろぼろと剝はがれ落ちまくっている。人間とは、までしか思い出せないなら、もう言わないほうが深い。もう元がなんなのかわかんないし。


  「話し合っても無駄だという点ではいくみの意見も一理ある」


  　膠こう着ちやく状態の議論に割って入ったのは梨り乃のだった。


  「でしょ。でしょ。やっぱり腹パンでしょ」


  「腹パンには無論、賛成していないのだが、ああいう輩やからと話し合っても永遠にわかりあうことはない。そもそも論理性のかけらもないのだから」


  　そうだ。梨乃はオカルトが大嫌いだった。以前も占いを信じている女の子の相談でさんざんオカルトについて厳しい言葉を連発していた。


  　梨乃はまだ言い足りないのか、なおも言葉を続ける。


  「そもそもありえないものを信じてしまえる、非論理的人間なのだから、こちらからどんなに丁てい寧ねいに話をしても無駄。己おのれの愚おろかさに気づくことができないのだ。自分の都合のよい世界に逃避して、その矛む盾じゆんに気づかない。これを愚かといわずになんというのだ」


  　すっかりヒートアップしている。相変わらずオカルト批判になると、夢中になってしまうようだ。


  「梨乃さんもそんなに決めつけなくてもいいんじゃないですか？」


  　ふみがたしなめるが梨乃の怒りは収まらない。


  「客観的事実は決めつけではない！　幽霊はいない。前ぜん世せもない。占いは当たらない。預よ言げん者しやなどいない。オーパーツは偽にせ物もの、ＵＭＡユーマはいたら少しうれしい」


  「ＵＭＡはいいんですか！」


  「うれしいだけだ。ただ恐竜が生き残っていなくとも世界にはまだまだ未知の生命はいるし、人間の想像を超えた不思議な生態を持つ生物もいる。たとえば深海魚のデメニギスは頭部が透明で脳が透すけて見えるのだ、なぜこんな形状なのかなのだが、背後から襲おそわれるのを防ぐためだとも……」


  　梨り乃のは夢中になって深海魚の不思議について語り始めてしまった。もともと隣の部が迷惑だという相談のはずなのに、梨乃は一度話が脱線すると戻ってくるのが大変遅い。本物の列車事故だとすると社長が辞任するレベルの脱線事故を頻ひん繁ぱんに起こしている。


  　そんなふうに脱線したまま全速力で疾しつ走そうする梨乃をじっと見つめる絵え美み。


  「この人、オカルト研究会の人とそっくり」


  　絵美がぽつりとつぶやく。


  「誰がそっくりなのだっ！　私はオカルトと正反対の存在。水と油、マグネシウムと他のアルカリ土ど類るい金属なのだ」


  　梨乃が顔を真っ赤かにして抗議するが、絵美はなんで怒っているのかさっぱりわからないといった表情。


  「話の内容は違う。でも心の根っこがそっくりなの」


  「どこが……、類似性の例を挙げて示してもらおうではないか……」


  　梨乃はすっかり頭に血が上ってしまっている。


  　しかし絵美は梨乃の怒りをちっとも気にする様子はない。見た目はいかにもおとなしそうで、言葉数も少ないのに、それでいて何気なく問題発言をしてしまう、そんなやっかいなタイプのようだ。


  　それにしてもこれ以上梨乃を挑ちよう発はつすると絵美は捕ほ縛ばくされて脳に電極でも差されかねない。


  　ここはなんとかしてなだめないと。


  「まあ、まあ、梨乃もそんなに怒んないで」


  　僕がなだめに入る前に、いくみが梨乃と絵美の間に割って入る。なんだか得意げ。自分を慕したってくれる後輩をかばうかのような態度だ。


  「私をオカルト研究会の部員と同一視したのだぞ」


  「いいから、怒んないで。人間とはなんとかのむにゃであるよ」


  　梨乃は憎々しげにいくみを睨にらみつけるものの、次の言葉が出てこない。逆にこれだけなにを言ってるかわからないと反論のしようもないのかもしれない。


  「まあ、もめごとはこれくらいにして本題に戻ろうよ。オカルト部に迷惑行為をやめてもらうにはどうしたらいいか。暴力以外で」


  　僕はそのタイミングを見計らって話を本題に戻す。いまのところ暴力に訴えるしか案が出ていない酷ひどい状態なのだ。


  「暴力なしか……うーん」


  　いくみは大げさに腕組みして考え込んでいるものの、おそらくなにも思いつかないだろう。徐々にわかってきたのだが、いくみが考え込んでいるときは基本、なにも思いついていないときのポーズみたいなものなのだ。ほかの人に期待するしかあるまい。


  「やはり適材適所ということではないでしょうか」


  　沈黙を破って発言したのはふみだった。小さく咳せき払ばらいすると姿勢を正し、話を始める。


  「いまをさかのぼることおよそ一八〇〇年前、中国の三さん国ごく時代。曹そう操そうの配はい下かに丁てい斐ひという武将がいました。彼は賄わい賂ろを巻き上げることで有名で、そのうえ、自分の牛が痩やせてしまうと政府の所有していたいい牛とこっそり取り替えてしまうような、とんでもない人だったのです。ですが普段は不正に対して厳しい曹操が丁斐を罰しようとはしませんでした。曹操曰いわく『丁斐を厳重に処罰しろとよく言われるが、私とてあいつが清せい廉れんな人物ではないとよく知っている。だが丁斐は私の優秀な番犬だ。多少の蓄たくわえはくすねられるが、大切な財産は守ってくれるのだ』と。こうして曹操は丁斐のたび重なる不正を見み逃のがしたのです……（中略）……やがて西さい涼りようの馬ば超ちようが蜂ほう起きし、潼どう関かんの戦いが起こります。……（中略）……曹操は錦きん馬超とも称される勇ゆう猛もうなる武将、馬超の猛烈な攻撃によって窮きゆう地ちに陥おちいるのです。……（中略）……馬超は……（中略）……。馬……（中略）……。そのとき曹操の危機を救ったのが、丁斐でした。なんと戦場に牛ぎゆう馬ばを解き放ち、敵を混乱に陥おとしいれたのです。こうして曹操は九きゆう死しに一いつ生しようを得、また丁斐も恩義に報むくいることができたのです」


  　ふみはまるで自分の話のように誇らしげに曹操の人間を見抜く目と適材適所について語るが……話が長い！　相談者である絵え美みですら完全に興味を失ってしまっている。なんともまぶたが重そうな表情。首がかくんかくんと定期的に重力に負けてしまっている。いまにも寝てしまいそうだ。いくみにいたっては……もう横になってしまっている！　両手をひざの間に挟んで丸くなって、ごろりと壁のほうを向いた。もう寝ることに集中しちゃってる体勢だ。


  「ちょっと、いくみさんっ！　なんで寝ちゃうんですか？」


  「寝てない……。ちょっと横になって……くぅ……すぴー」


  「起きてください。人が真剣に話しているのにっ！」


  「長いんだもん。ふみのなん国志の話……」


  　いくみは腕を引っぱられて無理やり起こされるが、眠気に負けてか自分の身体からだを支えきれていない、くったりしている。


  「三です。三国志です。数字くらい覚えましょうよ」


  「いくつでもいいよ。あとでどっちが勝ったかだけ教えて」


  　なんだかスポーツニュースのダイジェストみたいな扱いだ。


  「結果が大事なのではありません。私が言いたいのは、適材適所を心がければ、問題は解決するということなのです。いいですか、曹操は…………横にならないでくださいっ！」


  　いくみは「曹操」の単語が出た瞬間、即座に眠りにつこうとする。もう三国志のたとえ話はいくみにとって子守歌でしかないようだ。


  「回りくどかったが、言いたいことは理解した。それが今回の相談とどう結びつくのだ？」


  　唯ゆい一いつ話を最後まで聞いていたのは梨り乃のだった。その梨乃でさえも小さくあくびをかみ殺しながら質問している。


  「ですから、こういったやっかいな事件には、むしろやっかいな人間が役に立つこともあるってことなのです」


  「話が見えてこないのだが」


  「あら、我が軍の丁てい斐ひとは思えない発言です」


  「私か！　牛を取り替えたりしないぞ」


  「牛を取り替えるってことではなく。普段は少々やっかいでも使い方次第ですばらしい活躍をする人としてです」


  「普段はやっかいなのかっ！」


  　まさか自分がそういう評価をされているとは思ってなかったようで、梨乃の大きな目がさらに大きくなる。


  「はい。梨乃さんはちょっとやっかいだけど、いい人です」


  　まったく悪気を感じさせないにこやかな笑え顔がおを浮かべながら、ふみはきっぱりと言い切る。「いい人です」とつけられると梨乃も怒るに怒れない。


  「やっかいでもないと思うのだが……」


  「そんなことありません。ちゃんとやっかいですっ！」


  「謙けん遜そんしているわけではない！」


  「大丈夫です。梨乃さんはやっかいでかわいい人です」


  「そんな……かわいくはない。やっかいでもないが……」


  　梨乃はかわいいと言われて急にうつむき、もじもじとし始める。相変わらずこういった話はすごく苦手なようだ。


  「さあ、美術部を救うために、そのやっかいさを存分に発揮するのです。オカルト研究会を言い負かしてください」


  「うん……。かわいいなんて……そんなことは……」


  　もじもじと照れながら決戦の場、オカルト研究会の部室へと向かう梨乃。こんなコンディションで大丈夫なのか。ちゃんと言い負かすことはできるのか。僕はその恥じらう姿をかわいらしいとは思いつつも、一いち抹まつの不安を覚えるのであった。


  　一方いくみは本当に熟睡していた。


  



  　絵え美みを美術部の部室に残して、僕たちはオカルト研究会の部室へと移動する。


  　オカルト研究会の部室は美術部のすぐ隣に位置している。部室の集合する部室棟の一番隅すみにあたる。


  　相談のとおり、中からはいままで嗅かいだことのないにおいが漂ただよっている。お香のような、薬のようなまさにあやしげな香りといったところだ。


  　耳を澄ませて中の様子をうかがうが、なにも物音はしない。扉とびらをノックしてみるがそれでも反応がない。


  　誰もいないのだろうか……。「帰ろうか」その言葉が喉のどまで出かかったタイミングだった。


  　きしむ音とともに扉がわずかに開かれる。


  　その隙すき間まから覗のぞく、大きな目。


  　思わず悲鳴を上げそうになるのをなんとかこらえる。


  「入っても大丈夫だと思います」


  　隙間から覗く目はそう言う。思います？　入室を許可したということだろうか……。


  　僕が入るかどうか躊ちゆう躇ちよしている間にいくみが躊躇なく部屋へと入っていく。


  「すごい部屋ですね……」


  　ふみが驚きの声を上げるのも無理なかった。


  　窓は段ボールで目張りされたうえ、黒い布で覆おおわれ、まったく外の光は入ってこない。


  　古びた木製のテーブルの上には大きなロウソク。火が灯ともされるとぼんやりと室内が明るくなる。大きな水晶玉がロウソクの明かりを反射してゆらゆらと不気味な光を放っている。


  「すごい、すごい。超本格的じゃん。誕生日みたい」


  　いくみも部室の様子に目を丸くしているが……残念ながら誕生日みたいではない。古びた中世の館やかた、もしくは占いのお店といったところだろうか。


  「梨り乃のさん、ふみさん、いくみさん。そして赤あか松まつさん。はじめまして。黒くろ川かわ真ま理りです」


  　部屋の中央に据すえられた、いかにも古めかしいアンティークのテーブルセット。


  　そこにひとりじっと座る女の子、それが黒川真理だった。どこで手に入れたのか、髑どく髏ろの髪どめ。いかにもオカルト研究会って感じだ。


  「名前なんで知ってるの……すごい。すごい。すごい」


  　いくみが興奮して「すごい」を連発するのも無理はなかった。僕たちはまだ名乗っていないし、間違いなく初対面だ。いくみは学校でも目立つ存在だから名前くらい知っていたとしても、僕の名前まで知っているのはすごい。


  「用件もわかります。美術部の絵え美みさんからの使いですね」


  　真理はアンティークの椅い子すに座ったまま、ぴくりとも動かず話す。うつむいていると長い前髪が顔にかかって表情の変化すら見ることができない。まるで精せい巧こうな人形が話しているようだ。


  「梨乃、相手は魔法使いだぞっ」


  　いくみはそう言うと、強きよう攻こう策さくに出ようと身構えるが、梨乃はさして驚きもしていない。


  「そんなにあわてる必要はない」


  　梨乃はまっすぐに歩き出すと、美術部と隣接した壁に耳を当てる。


  「やはり。ただ壁が薄いから隣の会話が筒つつ抜ぬけなだけではないか。そもそも美術部は騒音で悩んでいたのだから、壁が薄いことは必然」


  　いくみがあわてて梨り乃のの真ま似ねをして壁に耳をつける。


  「ほんとだっ！　絵え美みの鼻歌が聞こえる」


  　騙だましたなといわんばかりに真ま理りを睨にらみつけるいくみ。しかし真理は、いくみのその表情を見ることすらしない。


  「あなた方はそうやって聞き耳を立てるのかもしれない。でも私には必要ないと思われるのです。そんなことをしなくても、霊の声や魂たましいの声が教えてくれるのです」


  　真理にはまったく動どう揺ようしている様子はない。


  「ならば、私の生年月日は？　私の飼っているペットの名前は？　私の母の旧姓は？」


  　梨乃はパスワードを忘れたときの秘密の質問のような問いを立て続けに発する。


  「私にわかるのはあなたが心を閉ざしているということだけなのです。心を閉ざしている人からなにか読み取ろうとするのは、閉じたまま本を読もうとするようなものなのです」


  「まさにインチキの常じよう套とう句くではないか」


  「心を閉ざした人間がなにを言おうと私には気にならないのです。むしろ哀かなしい人だと私は思うのです」


  「二十一世紀に原始人並みの迷信に囚とらわれた人間が生意気な口を利くな」
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  「科学でなんでもわかると考えるほうが非科学的なのだと私は知っているのです」


  　真ま理りはまるで独り言のように誰にも目を合わせずに言う。


  「オカルトの人間はすぐにそう言う。その発言自体が科学を理解していないからこそできる発言なのだっ！」


  「私が科学を知らないとしたら、梨り乃のさんは科学以外を知らないのです。人はすべてを知ることはできない。それを知ることが肝かん心じんなのです」


  「論理的に考えることと、変な迷信を信じることを等価で並列するのではない！」


  　まさにやっかいな人とやっかいな人の遭そう遇ぐうだ。ふたりともお互いの立場をまったく譲ゆずろうとはしない。このままでは延々この議論が続いてしまいそうだ……。


  「このままじゃさ、平行線だからさ、ずばっとどっちが強いか決めてよ」


  　いくみは痺しびれを切らしたのか、ふたりの会話をさえぎり、間に入る。


  「強いとかまた雑な……」


  　味方のはずのいくみからのクレームに戸惑う梨乃。


  「このままじゃ平行線なんだよ。へーこーせんっ」


  　いくみは両腕をぴんと伸ばし平行線を表現しているが、わりと台形だ……。台形はともかく、このまま議論を続けても、ふたりがわかり合うことは一生ないのは間違いない。


  「ねえ、ねえ。オカルトの人。なんかやってよ。それで梨乃が見破ったら梨乃の勝ち、見破れなかったらオカルトの人の勝ちでいいじゃん」


  　いくみはすごく雑なルールをプレゼンする。


  「私は望むところだが、どうせ信じていない人にはなどと……」


  「それで構わないと思うのです。どうせなら、梨乃さんを直接被験者とするのがいいと思うのです」


  「なにをするというのだ」


  　まさか真理が勝負の土ど俵ひように乗ってくるとは思っていなかったのだろう、梨乃がわずかに動どう揺ようしている。


  「催さい眠みん術じゆつなどいいかと思っているのです。私が梨乃さんを催眠術にかけます」


  「なかなか卑ひ怯きようなところを……。催眠術は医療行為として始められた技術。科学的とはいえないが完全なオカルトとも判断できない。まあ私には通用しないが……」


  　催眠術か。黒魔術などの思いっきりのオカルトに比べれば信しん憑ぴよう性せいがある気もする。それでもそんなすぐに催眠術にかけられるものなのだろうか。


  「いいね。いいね。梨乃に催眠術かけて裸はだかでグラウンドを走り回らせてよ！」


  「いくみさん。梨乃さんが退学になってしまいますよ、でも大丈夫ですかね。真理さん、催眠術って危なくないですか？」


  　ふみが心配そうな表情で言う。


  「催さい眠みん術じゆつは危険なものではないのです。覚かく醒せい法ほうをしっかりと行おこなえば、催眠後に催眠状態が残ることもないと思うのです」


  「それで、勝負のルールはどうするのだ？　結局、催眠にかかった、かからないでもめて玉虫色の決着となるのを狙ねらっているのでは？」


  「では私が梨り乃のさんのどんな秘密でも聞きだしてみせるのです。もしできなかったら、美術部のクレームをすべて受け入れるだろうと思われるのです」


  「それ、いいじゃん。じゃあ、じゃあ、じゃあ、梨乃の好きな人、聞きだしてよ！　できる？　できる？」


  　いくみは大はしゃぎだ。興奮のあまりその場で小さく飛び跳ねている。


  「もちろん。可能なのです」


  「できるって！　じゃあ梨乃が好きな人を教えてくれたら、真ま理りの勝ち、言わなかったら梨乃の勝ち。オッケー？」


  「絶対に言わないし……、そもそも好きな人など……私には……その」


  　梨乃はなにかもにょもにょと言いわけをしているが、いくみの耳には届いていない。


  「じゃあ決定ねっ、どうしたらいい？　梨乃はどこに置いとけばいいの？」


  　梨乃が催眠術にかからなければこっちの勝ちってことなのだが、いくみはむしろ梨乃に催眠術にかかってほしいのだろう。すっかり真理サイドの人間になってしまっている。


  「梨乃さんにはここに座ってもらうのです」


  　真理が部室の隅すみに置かれたひとり掛けのソファーを指さす。深い茶色のレザーでアンティーク調のデザイン。いかにもこのオカルトっぽいデザインだ。


  「無駄だとは思うがやってみるだけやってみるがいい」


  　梨乃は臆おくすることなくソファーへと身を投げ出す。


  「催眠術はかかりやすいタイプとそうではないタイプがいるのです。猜さい疑ぎ心しんが強いタイプは暗示にかかりにくいのです。まずは身体からだを催眠術を受け入れる状態へと準備する必要があると思うのです」


  　真理はそう言うと、梨乃に準備運動のようなものをレクチャーし始める。両手の拳こぶしをまっすぐ上へと突き上げさせ、しばらくその体勢を維持し、一気に脱力させる。それを何度か繰り返す。


  「ぷっ、梨乃、準備体操も下へ手た？」


  　いくみがからかうように、運動神経ゼロの梨乃は、手を突き上げて脱力するだけの準備運動もぎこちない。なんだか操あやつり人形のように誰かが糸で遠えん隔かく操そう作さしているみたいだ。勝ち気なクセに準備運動もうまくできないのは、なんともかわいくもあるんだけど……。


  「私に対して猜疑心があるのは理解しているのです。でもせめてリラックスしてほしいと思っているのです。催眠術とは古くはメスメルが動物磁気の概がい念ねんを使用して行った治療法で、医療行為だったのです。もともとは梨り乃のさんが好きな理系の技術なのです」


  「ふふ、早くも失敗したときの言いわけではないか。理系の技術ならばかかりにくい人とかかりやすい人などと、言いわけなしでやってもらいたいものだ」


  　真ま理りはそんな梨乃の憎まれ口を意に介する様子もない。ポケットから水晶のついたペンダントを取り出すと、梨乃の目の前に掲かかげる。チェーンの部分をつままれたペンダントがかすかに揺ゆれる。梨乃の目の前をゆっくりと往復する水晶。


  　どうやら振り子として使うようだ。ゆっくりゆっくりと振り子の振り幅が大きくなる。


  「これから五つ数えるのです。私が数を数え終わると、あなたは深い眠りに落ちているのです。リラックスして、とても気持ちのいい眠りに入るのです」


  「ふふふ。これはまたずいぶんと古典的な手法ではないか。二十一世紀にこんな手にかかる人間がいるとは思えないのだが、くっくくく」


  　梨乃は笑いをこらえきれず、思わず噴き出してしまう。たしかに目の前で振り子をふらふらさせて、「眠くなーる」はあまりにも古典的だ。しかし真理は笑われてもまったく気にすることなく梨乃の鼻の先で振り子をゆらゆらと揺らし続ける。


  「五……、四……」


  「くっくく……くぅ……くぅ」


  「梨乃さん。寝ちゃってませんか！」


  「はやっ！　四で寝たぞ！」


  　ふみといくみが驚きの声を上げる。たしかに寝ているように見える。梨乃の頭部は重力に負けてソファーの背もたれの中でかっくりと傾く。顔にかかる長い髪。なんとも心地よさそうな寝顔だ。


  「ふふふ、こんな古典的な手法……くぅ……勝った……むにゃむにゃ」


  　なんだか楽しい光景が脳内に浮かんでいるようで、くすくすと笑い続けている。幸せそうな笑え顔がお。どうやら催さい眠みん術じゆつが一切通用せずに大勝利という夢を見ているようだけど……残念ながらそれは夢だ。


  「こんなに催眠術にかかりやすいタイプの人は初めてなのです。かけた私自身が戸惑うほどなのです」


  　真理は振り子を揺らしながら、誰に言うでもなくつぶやく。梨乃の頭脳とはまったく関係なく、非常に催眠術にかかりやすい体質だったらしい……。


  「なんとも心地よくて、うきうきと楽しい気分になってくるのです。そう。ここではどんな夢でも叶かなうのです。あなたの心の奥に秘めていた願望が叶います」


  「願望、ふふっ、ふふふふ……。うずうず……。すごいじゃないか。そんなことできたんだね。まさか私を乗せて空が飛べるなんて、力持ちだったんだな」


  　どうやらうずうずに乗って空を飛んでいる夢を見ているらしいが……。


  「梨り乃のがうずらに乗って空を飛んでいるぞ」


  「意外と子どもっぽい夢を持ってたんですね」


  　いくみとふみがひそひそとささやきあう。


  「私はうずらで空を飛びたくないなあ」


  「どこに座っているんでしょうね。すごく不安定ですよね」


  　ふたりに夢をダメ出しされているとも知らずに、梨乃は普段では見ることのできない、なんとも晴れやかな表情を浮かべている。


  「おお、うずうず。数が増えたじゃないか。単たん細さい胞ぼう生物のように分裂できたんだね。そんな特技まであったとは、すごいぞ……。ああ、もふもふだ。うずうずに囲まれてもふもふもふもふ……最高だ。最高ではないか……。うずうず、これくれるのか？　モンブランじゃないか。あの赤あか松まつといったお店の……ありがとう。買ってきてくれたんだね」


  「うずらがモンブラン買ってきたぞ！　赤松、あの店、うずらにケーキ売るの？」


  「まあ、あくまで梨乃の夢の世界だから」


  　それにしても子どもっぽい。まさか梨乃の心の奥底にこんな子どもっぽい面があるなんて……。


  　でもこんなにうれしそうな顔して。どれだけ楽しいのか。ちょっと羨うらやましい。


  「ねえ。楽しくさせる以外にもできないの？」
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  　いくみが真ま理りに耳打ちする。


  「もちろんできるのです。悲しい気持ちにしてみましょうか」


  　真理はそっと梨り乃のの太ももに手を触れ、ささやきかける。


  「楽しい時間は過ぎるのは早いものです。せっかくの楽園が荒らされます。災さい厄やくがあなたの楽園へと近づいています。ゆっくりと、しかし確実に災わざわいが接近してくるのです」


  　梨乃の表情が一変する。さっきまでの晴れやかな顔が噓うそのように苦く悶もんしている。


  「ううっ……」


  「そう。あなたの楽園に災いが訪れました。楽園が破壊されてしまいます」


  「ああっ……、やめて。やめてくれっ。うずうずを食べるんじゃない、いくみ」


  「なんで災いが私なのさ！　うずら食べないしっ！」


  「いくみ、やめてくれっ……せっかくのモンブランを燃やさないでくれ」


  「うずらは食べて、モンブランは燃やしちゃうのかっ！　おかしいでしょ夢の中の私！　梨乃、起きろ！」


  　催さい眠みん中ちゆうの梨乃に躍おどりかかろうとするいくみ。僕はあわてて、いくみを羽は交がい絞めにする。


  「夢だから、落ち着いて！」


  「だってっ！　モンブラン焼かないもんっ！　梨乃は私のことをそんなふうに見てたってことでしょ！」


  「それは梨乃だってわかってるって、夢の中でそうなっただけで」


  「そうですよ。単なる夢です」


  　ふみもいくみをなんとかなだめようとするが、


  「いえ、単なる夢ではありません。梨乃さんの深層心理が夢のかたちをとって表われているのです。これが梨乃さんにとっては現実以上にリアルなのです」


  　真理は平然といくみの傷に塩をすり込むような発言をする。


  「やっぱり！　私のこと嫌いだったんだな！　私のことをうずらを食べる怪獣だと思ってたんだな。それならば……、焼いてやる。モンブランを焼いてやる！」


  「いくみさん。落ち着いてください。モンブランを焼いたところでなんの解決にもなりませんよ。そんなことより本題です。梨乃さんが催眠術にかかってしまったいま、我々は劣れつ勢せいに立たされているんですよ」


  　ふみの言うとおり、梨乃がいくみをどう思っているかを知るための催眠術ではない。梨乃の秘密……好きな人を告白させることができるかどうかが大事なのだ。


  「ではそろそろ本番といくのです。梨乃さんの好きな人を告白させてみせるのです」


  「どうやるの？」


  　いくみが興味深そうに尋ねる。


  「心の一番深いところへとアクセスするのです。梨乃さんの心の壁をすべて取り払って、眠っていた素直な心を呼び覚ますのです」


  　真ま理りはそう言いながら梨り乃のの前でぱちんと大きく指を鳴らす。


  「梨乃さん……あなたはさらに深い、深い催さい眠みん状態に入るのです。あなたはいますごくリラックスできています。すべての殻からを脱ぎ捨ててありのままの自分になることができるのです」


  　真理は振り子を振り続け、梨乃がさらに深い催眠状態に入ることを促す。


  「ふふふ……うふぅ……」


  　目を閉じたまま楽しそうにくすくすと笑い続ける梨乃。ソファーの中で身体からだを左右に振ってまるで楽しい音楽を聴いているかのようだ。


  「そう。もっともっと素直になるのです。純粋な心の深いところに眠っていた衝しよう動どうに素直に従うのです。それはとても気分のいいことなのです」


  　真理の言葉が耳に届いたのか、梨乃はソファーの中で脚をぱたぱたとさせ始める。まるではしゃいでいる子どものようだ。


  「……梨乃、大丈夫？」


  　いくみが梨乃のはしゃぎっぷりを心配して耳元で話しかけたときだった。


  「いくみぃ～」


  　梨乃は目を開けると、ソファーから半身を起こし、いくみの手をぎゅっとつかむ。


  「なにするのさっ」


  　あわてていくみが下がろうとするが、梨乃は手を離そうとしない。


  「いくみ～私のこと好きか？」


  「どうかな……」


  　いくみは自分を災さい厄やくとされたせいかちょっと口ごもる。


  「嫌いなのか？　いくみ、私のこと嫌いなの？」


  　すがるような目でいくみを見つめる梨乃。


  「そんなことないよ。好きだよ」


  「じゃあうずうずも食べない？」


  「一回も食べてないよっ！」


  「よかったぁ。ならば……なでなでしてくれ」


  　梨乃は甘えた顔でいくみをじっと見る。


  「なでなで……こう？」


  　いくみが頭をそっと撫なでると梨乃はなんともうれしそうな表情を浮かべた。


  「いい子だって言ってくれ」


  「……いい子だね。いい子、いい子」


  「梨乃さんの心の奥底には甘えん坊の子どもの心が眠っていたのだと思われるのです」


  　真理が解説するとおり、梨乃はすっかり小さな子どものようにいくみに甘えている。


  　まさか梨り乃のにこんな一面があるなんて……。普段は人を寄せ付けないような、凜りんとした雰ふん囲い気きの梨乃がまるで猫のように甘えている。


  　次にその甘えん坊の矛ほこ先さきが向かったのはふみだった。


  　催さい眠みん術じゆつのせいかおぼつかない足取りでふみのもとへと歩き出すと、その胸に飛び込む。


  「ふみ～、私はいい子かな」


  「ええ、いい子だと思いますよ」


  「よかった。じゃあ膝ひざ枕まくらしてくれないか」


  　頭を撫なでてもらったあとは膝枕か……すっかり甘えん坊の子どもになってしまっている。


  　膝枕はまだかといわんばかりに、じっとふみの顔を見つめ続ける梨乃。


  「わ、わかりました」


  　この謎なぞの甘えん坊圧力に負けたのか、ふみは戸惑いながらも、床ゆかに女の子座りをする。


  　待ちかねたとばかりにふみの太ももの上に梨乃が飛び込む。


  「いい膝枕だ」


  　梨乃が気持ちよさそうに太ももに頰ほおずりしながらうれしそうに言う。


  「ちょっと、あんまりすりすりしないでください。スカートが……」


  　めくれ上がりそうなスカートを押さえながら恥ずかしそうに頰を赤らめるふみ。


  　梨乃に言われるまでもなくよさそうな膝枕だ。適度にむっちりして、弾力がありそうで……。さらに梨乃の姿勢からの視界を考えたら……。僕もいますぐ催眠術にかけられるべきなのではないか、そう思えてくる。


  「お話しして、なにかお話聞かせてよ」


  　梨乃はふみの膝の上から今度はお話をせがみ始めた。


  「お話ですか」


  「いい子にしてたからお話ししてよ」


  「昔、昔あるところにお爺じいさんとお婆ばあさんがいました。お爺さんは山へ柴しば刈かりに、お婆さんは川へ洗濯にいきました。お婆さんが川で洗濯していると川上から大きなモモがどんぶらこどんぶらこと……」


  「果樹園から流れてきたのかな。それとも自じ生せいしているヤマモモなのかな」


  「それはどっちでもいいです」


  「どっちでもよくない。ヤマモモとモモは見た目もぜんぜん違うし、モモはバラ科だしヤマモモはヤマモモ科だ。ねえねえどっち、もしかしてスモモ？」


  　甘えん坊モードでも梨乃の根っこの部分は変わっていないようだ。


  「普通のモモです。とにかくモモを持って帰って割ると中から赤ちゃんが出てきたのです」


  「誰が入れたの？」


  「入れたのではなくて、モモの内部で誕生したのです」


  「ねえねえ、モモの果実の中で育ってるってことはモモシンクイガの幼虫なんじゃないかな？」


  「蛾がではありません」


  「そうかな。ぜったいシンクイガだよ。被害が拡大する前に水に浸しん漬しするか地中に埋めたほうがよくないかな？　成長したらほかのモモを食い荒らすよ」


  「桃もも太た郎ろうはモモを食い荒らしたりしませんっ！」


  「シンクイガだよ。お婆ばあさんが見つけたのシンクイガだって。ねえ、ねえ」


  「…………モモを割ると中から出てきたのはモモにつく害虫、シンクイガでした」


  　ふみは折れた。梨り乃ののしつこさに、桃太郎は出現せずに蛾の幼虫が入っていたことになった。


  　自分の意見が通ったことを確認すると、満足げな笑みを浮かべる梨乃。


  「お婆さんはシンクイガの幼虫を大切に育てると、すくすく大きくなり、立派な成虫の蛾になり、あたり一帯のモモ畑を荒らしました。めでたしめでたし」


  「めでたし？」


  「あたりのモモ畑は鬼が農場主だったのです。鬼は経済的に破は綻たんしました」


  　とんでもなく強引なお話だ……。鬼がモモ畑をやってるだけだから退治するのは明らかに過か剰じよう防ぼう衛えいだと思われるが……。


  　とにかく梨乃はふみのお話となでなでを堪たん能のうしてご満まん悦えつの様子。これだけ満足させれば、甘えん坊モードから正気に戻ってくれても……。


  　梨乃がじっとこっちを見ている。次のターゲットは僕なのか……。


  「赤あか松まつぅ……」


  　梨乃はふみの膝ひざ枕まくらから抜け出すと、こっちへと歩き始める。催さい眠みん術じゆつのせいか梨乃の足取りはふらふらとおぼつかない。


  　案の定つまずいて転びそうになる。


  「危ないよ」


  　梨乃の肩を抱きとめる。梨乃の顔が近い。いつもと違って目に力がない。どこか眠たげで官能的な目。


  「赤松……。抱っこしてくれ」


  「抱っこ!?」


  「私のこと嫌いなのか？　抱っこしてくれないのか？」


  　梨乃の表情がみるみる曇る。目が潤うるみ、いまにも泣き出しそうだ。


  「そんなことないけど……」


  　もちろん嫌いなわけないけど。いいのか、しかもみんなが見ている前で……。しかし梨乃は抱っこしてくれないのかと、不安そうに僕の顔を覗のぞき込んでいる。


  「赤松っ、早く抱っこしてあげないと、梨乃が泣いちゃうぞ。泣いたらめんどくさいぞ」


  　いくみのヤツ、気軽に言ってくれる。いいのか……。本人が要求してるからいいんだよな。


  　意を決して梨り乃のの腰にそっと手を回して、抱きしめる。


  　ほのかに伝わる梨乃のぬくもり。


  「……違う」


  　僕の腕の中で梨乃が不満げに言う。


  「そうではない……」


  　梨乃はそう言いながら僕に胡坐あぐらをかかせて、その胡坐の中にちょこんと座る。


  　これはお父さんとテレビを一緒に見るときのスタイル！


  「そう、これなのだ」


  　梨乃は僕の胡坐の中で満足げな笑みを浮かべる。


  　手を回すと背中から梨乃の身体からだを抱きしめている形になる。これは……前から抱きしめるよりさらに密着度が高くて……。より一層のイチャイチャ度が……。


  　催さい眠みん術じゆつ。すばらしいじゃないか。


  　しかしすばらしい時間はすぐに終わりを迎える。


  　真ま理りが、僕をソファー代わりにリラックスする梨乃の正面に回る。


  　真理はもう一度振り子を揺ゆらして梨乃に語りかける。


  「さあ、梨乃さん。すっかりあなたの精神は解き放たれ、素直な状態になりました。さあ教えてください。あなたの好きな人を」


  「……みんな好きだぞ」


  「そうではありません……あなたが好意を持っている男性を教えてほしいのです」


  　さらに激しく振り子が揺れる。


  「……いやっ」


  「なぜです！　さあ教えるのです」


  「………………いやっ」


  　その後も真理は好きな人を聞きだそうと何度も梨乃に尋ねるが、梨乃は「いやっ」を繰り返し、口を割ることはなかった。


  「これだけ意識を解放しても、それでも拒絶するなんて……もしかしてこの人は、恐ろしいほど恋愛が苦手なのでは」


  　これまで感情を表に出してこなかった真理が、初めて驚きの表情を浮かべる。


  　まさにそのとおり。梨乃は恋愛の話が超がつくほど苦手。自分の口から自分の好きな人を告げるなど死んでもお断ことわりなのだ。


  「私の負けです。こんなに催眠術にかかりやすい人も初めてですが、こんなに恋愛が苦手な人も初めてだと思うのです」


  　真理はそう言うと、振り子にしていた水晶のペンダントをテーブルに置く。


  「やったっ。梨乃の勝ちだ。好きな人、聞きたかったけどっ。これで絵え美みが仲間になったぞっ！　もう安心だ！」


  　いくみが自分が勝ったかのように飛び跳ね、ガッツポーズをしてみせる。自分はほとんどなんにもしていないのによくあそこまで喜べるもんだ。


  「梨り乃の、終わったよ」


  　僕は背中越しに梨乃に終了を告げる。


  「いやっ……だって、ここで教えたら……本人に聞こえちゃうではないか」


  　梨乃はそう小声でつぶやいた。


  　本人……。ここには僕しか男性は……。そんな……もしかして。いまの発言をどう解釈していいのかわからない。


  　しかし梨乃の声が聞こえたのは僕だけのようだ。ふみといくみは勝利の喜びにひたり、真ま理りは落らく胆たんしている。


  　僕だけが聞いた言葉。これはどういうことなのか真理に詳しく聞いてみたいが、あの発言が告白だとしたら、勝負は負けになってしまう。


  　どうやら僕の胸のなかだけに収めておくしかないようだ。


  　これにて催さい眠みん術じゆつは終了。


  　真理の指示に従って、梨乃は手足を伸ばし、屈くつ伸しん運動をしている。真理のいうところの催眠からすっきり目覚めるための覚かく醒せい法ほうらしい。


  　驚いたことに梨乃には甘えん坊モードになったときの記憶がまったくなかった。


  　どうやら自分のなかでは眠ってしまったものの、それほど乱れずに催眠術を退しりぞけたと思い込んでいるようだ。


  　ということは当然、あの最後の発言も記憶にないわけで……。本人も覚えてなくて聞いたのは僕だけ。僕もしっかり聞いたわけではないし……。


  　そうなると僕の幻げん聴ちようのような気がしてきた。いや、いまあれこれ考えるのはよそう。


  　いつか催眠術なしでもそんな話ができるように、もっと梨乃と仲良くなればいいのだ。


  　いまはそれで十分……。


  【回　答】


  



  　はげしい闘いの末、なんとかオカルト研究会の真ま理りを説得することに成功しました。


  　真理は催さい眠みん術じゆつの相当の遣い手。逆に対オカルトの最終兵器と目もくされていた梨り乃のは催眠術にものすごくかかりやすい体質でピンチの連続でしたが、最後は梨乃の意思の強さが勝まさり、今後は美術部の環境を優先して研究会の活動を行おこなうと約束させることができました。


  　ということで、僕たちの文化祭の出し物の製作協力、よろしくお願いします！


  



  



  ◎最後にお悩み相談コーナー一同から────────────────


  　メッセージ


  「これで絵え美みが仲間になったぞっ！　もう安心だ！」


  【おまけの相談】


  



  　部活で柔道をやっているのですが、試合のたびに「こいつには勝てるな」的な舐なめられ方をされてしまいます。最近では後輩もそんな態度をとるようになってきました。どうしてなんでしょうか？　皆さんはどんな選手が来たら勝てると思いますか？


  
    （カマタ）

  


  ＊Rino's Answer＊


  



  試合中でもメガネをかけている。


  


  


  ＊Fumi's Answer＊


  



  柔道着を袖そでが余っちゃう感じで着こなしている。


  


  


  ＊Ikumi's Answer＊


  



  もう帯しかつけてない。


  【相　談５「友人を励はげましたい」】


  
    小お野の 恭きよう輔すけ

  


  



  　小学生のころからの親友が、親の離婚で苦しい思いをしています。


  　いままでさんざんお世話になったのでなにか恩返しがしたいです。


  　どんなことをすれば親友は心が安らぐのでしょうか。


  Answer's
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  梨乃：心を安らげるにはトリプトファンを含む食べ物が有効、


  何気なくヒマワリの種を口に入れてあげるのだ。
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  ふみ：気持ちを伝えるなら文章で。励はげましのお手紙、励ましの詩、


  励ましの俳句、励ましの怪文書、自分の得意なスタイルで


  書いてみましょう。
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  いくみ：なんか深い言葉を言っちゃえばいいじゃない。


  ぶわっと深いのを。
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  絵美：「強く生きていこうぜ」のメッセージを込めて、踊る。


  「言葉にならない想おもい、それを形にするのがアート」


  　絵え美みがぽつりぽつりと自分に言い聞かせるように話し始める。


  「言葉じゃなく、形じゃなく、色でもなく、音でもない、魂たましいを伝える、そうしたらいいの」


  　絵美の話し方は断片的で、すべてを理解することはできないが、なにか深いところがありそうで考えさせられてしまう。


  　一番動物的な思考回路を持ついくみでさえも黙り込んでいる。じっと絵美の顔を見つめながら、難しい顔をしている。


  「深い、深いねえ。やっぱり絵美と私はいっつも深いこと言ってるよねえ。……ところでなんで絵美が相談に乗ってるの？」


  　いくみは難しいことを考えているのではなかった。単に絵美がこの場にいることが気になっているだけだった。


  「先ほど、赤あか松まつさんから説明があったではないですか。絵美さんは文化祭のお手伝いをするために、まず現場を見てイマジネーションをつかみたいとのことで、このコーナーに参加しているのですよ」


  　ふみが僕の説明をもう一度いくみに繰り返してくれる。


  　そうなのだ。なんでも絵美は自分の体験したこと、自分の肌はだで感じたことしか表現できないとのことで、とりあえず一度お悩み相談コーナーに参加してもらうことになったのだった。


  　実際に参加してみてインスピレーションを得られれば一気にデザインに取りかかれるはず……。本人によるとそういうことらしい。


  「なるほど。聞いてなかった！」


  　いくみは胸を張って堂々と宣言する。


  「違うの。深いこと考えてたから。私って芸術とか、わかってる感じの深い人じゃん。人類やら平和だの、それ系のこと考えてたの」


  　人類やら平和って……なんだか深いこと考えてたわりには雑な答えなんだか……。


  　どうやら絵え美みに、勘違いでなんだか深い考えの人と思われたのがよっぽどうれしかったのか、まだ深い考えの人を演じているらしい。今回の回答もちっともいくみらしくない。


  　まあそれはさておき、相談だ。落ち込んでいる友人をいかに励はげますか……。たしかにこれくらい重い事態だと、ただ「頑張れよ」とか「気にするなよ」と言葉をかけてもそう簡単に立ち直れるものではないだろう。


  「結局は感情とは脳のホルモンバランスに左右される。それをコントロールすることこそ、感情をコントロールするということなのだ」


  　梨り乃のが自信ありげに持論を語り始め、議論の火ひ蓋ぶたが切って落とされる。たしかに感情も肉体の作用のひとつなんだろうけど、そう簡単にコントロールできるものなのだろうか……。


  「またまたぁ、梨乃は催さい眠みん術じゆつにかかって、コントロールできなくなったくせに」


  　さっそく梨乃にとって痛いところをついたのはいくみだった。催眠術にかかった梨乃を思い出したのか、何度も噴き出しそうになっては、両手で自みずからの口元を押さえている。


  「体質なのだからしかたあるまい！　まさか自分があんなに催眠術にかかりやすいとは思わなかったのだっ！　それにそこまでたいしたことにはなってないはずだ。結局、勝負は私が勝ったのだから」


  「まさか梨乃が本当はあんなに……まあいいけど」


  　いくみはまだニヤニヤしながら言う。


  「とにかくどんな方法でもいいから、脳内ホルモンのバランスを整えてやればいいのだ。それで解決なのだ」


  　梨乃がその話はもうするなといわんばかりに強制的に話を戻す。


  「私はそうは思いません。ただ落ち込んでいることから回復するんじゃなくて、自分はあなたのことを考えてるよ。あなたのことを気にしているよってことを伝えるのも目的のひとつだと思うんです」


  　ふみが梨乃の意見に反論する。


  「ヒマワリの種でも伝わる」


  「急にヒマワリの種を渡されたりしたら、リスだと思われてるんじゃないかと不安になります」


  　梨乃はしつこくヒマワリの種を推おすが……、


  「トリプトファンが豊富に含まれているのだからしかたがないではないか」


  「やっぱり文章で伝えるのが一番です。お手紙を書くんです。いまは苦しいだろうけど頑張ろうね。なにかできることがあったら教えてねって」


  「その手紙にヒマワリの種を同封すれば、なおいい」


  「だからリスからの手紙なのかなと思われちゃいますって！」


  「元気になるのであればリスでもいいではないか」


  　ふみと梨り乃のはいつのまにかリス論争になってしまっている。そんなふたりの会話をやれやれといわんばかりの表情でいくみが見ている。


  「ダメ、ダメふたりとも。考えが浅いよ。もっと深いとこいかなきゃ」


  　完全に上から目線。まるでふたりの師し匠しようにでもなったかのような言げん動どうだ。


  「じゃあ、どうしたらいいんですか？」


  　ふみが少しむっとした様子で言う。


  「やっぱり名言だよ。昔の偉い人の名言がさらっと出たりしないと」


  　いくみにはまったく似合わないセリフ。いくみの口からさらっと名言が出たことなんか一度もないんだが……。むしろ駄菓子がさらっと入っていくところしか見てない。


  「いくみさん。絵え美みさんの前だからといって、あまり見栄を張らないほうがいいのではないでしょうか」


  　ふみが、いつもとあまりにも違ういくみの言動を見かねて不安そうに言う。


  「しーっ！　なんでそんなこと言うのさっ！　バレたらどうするの」


  　いくみが絵美の様子をちらちら見ながらあせった様子で言う。


  「だって、いくみさんって……」


  「こちょこちょこちょこちょ」


  　いくみは獲物を狙ねらうイタチザメのような俊しゆん敏びんな動きでふみに飛びつくと、すばやくバックをとってわき腹をくすぐる。


  「ちょっと、いくみさんっ、深い人は……そんな手で人の言うことを……はうぅ、もし本当に気持ちがあれば無理しなくても伝わるはず……あふっ！」


  　ふみはなんとかいくみの手から逃のがれようとするが、運動能力では勝負にならない。ぐったりするまでくすぐり続けられる。


  　姑こ息そく！　非常に姑息だ。深い言動をするようにと発言した人間のやることとは思えない。


  「そ、それでしたら……相談者の方に深い言葉を……プレゼントすれば……いいではないですか……」


  　ふみが息も絶たえ絶だえになりながら言う。


  　いくみの指に蹂じゆう躙りんされつくした身体からだをいまだに起こすことができず、畳の上に横たわったまま、乱れた髪を直す力さえ残されていない。


  「もちろんそうするよ」


  　いくみはこれ見よがしにえへんと咳せき払ばらいしてみせる。実力行こう使しで言げん論ろんを封じた人間とは思えない。しかしそんなことは気にもせずに、いくみは相談者に贈る名言とやらを発表する。


  「泣いたっていいじゃない。たかしくんがバカ、バカって言ってきたんだもの」


  　……名言なのか？　僕の感覚だとまったく名言ではないんだけど。


  「それは誰の言葉なのだ？」


  　梨り乃のもどう判断していいのかわからないようで、複雑な表情をしている。


  「じゅんいちだよ。梨乃は理系の勉強ばっかりしてるから」


  　じゅんいち？　誰なんだ……。


  　梨乃もふみに、


  「知っているか？」


  　と尋ねるが、小さく首を横に振る。ふみもそんな人は知らないようだ。


  「しかたないな。これだよ。これ」


  　いくみはカバンのなかから、一冊の本を取り出す。


  『じゅんいち名言集　著／じゅんいち』


  　出版しているのは地じ獄ごく谷だに文庫……。猛烈にあやしい名前だ。


  　いくみから本を借りるとぱらぱらと内容を読んでみる。


  



  　──スカートめくりしてもいいじゃない。だってゆきひこくんもやってたんだもの。


  
    じゅんいち

  


  



  　──おやつをいっぱい食べると夜ごはん食べれなくてお母さんにおこられるなあ。お母さんはこわいんだよなあ。


  
    じゅんいち

  


  



  　──夜におしっこにいかないとおねしょするんだよなあ。でも夜はおばけがでるからおしっこいけないんだよなあ。


  
    じゅんいち

  


  



  　──はしゃぎすぎで怒られてもいいじゃない。だってこのベッド、ちょーびよんびよんするんだもの。びよんびよーん。


  
    じゅんいち

  


  



  　──人生とはたかしとの戦いだなあ。たかしはいっつもつねってくるし、泣かそうとしてくるんだなあ。だからクリスマスにたかしをうつけんじゅうをおねがいしたのにサンタさんはくれなかったんだよなあ。サンタはけんじゅう持ってるってお兄ちゃんいってたのに。


  
    じゅんいち

  


  



  　──じゅんいちのばーか。なにへんなの書いてんの？　じゅんいちのとーちゃんはげちゃびよんびよーん。じゅんいちのお母さんは一八〇センチオーバー。


  
    たかし

  


  



  「いくみさん。この人はただの小学生なのではないでしょうか？」


  　ふみの言うとおり、これはどう考えても喋しやべり方がみつをっぽいだけの小学生だ。


  　いったいどこでこんな本を入手できたんだ……。


  「本当に？　やっぱり小学生？　騙だまされたっ。ちゃんと本屋さんで買うんだった」


  「いったいどこで手に入れたんですか？」


  「駄菓子屋さんでポッキー買ったら、お店のおばちゃんがくれたの……。お菓子買ったら本買うお金がなくなっちゃって」


  　いくみはそう言うとがっくりうなだれる。お菓子買ってお金使っちゃうって、いくみの行動レベル的にはぴったりではあるが……。


  「できたっ」


  　絵え美みが突然大きな声で完成を宣言する。なんだかずっと黙っていたと思ったら、突然なんなんだ……？


  「これを相談者にプレゼントする。捗はかどるの」


  　絵美は持参していたスケッチブックから画用紙を一枚切り取ると、誇らしげに掲かかげる。


  　議論に参加せずに勝手に絵を描かいていたようだ。


  　そこに描えがかれていたのは、先ほどのくすぐられてぐったりしていたふみだった。


  　乱れた髪と、ぎりぎりまでめくれ上がったスカート。観念したかのように目を閉じたふみの表情。官能的で生々しいタッチ、さきほど見た光景なのだが、よりいっそう艶なまめかしさが強調されている。


  　そして絵の余白に一文が添えられている。


  



  　──夜におしっこにいかないとおねしょするんだよなあ。でも夜はおばけがでるからおしっこいけないんだよなあ。
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  「これではまるで私がトイレにいくのを我慢して寝ているみたいじゃないですかっ！」


  　ふみは顔を真っ赤かにしてその絵を取り上げようとする。


  「なぜ怒ってるの？　上じよう手ずに描かいたのに」


  　むしろ不思議そうな顔をする絵え美み。どうやら喜んでくれると思っていたようだ。


  「こんな恥ずかしい絵をプレゼントなんて絶対イヤですっ！」


  「うまく描けてるのに……ヌードじゃないから？」


  「ヌードだったら、もっと怒りますっ！」


  　ふみはどうにか絵を取り上げようとしているが、手が届く寸前で絵美はいくみにパス。


  　いくみは部室の中を駆かけ回ってふみから逃げ回っている。


  　カオスだ。梨り乃の、ふみ、いくみの三人だけでも大混乱だったのに、絵美が加わって、ますます混乱に拍はく車しやがかかってしまった。


  「じゃあ、絵と文章で励はげましのメッセージを作ってみては？　ってことでいいかな」


  　これ以上混乱すると、本当に収拾がつかなくなると判断して、僕はとりあえずいまの状況をまとめる。


  「ヒマワリの種も添えるべきっ！」


  　……梨乃はまだヒマワリの種にこだわっていた。


  「じゃあ、絵と文章とヒマワリの種で」


  「なぜ!?　梨乃さん、種をつけようとしすぎですっ」


  「カツオの切り身でも可なのだ」


  「絵と文とカツオの切り身ってなんですかっ」


  「よしっ、じゅんいち名言集もつけちゃおうっ！」


  「いらないですって」


  　収まったかと思いきやまたしても大混乱……。いつもにもまして酷ひどい。


  　どうにかして収集をつけないと……。僕は本来仕切り役で意見を言う立場ではないんだけど……。こうなってしまってはしかたない。僕はいつもより大きめのボリュームで話を切り出す。


  「あのちょっと聞いてくれるかな。友達を心配している相談なんだから、僕たちもお互いのことを尊重し合おうよ。自分の意見ばっかり言うんじゃなくてさ。おかげで大混乱になっちゃってるじゃん。もっと相手のことを思いやろうよ。相談者を見習ってさ」


  　あんなに騒々しかった部室がしんと静まり返る。


  　ちょっと口く調ちようが強すぎたか……。そんなお説教するつもりでもなかったんだけど……。もっといい議論になればと思っただけで……。


  「それだっ」


  　沈黙を破ってそう言ったのは絵え美みだった。


  　絵美は急に興奮した様子でペンを握ると、夢中になってスケッチブックに向かい始める。


  どうやら僕の言葉からインスピレーションを得たようだ。


  　──相手を思いやる。


  　自分で言っててちょっと気恥ずかしかったけど、絵美の心に響くものがあったのならよかった……。


  「ようやくわかったの。テーマは大混乱！　人生はカオスなのっ」


  　心に引っかかったのは、そこかよ！


  　せっかくいいこと言ったと思ってた自分が恥ずかしいわ！


  　しかしそんな僕の胸中など知ることなく、絵美は興奮した様子でペンを走らせ続ける。


  　僕の意図とはまったく違いはしたものの、とにかくこれで文化祭への準備は一歩前進したのだった。


  【回　答】


  



  　ご両親の離婚。さぞお友達も苦しんでいることと思います。どうすればお友達の気分が明るくなるか僕たちなりに考えてみました。


  　気分を明るくすることに有効な食品をとるようにさせる。気持ちを手紙で伝える。イラストなど形に残るもので表現する。名言集から気持ちに合った言葉を探してプレゼントする。いろいろな意見が出ました。


  　でも一番大切なことは、お友達にあなたが心配しているという気持ちを伝えることだと思います。自分のことを心配している友達の存在。それこそがなにより心強いのではないでしょうか。


  



  



  ◎最後にお悩み相談コーナー一同から────────────────


  　メッセージ


  「本当に気持ちがあれば無理しなくても伝わるはず」


  【おまけの相談】


  



  　近くによく行くコンビニがあるのですが、どうも僕にだけ接客態度が悪い気がします。


  　なにか僕の行動がイラつかせてしまっているようなのですが。当然、僕にはそんなつもりはありません。もし皆さんがコンビニの店員だとしたらどんな客が来たらイライラしますか？


  
    （マイケル菅すが原わら）

  


  ＊Rino's Answer＊


  



  手にした商品はすべてバーコードが読み取れなくなる、


  光の波長を捻ねじ曲げる客。

  


  ＊Fumi's Answer＊


  



  すでに防犯用のカラーボールでべとべとになっている。

  


  ＊Ikumi's Answer＊


  



  リリーフカーでやって来る。

  


  ＊Emi's Answer＊


  



  人相がフルフェイスのヘルメットそっくりのお客さん。


  【相　談６「遠距離恋愛についての悩み」】


  
    館たて戸と 陽よう子こ

  


  　友達が遠距離恋愛で悩んでいるようです。


  　しかし、恋愛経験のない私はうまいアドバイスが思い浮かびません。


  　私はどうしたらいいでしょうか？


  Answer's
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  梨乃：距離は重要。だが電子機器の発展により距離は埋められる。


  スカイプやメッセンジャーを利用するべき。
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  ふみ：距離は重要ですが工夫次第だと思います。
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  いくみ：サッカーに置き換えて考えよう！


  味方との距離が遠いときは背の高い人にロングボールを出す。


  　永久に続くんじゃないかと思われた夏の暑さが噓うそのように、涼しさを通り越して、どこか肌はだ寒ざむさすら感じるようになった秋の夕暮れ。


  　部室の窓からかすかに差し込む日差しは柔らかで、鈍どん感かんな僕でさえもどこか人恋しくなるような寂しさを感じる。


  「赤あか松まつ」


  　梨り乃のが僕を呼ぶ。


  　梨乃の顔がすぐ近くにある。少し動けば唇くちびると唇がくっついてしまいそうな距離だ。


  　部室の畳の前で向かい合って座るふたり。


  　何気なく畳の上についた手が梨乃の指先に触れる。


  「あっごめん」


  　梨乃が問題ないと首を振るとそれに合わせて長い黒髪が揺ゆれる。


  　シャンプーのにおいだろうか……。なんだかいい香りがする。


  　もどかしそうな、なにか訴えかけているような表情。小ぶりでかわいらしい唇が動く。


  「狭い……」


  　梨乃が言うとおり、そもそもさして広くなかった部室は極端に狭くなっていた。


  「本当に狭いですね……」


  　僕の隣に座っているふみも苦笑いしながら言う。


  　ふみとの距離もすごく近い。ちょっと動いただけで肩と肩がぶつかってしまうような距離だ。


  　元々ごちゃごちゃしていた部室だが、そこに文化祭準備のための材料が大量に運び込まれ、ほとんどのスペースを占せん拠きよしてしまっていた。僕たちを囲むように立てかけられたベニヤ板、アクリル製のパネル、発泡スチロール。大量のペンキなどの塗料、布、のこぎり、金かな槌づち……。


  　四方を壁とパネルに挟まれて、部室の中に一畳ほどのさらに小さな部屋を作り、そこに押し込まれているような状況。そしてパネルの向こうは絵え美みの作業用スペースになっていて僕たちの立ち入りは禁止されている。


  「こんなんじゃ、相談もなにも考えれないじゃんっ！」


  　いくみにいたっては、発泡スチロールのブロックとアクリルパネルのわずかな隙すき間まに挟まっている。海外のニュースでたまに見る、ビルの隙間に挟まってレスキュー隊に救出される子どものような状態だ。


  「窓を開けましょう。空気がこもって窒ちつ息そくしてしまいそうです」


  　僕はふみに言われて窓に手を伸ばすが、


  「やめてっ。勝手に環境を変えるんじゃないっ！　気が散るのっ！」


  　絵美の厳しい声が飛ぶ。絵え筆ふでを持った絵美は普段とはまるで別人のような豹ひよう変へん振りを見せる。なにがきっかけなのか、十五分に一回くらいのペースで絶叫する。まるで間かん欠けつ泉せんだ。


  「うぉおおおおおっ！　いいぞっ！　調子が出てきたぞ、この野や郎ろう、私は天才だぁ！　邪魔するヤツは皆殺しじゃあ！　カドミウムイエローを耳の穴に注入し、彫刻刀の平丸でこめかみを削るっ！」


  　たまに謎なぞの叫び声を上げつつ、長い髪を振り乱しながら、一いつ心しん不ふ乱らんに絵筆を動かし続ける。とても邪魔できる雰ふん囲い気きではない。窓を開けようものなら、なにをされるかわからない。


  「とりあえず、相談に答えてもらおうかな」


  　窓はあきらめて、相談に戻る。遠距離恋愛の相談だ。


  「こんな距離で遠距離の話などしたくないのだが。我々が原げん子し核かくなら核融ゆう合ごうを起こしているところだぞ」


  　梨り乃のは不満を僕の目の前で言う。


  「まあまあ、いまだけですから、我慢しましょうよ」


  　ふみが梨乃をなだめるが、そう言いつつもふみも息苦しそうだ。


  「ふみはどう？　遠距離恋愛」


  　僕はまだ余裕がありそうなふみから話を振ってみる。


  「そうですね、やっぱり、せっかくつきあうことになったら、なるべくいつも一緒にいたいですよねえ」


  「一緒にいて、なにしたい？」


  　いくみが隙間から発言する。


  「そうですねえ。やっぱり『はい、あーん』ってしたいですねえ」


  　ふみは少し恥ずかしそうに答える。


  「えー、したいかな。ふみ、ちょっと変態？」


  「変態じゃないですよ。むしろ純心な乙おと女めの想おもいじゃないですか」


  「いまどき『あーん』ってねえ」


  　いくみはくすくすと笑いながら梨り乃のに同意を求めるが、


  「……………まあ、その悪くはないんじゃないかな」


  　顔を真っ赤かにしながらうつむく梨乃。


  「梨乃までっ！」


  「あくまで、悪くないと思っただけだ。ふみのように積極的に行おこないたい変態ではないっ」


  「ですから、変態じゃないですっ！」


  「じゃあさ、私にあーんしてよ」


  　いくみが言う。


  「なんで私がいくみさんに……」


  「だって私は挟まってるんだよ。お菓子食べられないんだよ」


  　いくみの前後はぴったりと資材で埋められている。たしかにお菓子を食べるにはスペースがなさそうだ。


  「しかたないですね。このプリッツでいいですか」


  　いくみのカバンの隣に置き去りにされていたプリッツを一本取ると、ふみはそれをいくみの口元へと差し出す。


  「あーん」


  　いくみは口だけを小動物のように器用に動かしてプリッツを食べてしまう。


  「おお、あーんで食べるとおいしいね。いつもよりプリッツがプリッとしてる」


  「プリッツはプリッとしてないですよ」


  「とにかく、なんか自分で食べるよりおいしいのっ。遠距離だとあーんできないねえ。これは厳しいね」


  「つまりは遠距離でもいちゃいちゃする方法を考えればいいんですよ」


  　ふみが解決するための的まとを絞しぼってくれる。たしかにそんな方法があれば、遠距離でも問題なさそうだけど……。


  「遠距離のコミュニケーション手段としてもっとも一般的なのは電話になるのだろうな」


  　梨乃がつぶやく。


  「電話でいちゃいちゃするかぁ。よしやってみよう。ふみぃ電話とって」


  　どうやらいくみは実際に電話でいちゃいちゃすることを試してみるらしいが……。


  　ふみにカバンの中から携帯電話を取ってもらうと、発泡スチロールとパネルの壁に挟まれながら、悪あく戦せん苦く闘とうしつつ電話を操作している。


  　…………僕の携帯電話がブルブルと震えている。いくみ、僕にかけたのか。


  「はい。もしもし」


  　僕は視界にはっきりといくみをとらえつつ電話に出る。


  「勇ゆう樹きぃ。私だよぉ～。元気にしてたぁ？」


  　いくみはさっそく甘えた声を出している。恋人という設定だからか僕を名前で呼んで。よくもまあ、この状態で照れもせずにそんな声が出せるものだ。


  「うん。元気にしてた。いくみはどう？」


  「私も元気だよぉ。ちょうど勇樹のこと考えながら、編み物してたんだよ」


  　……編み物なんか絶対できないくせに。イチャイチャする女の子は編み物ができると、いくみのなかでは決まってるんだろうか。


  「本当に？　もしかして挟まってたんじゃない？」


  「挟まってなんかないよ。勇樹のいじわるっ！」


  　思いっきり挟まってるくせに、かわいい声を出しやがって。しかしいくみのヤツ、案外、噓うそが上じよう手ずだ。もし目の前にいなかったら、この声の持ち主が発泡スチロールに挟まれているとはとても想像できない。


  「勇樹は？　勇樹こそ挟まってるとこに電話しちゃった？」


  [image: ]


  「僕は挟まってないよ。いくみは驚くほど狭いスペースに挟まってるんじゃないかな」


  「もう勇ゆう樹き、ちょっと。いくらつきあってるからって女子に挟まってるかどうかしつこく聞いちゃダメだよっ。女の子のひ・み・つ」


  　女の子の秘密だったのか。正直初耳だ。


  　まあ、秘密にされても、一目瞭然なんだけど。


  「そんなことより、勇樹は私のこと愛してる？」


  　なんて直球の質問なんだ。さすがにイチャイチャのフリだとしても、恥ずかしくて、口に出せない。


  「まあ、なんというか……うん……」


  　なんとか肯定的な答えともとれる返事をしたのだが、いくみは納得がいかないようで、


  「なにその答え。ひどーい。愛してないの？　愛してる？　ねえ、ねえ？」


  　いくみはなおも同じ質問を繰り返す。しつこい。真横にふみ、目の前に梨り乃のがいる状態で、この質問は正直きついんだけど……。


  「言って、愛してるよ、いくみって」


  「……あ、あ、愛してるよ。いくみ」


  　僕はそう言いながらも思わず、梨乃の表情を探ってしまう。梨乃も話の流れを知ってるわけで、これが芝しば居いなことも……。


  　ぷいっと横を向かれてしまった……。


  「本当に？　愛してる？　私が南極にいるからって、浮気してない？」


  　南極にいる設定なんだ……。遠距離にもほどがあるだろ。っていうか携帯の電波入るのかよ。


  「もちろんしてないよ」


  「本当に？　梨乃とこっそりチューして、ふみのおっぱいもんだりしてない？」


  「なんで私がもまれるだけなのですか！」


  　思わずふみが怒りの声を上げる。


  「あれっ、なにか聞こえたよ。勇樹、浮気してるの？」


  　自分が変なこと言ったからふみにツッコまれただけなのに……。なんだかいくみの演技は妙に真に迫せまっている。


  「そんなことないよ。テレビの音じゃないかな」


  「テレビ？　じゃあテレビでいまなにやってる？」


  　なんだか本格的に浮気を疑われている人になってきてしまった。


  「……こ、国会中継をやってるよ」


  「じゃあ、音を聞かせてよ。電話をテレビに向けて」


  　どうしたらいいんだ。当然、部室にはテレビはないし、国会中継もやっていないだろう。本当に浮気している人が追い詰められている感じだ。


  　どうすればいいのかわからないまま僕は電話を耳元から離す。


  「うおおおおおぉ、いいぞぉ、情熱がほとばしってきたよぉおおお！　爆発だっ！　もっと爆発してしまえ！　やあああああっ！」


  　僕の電話に飛び込んできたのは絵え美みの声だった。


  「本当だね。首相の声だ」


  　どんな首相だよ。「爆発してしまえ！」って叫んでたんだけど。


  「でも、なんで国会中継なんて見てるの？　勇ゆう樹き、政治に興味あったっけ？」


  「まあ、多少は……」


  「本当に？　なんだか急に趣味が変わるのってあやしい……」


  　まだ疑うか……。いくみと本当につきあったとしたら、おもいっきり束縛されそうだ。


  「だから、浮気はしてないって」


  「浮気してなくても、変な人とつるんでない？」


  「うおおお……爆発だああああ、いいぞぉ。大爆発だぁあああああっ！　燃やしつくすぞお」


  「……勇樹のことだから大丈夫だと思うけど」


  　大丈夫じゃないだろう。とんでもない叫び声が漏もれ聞こえてる状況なんだけど。


  　なんだか話がよくわからない方向に進んでしまったので、僕はいくみとの電話を終了する。


  　イチャイチャどころかなぜか浮気の詮せん索さくをされてしまった。


  「どうでしたか、実際にやってみて？」


  　ふみが電話をいくみから受け取りながら尋ねる。


  「なんかね、すっごい浮気されてるか不安になるよ」


  「相手が赤あか松まつだからではないか？」


  　梨り乃のがなんだかいじわるそうな視線を僕に向けながら言う。


  「なんで僕だからなんだよ。僕は浮気しないタイプだよ」


  「どうだか……」


  　なんで梨乃はこんなにつっかかってくるんだ……どうも釈然としない。


  「とにかくお互いに浮気の疑いを持たないことが大切なんですかね？」


  　ふみがこの経けい緯いをまとめようとするが……。誰も結論が出せないようだ。


  「ぶっちゃけ恋愛経験がないのは私たちもおんなじだからね。電話だけ試してみても、わかんないよ」


  　いくみは自分がやろうって言ったくせに、無責任な発言をする。


  　しかし、実際の恋愛経験なしに遠距離恋愛についてのアドバイスをすることに、無理があるのはたしかなことだ。


  「彩あや香かさんならいいアドバイスができますかね」


  　ふみがそう言ったときだった。


  「おおっ、なんだか混み合ってるね！」


  　ここからは見えないが部室の扉とびらが勢いよく開けられる音、そして彩あや香かの声が聞こえる。


  「誰だあああ！　勝手に入ってくるのはああああ、邪魔するなあああ」


  「うわっ。あぶなっ」


  「天才ののおお爆発のぉぉ邪魔をするなあ。ビリジアンのチューブをくらえ」


  　なんだかベニヤ板の向こうでどたばたともみ合う音がする。


  　ついに絵え美みのほとばしる情熱が暴走してしまったか……。


  　あわてて目の前をふさぐ資材をどけると、絵美の製作スペースへと向かう。


  　彩香が怪け我がでもしていなければいいが……。


  「すみません……その、絵に、夢中で」


  　絵え筆ふでを放した絵美はすっかりいつもの気弱な女の子へと戻っていた。


  　なぜか顔に絵の具のビリジアンがべっとりとついている。


  「大丈夫、大丈夫、ちょっとびっくりしただけ」


  　彩香はちっとも気にしていないといった様子で笑え顔がおを見せる。


  「なんだかすごい音がしたけど」


  「襲おそいかかられたものの、びっくりするくらいへっぴり腰でものすごいスローモーだったから大丈夫」


  　どうやら、絵美が暴走してもそれほど危険性はないようだ。


  「彩香さんちょうどいいときに来てくれました。ちょっと質問が」


  「悪いけど、あとにしてくれない。みんなに知らせなきゃいけないことがあるの」


  　ふみの言葉を途中でさえぎる彩香。その表情はさっきまでと違い真剣そのものだ。彩香は自分の気持ちを落ち着かせるかのように、一度大きく深呼吸して言葉を続ける。


  「第二新聞部の文化祭への参加申しん請せいが却きやつ下かされたの」


  「えーっ！　なんで」


  　いくみが大声を上げるのも無理はない。そもそも部活動が文化祭に参加するのに審査があること自体、聞いたことがなかった。


  「部活が文化祭に参加するときには参加申請の用紙に計画を書いて、文化祭の執行委員会である生徒会に提出する必要があるの……」


  　彩香はことの成り行きを説明し始める。


  　提出された参加申請書は生徒会によって審査され、問題なければ参加の許可が下りるということになっているが、学校の文化祭に部が参加することは当然なので、基本的にはよっぽどのむちゃを計画しない限りは許可が下りるらしい。教室の振り分けの監理および、書類の整理のために提出しているようなものらしい。


  　当然、第二新聞部も形式どおりに記入して、申請書を提出したらしいのだが。なんと申請が却下されてしまったのだ。


  「明らかな、嫌がらせね。生徒会長の」


  　彩あや香かは憎々しげに言う。


  「そんな、まさか。もしかしたら、記入漏もれがあったとか……」


  　ふみは生徒会長が嫌がらせをするとは信じられないようだ。


  「ありえない。記入漏れがあれば、そう伝えられるだけだもの。だって今回、審査に落ちたのは私たちと、生きた豚を生いけ贄にえにして悪魔を召しよう喚かんしようとしたオカルト研究会だけだよ。明らかにおかしいでしょ！」


  　彩香はたまっていた怒りを爆発させるように畳をどんっと拳こぶしで叩たたく。


  　たしかに僕たちの企画は大がかりにはなりそうなものの、危険なものではないし、公こう序じよ良りよう俗ぞくに反するものでもない。却下されるのはおかしい。一番おかしいのは悪魔を召喚しようとしているオカルト研究会だけど……。


  「なにか嫌がらせを受ける理由でもあるんですか？」


  　ふみが不安そうに彩香に尋ねる。


  「それがある」


  　彩香はきっぱりと断言する。


  「私たちが嫌がらせを受ける理由、それはここが第二新聞部であることとかかわりがあるの。あれはあなたたちが入学する前のこと。まだ新聞部はひとつしかなくて、私は浅あさ野のが部長をつとめる新聞部の部員だった。そのころの私の狙ねらいはただひとつ、生徒会長白しら河かわ香か織おりによる生徒会予算の不正流用」


  　そんな大それたことをやろうとしていたのか……。生徒会長は理事長の孫娘、そんなことを探ったらなにをされるかわからない。


  「私は何人かの証言者にも接触してあとは記事にするだけというレベルまで迫せまっていた。もう一歩のところまで迫ったんだ。でも白河香織に私の記事がバレて……」


  　彩香はついさっき起こったことのように悔くやしそうな表情を浮かべる。


  「圧力がかかると浅野はあっというまに掌てのひらを返した。私をすぐに退部にし、そして記事のデータを消去してしまった。それでもあきらめ切れずに、私は第二新聞部をつくったってわけ、だから勇ゆう樹き以外の部員は名前だけ貸してくれてる幽霊部員なの。それでも生徒会長に睨にらまれる可能性があるわけだから感謝してるけどね」


  「そんなことがあったのか。勇気あるねえ、彩香さん」


  　いくみは感心した様子でうんうんとうなずく。


  「まあね。不正流用事件を追っていた以外にも、生徒会長の体育館シューズに画が鋲びようを入れた疑惑とか、生徒会長が一番不細工に撮れた写真を学校の掲示板に貼はってまわった疑惑とかあるけどね」


  「疑惑って……やったの？」


  　いくみの質問に彩あや香かは首を縦にも横にも振らなかった。


  「あくまで疑惑は疑惑。それに付け加えるなら、最初に体育館シューズに画鋲を入れてきたのは向こうだし、変な顔は教えたくなるくらい変な顔だったの」


  　彩香……疑惑と言いながら明らかにやっている人の言げん動どうだ。しかも最後のくだりは言いわけにすらなっていない。


  「ちなみに私はあきらめてないからね。あの女の独どく裁さいに諾だく々だくと従うなんてまっぴらごめんなのよ。絶対に不正を暴あばいてみせる！　そして必ず、生徒会長の座から引きずり下ろしてみせる。そのための第二新聞部、そのためのお悩み相談コーナーなんだから。この程度の妨害でくじけてなんかいられないのよ！　私は徹底的に闘う。こんな嫌がらせなんかに負けない。文化祭にはきっちり出れるようにするから」


  　彩香はみんなを鼓こ舞ぶするかのように立ち上がり、そう宣言した。


  　力のこもった大演説。その圧力にみんなも呆ぼう然ぜんとして返す言葉が出てこない……。


  　しかし梨り乃のだけは違っていた。


  「……そのためのお悩み相談コーナーというのは？」


  　そういえばそうだ。お悩み相談コーナーになんの関係があるんだ？


  「それは……」


  　ちょっとしまったという顔をする彩香。


  「まあいいか。まだ計画を話す段階じゃないと思うし、急にこんなこと言われても困ると思うんだけど、このお悩み相談コーナーの最終目標は次の生徒会役員の育成なの。私があの横おう暴ぼう極まりない生徒会を打倒した暁あかつきにはあなたたちがそのポストについてほしいと思っている」


  　人生相談を通じ回答者たちの人じん望ぼうを高め、支持者を徐々に増やしていく。それが徐々に現生徒会を打倒する勢力へと育っていく。それが彩香の胸に秘めていた野望だった。


  　生徒会のポストは会長、副会長、書記、監査の五つ。だから回答者の数がまだ足りていないと言っていたのか……。


  「だから勇ゆう樹き、おまえにはもっともっともっとしっかりしてもらわなければ困るの。なにせ次の生徒会長なんだから」


  　彩香は頼んだぞといわんばかりに、僕の背中をばしんと叩たたく。


  　………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………生徒会長、僕なのかよっ！


  「ちょっと、待ってよ」


  　僕は自分がそんな役職を担になうなどと一度も考えたことがなかったし、なりたいと思ったこともなかったし、そもそもそんな目立つポジションに立つようなキャラではないんですけど！


  「独どく裁さいかつワンマンな現生徒会長を追い落とすには、その正反対のような調整型の勇ゆう樹きがふさわしい。私はそう思っている」


  「そんな勝手な！」


  「もちろん勝手に決まっている。だがこれも大たい義ぎのためだ。勇樹、大義のために立ち上がるんだ！　それこそがおまえに与えられた使命なのだ！」


  　彩あや香かの言葉にますます力が入る。もはや問もん答どう無む用よう。僕がイヤだからやりたくないではすまされないような勢い。


  「でもみんなもそんなつもりで回答者をやってるわけじゃないし、ねえ？」


  　僕はまず間違いなく断ことわるだろうと思われる梨り乃のに話を振る。


  「もちろん私はそんなことに興味などない。しかし赤あか松まつを生徒会長にするのはおもしろそうな実験ではあると思う」


  「おもしろくないし、それは人体実験だから。ふみは？　ふみも興味ないよね」


  「そうですね、いまのところは……ただし、いまの生徒会長が本当にそんなに悪い人なら、話は別です。誰かが不正を正さないといけません」


  　ふみは元々学級委員長的な真ま面じ目めさがあるからな、危あやうい。これは彩香に説得されれば副会長くらいなら引き受けちゃいそうだ。


  　ならばいくみに……。


  「澄んだ空を眺めて誓う～！」


  　コガネンのテーマソングを歌い始めてしまっている。ダメだ。この人は僕をコガネンの中の人として見ている。下へ手たなことを言うと、正義の味方には生徒会長がふさわしいみたいな話で一発でそっちに傾いてしまいそうだ。


  「まあ、それは将来の夢ってことだし、いま結論出さなくってもいいよ。みんなはいままでどおりお悩み相談コーナーを頑張ってくれればそれでいいの」


  　彩香の表情が急に穏やかになる。


  　どうやらいますぐの説得は無理だと判断したようだ。


  　時間をかけてひとりひとり説得していくつもりなのかもしれないが……。


  　僕にだって、意思はある。仮に生徒会へのステップとしてつくられたお悩み相談コーナーだとしても回数を重ねて、愛着も湧わいているし、自分なりの人間関係をつくってきたのだ。


  　彩香のお悩み相談コーナーではない。僕のお悩み相談コーナーだ。そして僕のハーレムだ。


  　僕のやり方でやらせてもらう。


  　僕は彩香に釘くぎを刺すべく、そう宣言するつもりだった。


  「私も正式な回答者にしてくださいっ！」


  　僕のセリフは絵え美みの叫び声によってかき消されてしまった。


  　絵美の顔は紅こう潮ちようして、身体からだは小刻みに震えている。


  　どうやら感動に打ち震えているらしいが……。


  「この計画はまさに革命なの。レボリューション。それは私のテーマ。初めて出会った。同じ魂たましいを持つ者に。……一緒に革命を」


  「ちょっと待って。私が初めてじゃないのっ！」


  　さっきまで初代同じ魂を持つ者だったいくみが猛然と抗議する。


  「間違えたの……。いくみさんは……その……元気な人です」


  「せっかく名言集まで覚えたのに！」


  　深い考えを持ってる人に見せようとしていたのに、どうやら早くもバレてしまったようだ。


  　そもそも芸術に理解を示すタイプでもないのに無理するからだ。


  「彩あや香かさん。どうか私を……」


  「わかった。とりあえず芸術系の回答者の見習いってことで。よろしくね」


  　彩香は絵え美みとがっちりと握手する。


  「はい。私、絵のことしかわからないけど。頑張る。革命のために」


  　さっそく僕の意思に反してひとり回答者が増えてしまった！


  「問題ないよね、勇ゆう樹き？」


  「あ、もちろん……」


  　しかも流れで承しよう諾だくしてしまった。


  　もちろん絵美が加わることはイヤではないので、別段反対するつもりもなかったんだが。


  　それはそれとしてこれからは僕は僕の意思で動く。僕は彩香の操あやつり人形ではないのだ！


  「いっぱい喋しやべったら、喉のど渇いた。勇樹、ジュース買ってくる気ない？」


  　僕は彩香の操り人形ではない！　そう心の中で叫びながら、僕はジュースを買いに出かけるのであった。


  【回　答】


  



  　残念ながら僕たちも恋愛経験に関してはまったくゼロなメンバーです。


  　しかしせっかくいただいた相談。どうにかして答えなければいけません。そこでなんとかアドバイスができるように遠距離恋愛のシミュレーションをしてみました。


  　今回はその結果をお伝えします。


  　やはり遠距離恋愛の最大の障害は距離。これはどうしようもありませんので、コミュニケーションは電話が中心になってくると思います。いかに電話だけでイチャイチャできるか。電話の問題点はなんなのか。テストしたところ浮気が心配になるという結果になりました。


  　お互いに浮気の心配をさせない関係づくりがポイントかと思います。


  



  



  ◎最後にお悩み相談コーナー一同から────────────────


  　メッセージ


  「いくらつきあってるからって女子に挟まってるかどうかしつこく聞いちゃダメだよっ」


  【おまけの相談】


  



  　どうもＤＡＩＣＨＩダイチだ。


  　バンドは解散したものの結局音楽がやりたくなって、最近は路上ライブをやっている。


  　しかしどうもお客さんの反応が鈍にぶい。っていうか客がひとりかふたりとかだ。それは別に気にしてないんだが、いつもライブ終わりに言っていた「こんなに大勢の人が集まってくれてオレ幸せだぜ。みんな愛してるぜ！　ありがとう！」を叫ぶと笑われてしまう。なにせひとりだから。客がひとりのときのかっこいいライブの締め方を考えてくれ。


  
    （ＤＡＩＣＨＩ）

  


  ＊Rino's Answer＊


  



  街灯に集まるヤママユガたちも含めてみんな愛してるぜ！


  ありがとう！

  


  ＊Fumi's Answer＊


  



  たくさんの軍人さんたち！


  オレには見えてるぜ。ありがとう！

  


  ＊Ikumi's Answer＊


  



  実は今日きようは左ひだり拳こぶしを骨折したままプレイしてたんだぜ。


  折れてなかったら五人は呼べたぜ！　ありがとう！

  


  ＊Emi's Answer＊


  



  俺おれは死後評価されるタイプなのだぜ。


  耳切り落とすのだぜ！


  【相　談７「かっこよくなりたい」】


  
    藤ふじ草くさ 芳ほう花か

  


  



  　かっこよくなりたいのですが、顔が顔なのでどうすることもできません。


  　おまけに内気なので人と話しにくいです。


  　どうすればかっこよく見られますか？


  Answer's
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  梨乃：見た目じゃない。知性を身につけるべき。


  知性がにじみ出ている顔は人を原げん子し間かん力りよくのように惹ひきつけるもの。
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  ふみ：見た目ではないです。ギャップがかっこよさを生むのです。


  普段気弱な人がいざというとき頼りになったりすると素敵です。
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  いくみ：見た目じゃないよ。いろいろあるけど、バック宙できると最強だよ。

  


  [image: ]


  絵美：見た目は関係ないの。自由な人がいい。


  地位にとらわれず、お金にとらわれず、


  服装にもとらわれず、全ぜん裸ら


  　前回の地獄のような狭さに比べれば部室には少しはゆとりができていた。文化祭に向けての作業がいったん中断になったために、絵え美みが作業用のスペースとして使っていた場所が空あいたのだ。そのスペースになんとか四人で収まると今回の相談について話し合うことにする。


  　全員、かっこよさとは見た目ではないことまでは一致しているが、その後の考え方がまるで違うようだ……。


  「知性とかギャップって言われても、どうやって練習したらいいのさ。そんなややこしいこと考えなくてもバック宙したら一発でかっこいいのに！」


  　まず議論の口火を切ったのはいくみだった。


  　一番とんでもない答えのくせに、真っ先に人の答えにダメ出しするとは……。


  「バック宙のどこが、かっこいいのだ？」


  　信じられないといった様子で小首をかしげる梨り乃の。どうやら本気でなにがいいのかわからない様子だ。


  「どこがって、バック宙がかっこよくなかったら、なにがかっこいいのさ。あとはマルセイユルーレットくらいしかないよ」


  　梨乃はいくみの言葉にただ小首を傾かしげるばかり。サッカーのフェイントの一種、マルセイユルーレットを知らないようだ。


  「いくみさん、バック宙はどのタイミングでするのですか？　バック宙がかっこいいとしても日常生活にはバック宙するタイミングがないと思うのですが」


  　ふみの質問に難しい顔をするいくみ。どうやら、バック宙のタイミングまでは考えていなかったようだ。


  「好きな女の子がこっち見たときに……さりげなく」


  「まず間違いなくただの馬ば鹿かな人と思われてしまいますよ」


  「好きな子が消しゴム落としたときにバック宙で取ってあげるとか……先生にあてられたときにバック宙するとか」


  「もしかして授業中の設定なんですか」


  　いくみももう少しマシな設定かシチュエーションがあったろうに……。たしかにバック宙はかっこいい一芸ではあるものの、披ひ露ろうしたときのわざとらしさが大問題だ。


  「じゃあ、ふみの言うギャップってなにさ。それはいつ出すテクなのさ」


  「それは、人によるんじゃないですかね。私が不良にからまれていて、普段気弱な青年が助けてくれたり、逆に無ぶ骨こつそうな人がバイオリンが上じよう手ずだったり」


  「それだって、不良が登場するの待ちじゃん。私と変わんないよ」


  「やはり私の知性がもっともさりげなく発揮できるのではないか」


  　梨り乃のが少し得意げに言う。


  「知性って、豆知識を披露したり、メガネかけたりとかでしょ。そんなにいいかな？」


  「それはいくみの知性が足りないからではないのか？　メガネかけたりなど、ただ目が悪いだけではないか」


  「じゃあ、どんなのが知性なのさ」


  「それは……話題が豊富だったり、ちょっとしたことでも何気なく詳しかったり、たとえばこの空あき缶を見ただけでも、『粉末になったアルミニウムは可か燃ねん性せいだね。粉ふん塵じん爆発を起こすこともあるんだよね』みたいな話がすっと出てくるとか」


  「変態じゃんっ！」


  「変態ではない！　知識が豊富な人だ」


  「そんなこと言う人はなにか爆発させようとたくらんでる変態に違いないよっ！」


  「違う！　さらっと知性がにじみ出る人だ。バック宙自慢こそ変態だ。なんとかルーレットもさぞ変態的な技なのだろう」


  　正直どっちも少々変態っぽくはあるが……。


  　しかしお互いに自分の好みを譲ゆずらない。


  　なおもお互いのかっこいいと思う人を変態、変態ではないとののしりあう。


  「かっこいいところを披露しようとする。その時点でかっこよくないの」


  　ふたりが変態論争に疲れを見せたころ。絵え美みがようやく発言する。


  「かっこよさは見せるものじゃないと思う。かっこよさは、生き方。かっこよさは、命が燃えるときに、放つ光のようなもの」


  　ぽつりぽつりとまるで詩を読むかのように絵え美みは語る。


  　ちょっと理解しきれないが、かっこよさをアピールしようとした時点ですでにかっこ悪いってことか……。


  　なんとなく一理あるような気もする。


  「うーん。生き方ですか。言っていることはわかるのですが、それでは相談者には解決のしようがない気が。結局どうしたらいいと思うんですか？」


  　ふみの問いかけに、絵美は迷うことなく答える。


  「鳥のように自由に生きるの。なにものにもとらわれず」


  「かすみ網あみは鳥を捕らえすぎるので日本では禁止になっているのだが。渡り鳥はちっとも自由でもないし」


  　梨り乃のがまた余計なことを言う。


  「イヤな人……。鳥のようにイヤな人」


  　どっちのたとえも鳥なのかよ。本当になに考えてるのかさっぱりわからない。


  　これでひと通りそれぞれの意見を聞いてはみたものの、やっぱりまとまらない。知性、バック宙、ギャップ、自由な生き方。それぞれかっこいいのはかっこいいと思うが。


  「全部やっちゃえば？　減るわけじゃないし」


  　いくみが投げやりな意見を言う。


  「でも全部やるとなると大変ですよ。たとえば……」


  



  「もう九時か……すっかり遅くなっちゃった」


  　智とも子こは腕時計を見て、ひとり小さくつぶやいた。


  　ひとり娘として過保護に育てられた家の門限は九時、これから電車に乗ることを考えれば三十分以上は門限をオーバーしてしまう。


  　──高校生なのに門限が九時なのがおかしいのよ。


  　智子はそう思いながらも駅への道を急ぐ。


  　このまま繁華街を抜けて大通りを道なりに進めば駅なのだが、裏道に入れば少しは近道できるかもしれない。そう思った智子は繁華街をそれて、駅へまっすぐに進むことができる小道へと脚を向けた。


  　車が通ることはできない、細い道。両わきにはいささか古びたアパートやビルが肩を寄せ合うかのように立ち並んでいる。


  　十月も末になると夜は冷える。そのせいか、それともこの雰ふん囲い気きのせいなのか、背筋にぞくぞくと寒けを感じながら道を進む。


  「ようお姉ちゃん、急いでる？」


  　突然背後から声が聞こえる。


  　智とも子こが反射的に振り向くと、声の主はいかにもガラの悪そうな風ふう体ていの男性だった。手にはウイスキーらしき酒さか瓶びんが握られている。


  「ちょっと、道を聞きたいんだけどいいかな？」


  　男はニヤニヤと友好的とは言いがたい笑え顔がおを浮かべながら、智子に近づいてくる。


  「あのさあ……ここなんだけど」


  　男がジャケットのポケットからなにか紙切れを取り出す。智子が確認しようと覗のぞき込んだときだった。強い力で腕がつかまれる。智子の身体からだが男の強い力で一気に引き寄せられる。


  「あんたといちゃいちゃできる場所ってどこかなぁ？　ここでもいいかあ」


  　引っかかったなといわんばかりのいやらしい笑み。智子は逃のがれようともがくが、ますます男の力は強くなる。


  「待てっ！　その子を離さないか！」


  　目の前の古アパートから飛び出してくるひとりの青年。その青年に智子は見覚えがあった。


  　同じクラスの藤ふじ草くさ芳ほう花かだ。普段はまったく目立たなくて地味な生徒、たしか部活は携帯のゴミ爪つま楊よう枝じで取り部だ。


  「うちのクラスの女の子に手を出すんじゃない」


  　藤草芳花は逃げようとする男の前に立ちふさがると軽かろやかにバック宙を決める。


  「てめえ、いいかっこしてんじゃねえぞ」


  　男が手にしていた酒瓶を振りかざすと藤草芳花に向かって突進していく。そのときだった。


  　バキューン！


  　乾いた銃声が鳴り響く。


  　藤草芳花の手に握られていたのは拳けん銃じゆうだった。


  「これはデザートイーグル・50ＡＥ。自動式拳銃のなかでは世界最高の威い力りよくを持つ弾だん薬やくを扱あつかえるシロモノさ。発射された弾丸の運動エネルギーはＡＫ‐47などに使用されている７・62㎜×39弾と同等の威力を誇っているんだよ」


  「そんなことより、なんで銃なんて……」


  「僕は自由なタイプなんだ。法律には縛られたくないんでね」


  　そう言うと藤草芳花は軽やかにバック宙を決めてみせる。


  「この人……」


  「ああ、大丈夫だよ。至し近きん距離から放たれたマグナム弾が左眉まゆ上三センチから頭ず蓋がいへと進入、前ぜん頭とう葉ようを貫かん通つうして、側そく頭とう部ぶに抜けている。ちゃんと死んだよ」


  　藤草芳花は、はっきりと断言すると軽やかにバック宙を決めてみせる。


  「そんな……なにも殺さなくても」


  　智子は目の前に広がる血の海に身震いしながらバック宙を決める。


  「僕は罪悪感からも自由なタイプなんだよ」


  　そう言う藤ふじ草くさ芳ほう花かはすでに全ぜん裸らだった。


  「本当に自由な人なのね」


  　智とも子こは藤草芳花が脱いだ服に火を放ちながら微笑ほほえむ。


  「そうさ。僕はなににもとらわれない。鳥のような思考回路の持ち主なのさ。今日きようのこともすぐ忘れるよ。じゃあまた明日あした学校で」


  　藤草芳花は軽く手を振ると繁華街の方角へと消えていってしまった。


  　翌日以降、藤草芳花が学校に現れることはなかった。


  



  「というような感じでなかなかうまくいかないと思うんです」


  「長いよっ！　このまま朝になるかと思ったよ」


  　僕はようやく話を終えたふみに満まんを持じしてツッコむ。


  「やっぱりですね。こういうときはかっこいい人にかっこいい秘ひ訣けつを聞いてみるのが一番だと思うんですよ」


  　ふみが言う。


  「かっこいい人って誰がいるのさ？」


  　いくみがふみにそう尋ねたときだった。


  「彩あや香かさん。彩香さん以外、考えられない、絶対」


  　ふみの答えを待たずに絵え美みが断言する。


  　どうやら絵美にとって、彩香は本当に憧あこがれの存在のようだ。


  「そうですね。彩香さんはかっこいいですね。性別は女性ですけど」


  　ふみもその考えに同意のようだ。


  　とりあえず、彩香ならアドバイスのひとつやふたつ出してくれるだろう。


  　僕は携帯電話を取り出し彩香へかけてみる。


  「あっ、勇ゆう樹き、ちょうどよかった。相談終わった？」


  　彩香の声は僕が電話をかけてくるのを待ち構えていたかのように弾はずんでいる。


  「いや、まさにそのことで話が」


  　僕はこれまでの議論の流れを手短に話すと、かっこよさについてなにかアドバイスしてくれないかと頼んでみる。


  「それなら。ちょうどいい。ちょっとこっち来てくれない？」


  　彩香は僕たちに中庭へ移動するように指示する。


  　なんだか妙に弾んだ声。むしろイヤな予感がする。


  



  「おっ、みんなそろってるね。じゃあ行こうか」


  　僕たちの姿を確認した彩あや香かはすぐに中庭から移動し始める。


  　どうやらここは集合場所にしかすぎないようだ。


  「どこに行くのです？」


  「現地集合しづらい場所」


  　ふみの問いに彩香があいまいに答えながら、向かった先は……。


  　生徒会室だった。


  「おやっ殴りこみ？」


  　いくみがむしろうれしそうに尋ねる。


  「そんな物ぶつ騒そうなことはしないけど。どうして文化祭参加の許可が下りないのか、もしかしたら会長の個人的な嫌がらせなんじゃないのか？　そこのところをしっかりとお話をうかがって、納得できるまで語り合いたいと思っているだけ」


  　そう言いながらも、彩香は廊下に設置してある消火器をしげしげと眺めている。


  「ちょっと、武器になりそうなもの探してない？」


  「いやだなあ。勘違いしないで、こんな硬いものの底の部分で眉み間けんを打ち据すえたら大変なことになるじゃないの。しないよ。そんなこと」


  　しないと言いながら、妙に具体的だ……。


  　僕は彩香が右手に消火器を装備しないように、さりげなく消火器と彩香の間に立つ。生徒会長の頭を消火器でかち割ったら、文化祭の参加どころか、退学処分になってしまう。


  「そんなことより、生徒会長と交渉するんでしょ。なにか戦略はあるの？」


  「ないっ！」


  　堂々ノープランを宣言する彩香。


  「己おのれの意思をはっきりと示す。そして一歩もひかない。不ふ退たい転てんの決意。それこそがすべてに勝まさる戦略！　それこそがかっこいいってことだと思うの」


  　きりりと結ばれた口、燃えるような瞳ひとみ。


  　まさに一歩もひかないという強い覚悟を感じさせる。


  「じゃあ、さっそくやってみますか」


  　彩香は僕たちの緊張をほぐすかのように小さく笑うと生徒会室のドアをノックする。


  



  　生徒会室はおよそ生徒が利用する部屋とは思えないほど豪ごう奢しやな作りだった。


  　床ゆかを覆おおうベルベットの絨じゆう毯たん。応接用のつやつやとした革張りのソファーセット。


  　壁には誰が描かいたものだろうか、この部屋の主ぬしである生徒会会長、白しら河かわ香か織おりの肖像画が立派そうな額に入って飾られている。


  　本物の香織の顔を見ることができたのは部屋に通されて十分ほどしてからだった。


  「基本的にはアポイントメントのない来客はお断ことわりしてるんですけど」


  　生徒会室のさらに奥にある生徒会長専用の執しつ務む室しつから現れた香か織おりは、僕たちを挑ちよう発はつするかのように生徒会長用の事務机に直接腰掛けると、これ見よがしに大きく脚を組んだ。


  　相手を品定めするような冷たい視線。肖像画に描えがかれた穏やかな笑え顔がおとはまるで印象が違う。


  　アイドルとしてデビューできそうなほどの美び貌ぼうを誇るだけに、逆にこんな目をされると本当にぞっとしてしまう。


  「なにがアポイントメントよ。なんで私たちが文化祭に出られないわけ？」


  　彩あや香かはそんな視線にたじろぐことはなかった。すべてを録音させてもらうと宣言して、ＩＣレコーダーをテーブルの上に置き、さっそく自分たちについての審査がいかに不当であるかをまくしたてる。


  「なるほど、申しん請せいが通らなくてお怒りの気持ちはわかるのですが、それは言いがかりというものですわ、彩香さん。我々はあくまで公平に、我が校の文化祭としてふさわしい出し物かどうかを審査したまでですわ」


  　香織は動どう揺ようするどころか、むしろ微笑を浮かべている。


  「私たちのどこがふさわしくないっていうのさ」


  　我慢しきれずいくみが食ってかかる。


  「第二新聞部が利用申請している視聴覚教室ですけど、カニ味み噌そ同好会も利用申請していて、審査の結果、残念ながらカニ味噌同好会が利用することになりましたわ」
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  「ウソだ。そんな部活ないでしょ！」


  「最近できたようですわ。文化祭ではカニ味み噌そで作った初はつ音ねミク像を展示するそうです」


  　いくみのウソ呼ばわりにも香か織おりは作り笑え顔がおを崩そうとしない。


  「第二希望、第三希望の教室も記入したはずなんだけど」


  　彩あや香かも頭にはきているようだが、まだいくみよりは冷静さを保っている。


  「それが残念ながら、第二希望の教室はポンチョ部による冠かん婚こん葬そう祭さいにも着られるポンチョの発表会、第三希望は小声部による小声朗読会が獲得しましたわ」


  「なんだよそれっ、嫌がらせじゃん！」


  　香織に飛びかろうとするいくみを僕は必死になって押さえる。


  　いくみを羽は交がい絞じめにしながらも、自分のなかにも怒りの感情が湧わき上がっているのを感じていた。どう考えてもそんな部活はない。おそらく僕たちの利用する教室を奪うためだけにつくったに違いない。あえて僕たちが負けたときに屈くつ辱じよく的てきな部活をつくり、生徒会のメンバーはそんなことをしながらニヤニヤしていたんだろうか。


  「この決定は変えられないの？　当日までにカニ味噌部員全員がカニアレルギーで廃部になったりとかないのかな？」


  　彩香はどうにか交渉の余地はないかと探っているようだが、


  「ありませんわ」


  「どうあっても？」


  「どうあっても。カニ味噌部が辞退したときは、インクカートリッジ部によるイカ墨を使ったインクカートリッジ展に使用権が移ります」


  　香織がぬけぬけと言ってのける。


  　いつもなら、速そく射しや砲ほうのような弁べん舌ぜつを誇る彩香。しかしこのときは様子が違った。じっとテーブルのへりを凝ぎよう視ししながら、考え込んでしまっている。やはり生徒会長の権力をこのようなかたちで使われてしまっては抵抗のしようがないのか……。


  　それでも彩香なら、完かん膚ぷなきまでに生徒会長を言い負かすだろうと、その姿を信じて、彩香の言葉を待つ。


  　彩香は長い沈黙のあと大きく一度息を吐くと、ようやく話し始める。


  「生徒会長。あなたと私には浅からぬ因いん縁ねんがあるのは理解している。自分の信念のもとにやったことだし、後こう悔かいもしていない。それで、私に対して風当たりが厳しいのもわかる。でも……この子たちは関係ないでしょ。私のかわいい後輩たちなんだ……。文化祭に参加させてもらえないかな。お願いだから……」


  　彩香はそう言うと、深々と頭を下げる。あの自信に満ちあふれて、自分を曲げることがない彩香が頭を下げるなんて。


  「それは無理ですわ。我が白しら河かわ家には使用人の部屋にスローガンが掲示されているのですが、その言葉をあなたにも送りますわ。『飲んだら乗るな、知っても言うな。余計な詮せん索さく、海の底へのパスポート』あなたもこの言葉を嚙かみ締めて、悔い改めることです」


  　なんて酷ひどいスローガンなんだ……。少なくとも絶対に就職したくない職場の環境だ。


  　香か織おりは頭を下げる彩あや香かの姿をさげすむような目で見下ろしていた。そして訪れた勝利の瞬間を嚙み締めるように高々と笑う。


  「頼むっ。いったん休戦ってことにしてほしい」


  　彩香はなおも頭を下げ続ける。


  「ダメですわ。私は相手の息の根を止めるまでやるタイプです。それに詫わびを入れるのであれば、古いにしえより日本に伝わる、正しいスタイルがあるんではないですか。たしかジャパニーズ・土下座・スタイルと言ったかしら……」


  「すれば……許可をくれるの？」


  「さあ？　ほんの少しだけ私の機嫌がよくなるかもしれませんね。もしかしたら第二、第三の謝罪が必要かもしれませんけど。ジャパニーズ・靴くつ舐なめ・スタイルも見てみたいですし」


  「わかった……」


  　彩香は席を立つと、床ゆかに両りよう膝ひざをつく。


  　その姿を眺めながら香織は侮ぶ蔑べつとサディスティックな感情が入りまじったような、なんとも嫌らしい笑みを浮かべている。


  「彩香、そんなことする必要ない」


  　僕は無む我が夢む中ちゆうで席を立つと、かばうように彩香と香織の間に立ちふさがっていた。


  「ちょっと邪魔しないでくれます？　私に逆らう愚おろかな女の末路が見られないでしょ」


  　香織はまるで虫を払うかのように、シッシッと手首を返して僕に退ひくようにうながす。


  「彩香を馬ば鹿かにするな……。これ以上、馬鹿にすると……」


  　声が震えている。恐怖からではない。怒りだ。怒りで声が震えている、


  「あら彩香の後輩の一年生くん。けなげじゃないの。でもね、私にたてついた人間はこの程度ですまされないの。文化祭に出たかったらほかの部に移い籍せきすれば。こんなのと一緒にいると高校生活楽しくないわよ」


  「ふざけるなっ！　いい加減にしろ！　それでも生徒会長なのか、僕はあんたが生徒会予算を着服してようがしていなかろうが、正直どうでもいい。だけど、彩香をこんな目にあわすんだったら……彩香は僕の家族みたいな……僕の大切な……それを……」


  　怒りで言葉がうまく出てこない。そもそも人を怒鳴りつけるなんて初めての経験だ……。


  　自分の胸のなかで湧わき起こるこの感情をどうしていいのか、自分でもわからなくなってしまっているのだ。


  　そんな僕の戸惑いを察してくれたのは絵え美みだった。そっと僕の袖そでを引っぱって合図すると、


  「これ……」


  　僕の手に消火器を持たせる。


  　持ってきちゃったのかよ！　これを探しておろおろしてたんじゃないよ！


  「ちょっとあなた、女性に暴力をふるうつもりなの？」


  　僕の手に真っ赤かな消火器が握られているのを見た香か織おりに、笑え顔がおはなかった。いくら権力者でも、さすがにここで暴れられたらひとたまりもない。


  「うちの赤あか松まつはねえ。普段はただの消火好きなんだけど、怒りが爆発すると、我を忘れて眉み間けんめがけて消火器を振り下ろしてしまう癖くせがあるんだよね。気をつけないと。会長」


  　彩あや香かはここぞとばかりに脅おどしをかけ始める。


  「あなた。私の顔に傷をつけたりしたら、どうなるかわかっているでしょうね。特別ガラの悪い高校に転校してもらうだけじゃなく、感じの悪い担任と副担任をつけてもらうわよ」


  「しませんよ、そんなこと。ただこれ以上嫌がらせをするなら僕は徹底的に闘いますよ。僕みたいなさえない生徒でも、踏みつけられたら闘うしかないですから」


  　僕は消火器を絵え美みに返すと、再びソファーに腰かける。


  　……よかった。なかなか自然なタイミングで座れた。


  「わかったわ。特別に条件を出してあげる」


  　消火器を手にした効果もあってか、香織は僕のことを、なにをするのかわからない不気味な人間と考えたようだ。


  「我が校ではね。いま不登校の生徒を減らすキャンペーンを行おこなっているの。あなたたち人生相談をしているんでしょ。それなら相談に乗って立ち直らせてほしい生徒がいるの。見事に立ち直らせてくれたら、白しら河かわ記念講堂の使用を許可するわ」


  　記念講堂、それはこの学校のなかでもとりわけ広いスペースで、文化祭では体育館と並んでメインステージとなる場所だ。


  「結局はあなたの役に立てってことなんですね。さすが会長、抜け目ない。それで誰の相談に乗ればいいんですか？」


  　香織が名前を挙げたのは三人。生徒会では通称ネガティブスリーと言われている、不登校予備軍らしい。


  「本当はネガティブ四し天てん王のうだったのに、ひとり退学しちゃって、微妙なネーミングになっちゃったんだけど。この三人を立ち直らせてあげて。裏で邪魔したりしないわよ。あなたたちから見たら私は悪あくの権ごん化げみたいな存在かもしれないけど、私もこの学校が我が家にふさわしいブランドイメージを保ってくれないと困るしね。じゃあ頑張ってね」


  



  　僕は生徒会室を出ると大きく息を吐き出す。緊張から一気に解放されたら、なんだかどっと疲れてしまった。


  「いやあ、交渉成功だね。うまくいってよかったねっ」


  　いくみも疲れたのか、うーんと大きく伸びをしながら言う。


  「なんか危ない人にされちゃったけど」


  「あのまま、本当に眉間に消火器を打ち据すえてやればよかったのだ」


  　梨り乃のも腹に据すえかねるものがあったのか、物ぶつ騒そうなことを言い始める。


  　条件付きではあるが、なんとか文化祭への道が開かれてきた。そのことがみんなの気持ちを明るくさせたのか、みんないつもよりさらに饒じよう舌ぜつだ。


  　あーでもないこうでもないと文化祭の構想を語り合ったり、どんなネガティブな三人が待ち受けているのか予想し合いながら部室へと戻る。


  　まあこの四人が回答者ならなんとかなるんじゃないだろうか。根拠はないが、なんだかそんな気がする。あとはネガティブスリーとやらのお悩みを聞いてあげれば……。


  　しまった。今回の相談のこと忘れてた！　彩あや香かにかっこいい人間になることについて意見をもらうんだった。まずはこっちの悩みを解決しないと。


  　僕はあわてて彩香にアドバイスを求める。


  「ああ、それね。本当は交渉のなかで実地でかっこいいとこ見せようと思ったんだけどね……勇ゆう樹きに取られちゃったね」


  「僕が？　かっこよかった？」


  「うん。なかなかのものだったよ。ちょっと惚ほれそうになった」


  　彩香はからかうような口く調ちようで言う。


  「正直ハートに響いてきたの……すぐにわかった。この人こそ、私と同じ魂たましいを持ってる人。初めて会えた」


  　絵え美みが僕を情熱的な目でじいっと見ている。絵美……何回も理解者に出会いすぎだろ。この調子だと比較的早いうちに、全国民が同じ魂を持っている人に認定されるんじゃないか。


  「あれは普段は温おん厚こうなのにいざとなったら毅き然ぜんとした態度で臨のぞむギャップパターンですよね。やっぱりギャップなんですよ。かっこよかったですよ」


  　ふみがなんだかうれしそうに言う。どうやら自分のリクエストに応こたえてくれたと思っているみたいだ。


  「いや、あれは知的パターンだ。相手の弱点を論理的に分析して消火器を持ち出したのだ」


  「無理やりじゃないですか。ギャップです。ギャップ」


  「総合的には知的パターン」


  「バック宙もしてたよね」


  　いくみ……。少なくともバック宙はしてないっ！　っていうかできない。


  　僕としてはただ無む我が夢む中ちゆうだっただけで、結局どんな感じだったのかよくわからないのだが、それでも女の子に囲まれてかっこいいと言われるのは非常に気持ちがいい。


  　とりあえずこれを今晩のおかずにしよう。僕は秋の夕日にそう強く誓ったのだった。


  【回　答】


  



  　かっこいいかどうかは顔ではない。そこまでは全員が一致した意見でした。そして顔ではないかっこよさになにがあるのか、激しい議論が交わされました。知性、ギャップ、バック宙、なにものにもとらわれない自由さ。それぞれ魅力があるように思えます。しかし注意していただきたいことがひとつ。混ぜると危険です。それぞれは別のかっこよさなので、どれかに焦しよう点てんを絞しぼって身につけましょう。


  　なお個人的な経験からいうと、なにがかっこいいってことになるかは本当にわからないものなので、自然体で暮らして、運よくかっこよかったと言われる日がくることを待つのも手だと思います。


  



  



  ◎最後にお悩み相談コーナー一同から────────────────


  　メッセージ


  「己おのれの意思をはっきりと示す。そして一歩もひかない。不ふ退たい転てんの決意。それこそがすべてに勝まさる戦略！」


  【おまけの相談】


  



  　漫画家を目指しているものです。バトルものを描かきたいのですが、なかなかかっこいい技が思いつきません。いままでにない主人公の必殺技を考えてください。


  
    （君きみ島しま 進すすむ）

  


  ＊Rino's Answer＊


  



  戦うと弱いが、


  常時インフルエンザに罹かかっていて、戦うとうつる。

  


  ＊Fumi's Answer＊


  



  敵のお住まいの近隣に中傷ビラを


  ポスティングし社会的に抹まつ殺さつする。

  


  ＊Ikumi's Answer＊


  



  敵がトイレに行きたいタイミングで先にトイレにダッシュ。


  半日出てこないっ。

  


  ＊Emi's Answer＊


  



  絶体絶命のピンチになると、全ぜん裸らになって、


  ラブアンドピースを訴える。


  【相　談８「東京についていけないのす」】


  
    一年　山やま中なか 君きみ江え

  


  



  　ワダスはとある田舎いなか出身の娘っ子なのすが、父親の仕事の都合で東京さ引っ越してきたんずら。だども、やっぱりワダス東京になじめねえのっす。東京の子はみんなオシャレで会話も流行の最先端の話してっから、ついていかれねえのっす。


  　やれヒルズだの、ラフォーレだの、ヒカリエだの、ラジオ会館だの、オシャレなスポットがぽんぽん飛び出してなに言ってんだかわかんないのす。うちの田舎には木の枝くらいしかなかったっす。それにマカロンだとかいう見たこともねえような、かわいらしいの食ってるっす。ワダス田舎ではオヤツはヤリイカだったのす。


  　そんな人間が東京の人間と友達になれるわけねえ。優しくしてくれる人もたまにはいるけど、絶対陰では笑ってるのす。マカロン頰ほおばりながらワダスの悪口言ってるに違いねえのっす。どうしたら東京の人と仲良くやってけるべさ。


  Answer's
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  梨乃：的確な情報を得ることこそが環境に適応する近道。


  まずはマカロンを吸きゆう光こう度ど測定装置にかけて徹底分析。
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  ふみ：なにかきっかけがあれば。


  とりあえず木の枝をプレゼントしてみては？


  


  


  [image: ]


  いくみ：トレードで仲良くなる。


  マカロンとヤリイカの一対一トレードだっ。
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  絵美：新しい芸術を生み出すのは、いつも苦しみ、葛かつ藤とう。


  その苦しみをヤリイカにぶつけるの。


  　ネガティブスリー最初のひとりは田舎いなか出身であることを悩む女の子だった。真ま面じ目めな生徒なのだが、友達もできないせいで学校も休みがちらしい。さぞかし孤独で寂しいことだろう。


  　僕たちは昼休みを見計らって山やま中なかさんの教室を訪ねてみた。


  　どこの教室も昼休みは騒々しい。それぞれ仲のよいグループが集まって、なにが楽しいのか大はしゃぎでごはんを食べている。


  　そんな喧けん騒そうのなか、教室の隅すみでひとりぼっちで昼食をとっているいかにも地味な女の子。それが山中さんだった。


  「キミちゃんでしょ。こんなところでひとりでごはん食べてないで、一緒に学食行こうぜっ！」


  　いくみは初対面の第一声から勝手につけたあだ名で呼ぶと、勝手に山中さんの席の前に後ろ向きに座る。


  　とんでもない図ずう々ずうしさだが、逆にこれくらい勢いがあったほうが心を開いてくれるのかもしれない。


  「あの……あなた方はどちらさんですかね？」


  「私は鈴すず木きいくみ。人生相談のコーナーやってるの。彩あや香かさんから話聞いてるでしょ。これもらうねっ！」


  　いくみは自己紹介を終えた瞬間に山中さんのお弁当から勝手におかずを一品いただき、はむはむと頰ほおばる。


  　勢いありすぎだ……。これは逆にいいくらいのレベルではない。もはやただの狼ろう藉ぜき者ものだ。


  「あっ……第二新聞部の……すずきさんとお読みするんですね。うちの田舎いなかでは鈴すず木きと書いてずぬぎと読むのでびっくりしました」


  　……どこの田舎だよ。全国共通で「鈴木」は「すずき」じゃなかったのか……。メールとかどうしてるんだ？　ずぬぎって打っても変換できないぞ。


  「いくみって呼んでね。おぅ、これおいしいね、ドングリ？」


  「それはミートボールなのす」


  　大丈夫か？　山やま中なかさんは温おん厚こうそうだが、短気な田舎の人にそれ言ったら、キレられるんじゃないのか？


  「キミちゃんさあ。せっかくのドングリのミートボールもひとりで食べてたらもったいないよ。学食行って、みんなでごはん食べよ」


  「ドングリではないのすが……」


  　いくみは山中さんの答えを聞いていない。勝手に山中さんのお弁当を閉じると、学食へと移動を開始してしまう。


  「自由電子並みに自由な生物だ……。私がこの出会い方であったならば、間違いなく仲良くしなかっただろう」


  　意気揚よう々ようと教室から出ようとするいくみの背中に向かって梨り乃のがつぶやく。


  　とにかく強引ではあるものの、学食でランチを食べながら、山中さんの相談を聞くことになった。


  「これが梨乃、こっちが絵え美み。そしてこのおっぱいがふみね」


  「ちょっと私の紹介ひどいですよ」


  　いくみは部費から捻ねん出しゆつさせたうどんをちゅるちゅるすすりながら、あまりに簡単な紹介を終える。


  「梨乃さん、絵美さん。ふみさん……。彩あや香かさんのメールで名前だけは知ってました。りのさんとお読みするんすね、うちの田舎ではジェシーと読むので」


  　……日本じゃないだろ、その田舎。


  「それで山中さんの田舎はどんなところだったのですか？」


  　ふみが無難な話題を切り出す。まずはきっかけづくりを実じつ践せんするつもりなのだろう。


  「ワダスの田舎はなんもねえとこっす。山と海があってそれだけなのす」


  「自然は神の芸術なの。自然に囲まれる、それは最高のアートに囲まれているってことなの。テレビも携帯電話も不必要……大自然……全ぜん裸らで」


  　なぜイメージの中で脱いでしまったのか謎なぞだが、絵美は本当に羨うらやましそうに言う。


  「あっ、電波はバリ三なのす。ＬＴＥも入るのす。山と海と電波くらいしかない村なのす。ＷワｉイＦｉフアイはどこでもつながるのす」


  　なんで電波だけ入る……。その状況だと国のお金があやしい使われ方をしていないか。


  「電波はさておき、食べ物もこっちに比べておいしいんじゃないですか？」


  　ふみがめげずに会話を続ける。


  「うまいっつってもイカとか山菜とかなのす。恥ずかしながらこっちさ、来て、初めてクリスピー・クリーム・ドーナッツ食べたのす。ほっぺた落ちるほどおいしいのっす。フキノトウ食べて、おいしがってた自分が恥ずかしくて、恥ずかしくて」


  「それはおいしさの方向が違うと思うんですが……」


  「それは都会の人の言葉っす。あのドーナッツに比べたら、フキノトウなんて雑草なのす。いつかばあちゃんにも食べさせてあげたいのっす。きっとリウマチもたちどころに治るっす」


  　リウマチには効かないと思うけど……。とにかくドーナッツ食べたらおいしかったってことだけは伝わった。


  「そのように興味のある場所に出ていって、東京になじんでしまえばいいではないか。知ってしまえば東京などそれほどたいしたものではないと思うが」


  　今度は梨り乃のが自説を展開し始める。たしかに怖がってないでいろいろ体験してみればすぐに慣れると思うのだが。


  「おっしゃることはわかるのですが、怖いものは怖いのす……。子どものころから、東京では緑色の怪物がぐるぐると輪のように回りながら人を飲み込んでいく。そして飲み込まれた人たちはナビタイムの動画広告を延々見せられる。そう聞かされてたのす」


  　……それ山の手線じゃないか。なにがどう伝わってそんな伝説になっちゃってるんだ。


  「なぜ電波が入るのにそこまで非科学的な迷信が広がるのだ……電波を受信する端末がなにもないのではないか」


  「ワダスも頭ではそんなところじゃないってわかってるのす。でも東京の人と話すと恥ずかしくて、恥ずかしくて……それで学校でもなるべく話さないようにしてるす」


  　あまりのことに梨乃も困惑している。どうやら田舎いなか出身であることよりコンプレックスを感じると身動きがとれなくなる性格のほうが問題のようだ。


  「話すと恥ずかしいのってさ。やっぱり訛なまってるから？」


  　一番聞きにくいことを、ズバッと切り込んだのはやっぱりいくみだった。


  　山やま中なかさんは見るからに動どう揺ようしている。顔を真っ赤かに染めてそわそわと落ち着きがない。


  「ワダスが訛ってるのバレてましたか……」


  　まさかバレてないと思っていたとは。どこの方言なのかはわからないが、訛っていることだけは確実だ。


  「そうなんす。訛りに気づかれて、笑われたらどうしよう、なに言ってるかわかんねつって馬ば鹿かにされたら……。それでどんどん怖くなってしまったのす」


  「言葉など情報が通じればいいのだ。誰もそんなこと気にしていない」


  　梨り乃のの言葉に山やま中なかさんの顔がぱっと明るくなる。


  「そうなんすかね。ワダスの言葉ちゃんと通じてるんすかね。それだったら、べっこぬしゃまえぬことでずんぼろすの」


  「大丈夫……おおむねだが」


  「それに方言ってかわいいですよね。聞いていてなんだか優しい気持ちになれます」


  　今度はふみがフォローをする。


  「かわいいだなんて……電波しかない村の言葉なんすよ」


  「かわいいですよねえ。絵え美みさん」


  「もちろん。それに、標準語では伝わらない、温かいなにかが伝わってくるの」


  「そんなことまで言ってもらって、べっこぬしゃまえぬことでずんぼろすのむっこっすずらずらことです」


  　……もはや温かいなにかしか伝わってこない。


  「そんなわけだからさ、もう恥ずかしがんなくていいじゃん。これで解決だよね」


  　いくみの言葉に山中さんはなおも首を横にふる。


  「皆さんはとっても優しい人だから。東京にはこんな優しい人ばかりじゃないのす。冷たい人に会って、嫌なこと言われないかとか、東京のことよくわかんなくて恥かいて笑われたりすっことを思うと……やっぱりどこか自信がないのす。こんなんじゃ結局、友達もつくれそうになさそうなのす」


  　残念だけどしかたがない。そんな寂しげな笑みを浮かべる。そんな山中さんの肩にいくみが荒々しく手を回す。


  「友達はもういるじゃん。私たち友達でしょ」


  「いくみさん……本当なのすか？」


  「本当もなにも一緒にごはん食べて、楽しくお話しして、ねえ？」


  「はい。もちろん友達です」


  　ふみが優しく微笑ほほえみかける。


  「信じていいのすか？　からかってるんじゃないのすか？　じつはワダスの家の田畑が狙ねらいとかやめてほしいのす」


  「もう、疑うたぐりぶかいなあキミちゃんは。そんな田舎いなかの土地なんかいらないよ。売っても五十円くらいじゃないの」


  　いくみは基本的にとんでもなく失礼なのだが、それでもまるで昔からの友達と話しているような親しみの表現と感じさせるなにかがある。


  「そうだ、もっと田舎の話を聞かせてくださいよ」


  　ふみの言葉に山中さんは顔を赤らめる。


  「そんなお話するほどのことはないのっすが……。村に鬼が出たときの話でいいですかね」


  　もし本当ならお話するほどの内容だと思うけど。


  「ぜひ知りたいです。今度どこかでお茶しながら、お話しましょうよ」


  「じゃあ、今度、みんなでドーナッツ買いにいくの。みんなでドーナッツの絵を描かくの」


  「なんでさっ。食べさせてよっ」


  　いくみのツッコミに続いて、朗ほがらかな笑い声に包まれる。山やま中なかさんも本当に楽しそうだ。


  　少なくとも、このひとときだけでも楽しい気持ちになってもらえたのなら、すごくよかった。


  「赤あか松まつさんはどうなんすか。赤松さんもべっこぬしゃまえぬことでずんぼろすのむっこっすずらずらもすきーとんわふるわふるのすか？」


  　え？　なんか聞かれたみたいだけど、ぜんぜんわからなかった。山中さんは真剣な顔で僕の答えを待っているようだけど……。


  　どっちだ？　「もちろんだよ」なのか「そんなことないよ」なのか……。もし間違ったら、山中さんはまた落ちこんでしまうかもしれない。この選択が大きな意味を持つ気がする。


  　ある意味、文化祭を賭かけた二択クイズ。しかも難易度がはんぱない……。


  「もちろんだよ！」


  　僕は一か八ばちかこっちの答えに賭けてみた……。


  「ほんとなのすか。うれしいっす。ありがとうございます。それなら東京でやっていけるのす。これから頑張るのす」


  　何度も何度もお礼を繰り返す山中さん。晴れやかな笑え顔がおで教室へと戻っていった。


  　なんとかネガティブスリー最初のひとりクリアか……。


  　それにしても僕はなにをもちろんと言ったのだろう。もしかしたらとんでもなく重要なお願いごとを引き受けたりしてないか……。そんな漠ばく然ぜんとした不安は残ったのだった。


  【回　答】


  



  　田舎いなかの出身だからといって恥ずかしいことはありません。田舎には田舎のよさがあるし、自然のすばらしさはどんなに都会が便利であろうとも比べることはできないものです。


  　それに方言も恥ずかしいものでは決してないです。むしろ魅力のひとつだと考えてください。そしてこれからも友達としてよろしくお願いします。もうすでに立ち直った山やま中なかさんですが、わからないことがあったらなんでも聞いてください。東京のいろいろなところを紹介しますので、いつか山中さんの田舎にも連れていってくださいね。


  



  



  ◎最後にお悩み相談コーナー一同から────────────────


  　メッセージ


  「べっこぬしゃまえぬことでずんぼろすのむっこっすずらずらもすきーとんわふるわふるのす」


  【おまけの相談】


  



  　アルバイトをしようと思っています。アルバイト情報誌で探しているのですが、「こんなことを書いてある求人はやめておけ」みたいなのってありますか。なるべく楽なバイトがしたいのですが……。


  
    （シモヤナギユウジ）

  


  ＊Rino's Answer＊


  



  一日何本か注射をされるだけの簡単なお仕事です。

  


  ＊Fumi's Answer＊


  



  急募！　社長と背格好の似た男性。


  影かげ武む者しや関係のお仕事です。

  


  ＊Ikumi's Answer＊


  



  簡単な重作業です。

  


  ＊Emi's Answer＊


  



  引きつったような作り笑いが絶えない職場です。


  【相　談９「どうせ僕なんか」】


  
    矢や野の

  


  



  　僕はダメなヤツです、努力は裏切らないといいますが、努力しても無駄な人間もいるのです。


  　どうせ僕なんか頑張っても無理なんです。だからもう頑張れません。むしろ頑張るとみんなに迷惑ばっかりかけるから、みんなにも嫌われるし。


  　なにをやってもうまくいかないです。いまは誰にも迷惑かけないでひっそりと生きていく方法を考えています。誰にも怒られずに迷惑をかけない場所はないでしょうか。家にいても家族に迷惑かかりますよね。


  Answer's
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  梨乃：人間とは群れで生活する生物。迷惑をかけない場所などない。


  しいてあげればガラパゴス諸島だ。
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  ふみ：哲学者キルケゴールは言いました「絶望は死に至る病である」と。


  立ち直らないと死んでしまいます。


  ちなみに場所は緜めん山ざんがいいと思います。
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  いくみ：甘ったれるな。みんながあんたを嫌いなんじゃない。


  あんたがみんなを嫌いなんでしょ。場所は宜ぎ野の湾わんがいいと思う。
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  絵美：タヒチがいい。ゴーギャンは、絶望してタヒチに向かったの。


  病気になって死んじゃったけど。


  　翌日の部室。


  　僕たちはネガティブスリーふたり目の刺し客かくからの相談に目を通しながら、事前打ち合わせを行おこなっていた。矢や野のさんという方らしい。相談を読むとかなりの重症に感じられた。なんというか久々に現れた本格派だ。


  　この本格派の相談者にいかに立ち向かうか。なんとか立ち直らせなければ僕たちは文化祭に参加できなくなってしまう。ここはみんなにいい回答を期待したいところだが……。


  　なんでみんなで場所について考えているんだ！　本当に迷惑をかけない場所を考えなくてもいいんだよ。


  「そんなことはわかっている。ただ本格的に迷惑かけない場所を探しているかもしれないではないか」


  　梨り乃のがいちいち言われなくてもわかってる、と言いたげな表情で答える。


  「とにかく彼を元気にしてあげることが大事で、逃避先は考える必要ないから。立ち直ってくれないと、文化祭出れなくなっちゃうから」


  「ポアンカレ予想を解決した数学者のペレルマンは数学界のノーベル賞といわれるフィールズ賞すら拒否して隠いん遁とん生活に入ってしまった。必ずしも立ち直らせる必要があるのか疑問だ」


  　梨乃は少し不満げな表情。もしかしたら暗に自分たちの都合で無理やり立ち直らせようとしていることに釘くぎを刺しているのかもしれない。


  「梨り乃のだって、文化祭やりたいでしょ。なんでやる気ないのさっ」


  　そんな梨乃の態度にいくみが食ってかかる。


  「それはそうなのだが……実は私も、どうせ私なんかとよく思うのだ。しかしそれを直さなければいけないと言われたら、少しイヤな気がして」


  　梨乃は普段は自信に満ちあふれているが、恋愛関係の話になると急に自信なさげな態度をとることがある。もしかしたら自分への自信のなさから勉強を頑張っている面もあるのかもしれない。


  「そんなことないっ。こういう人は、殴ってでも立ち直らせてあげるのが本当の優しさなんだよ。鍛きたえ直してやる。宜ぎ野の湾わんあたりで」


  　宜野湾はたしかベイスターズのキャンプ地。あんまりベイスターズは鍛え直されてない気もするが……。


  「ゴーギャンも……性格を直されたら、作品を残せなかったの」


  　絵え美みまでそんなことを言い始める。


  「そのおじさんはいいの。この人は悩んでるんだから、なんとかしてあげるのっ！」


  　いくみにとってはゴーギャンもただのおじさんのようだ。


  　なおもネガティブな性格は直すべきなのか、それともそのままでもいいのか。議論は続くが当然結論が出る問題ではない。


  「私が思うにですね。直すとか直さないとかじゃないと思うんです。自分を肯こう定ていすることができない状況なんですから、私たちが代わりに肯定してあげれば、少しは気分がよくなると思うんです」


  　ふみの意見はまた別の方向からのアプローチだった。直そうとせずに肯定してあげることで、自然と前向きになれる。そういうことらしい。


  「本当かな。もっとビシビシいったほうがいいと思うけどな」


  　いくみはなおも自分の主張を曲げようとしない。


  「とにかく会って詳しいお話を聞いてみましょうよ。それから考えたらいいじゃないですか」


  　ふみのその言葉で事前の打ち合わせは終了となり、待ち合わせしている教室へと向かう。


  



  　意外なことに矢や野の君は美男子だった。


  　鼻筋が通り、まるでアイドルのような顔立ち。「どうせ僕なんか」などと言い出すような人には見えない。


  　僕たちが第二新聞部のお悩み相談コーナーのメンバーだと告げると、


  「あっ、すみません。僕なんかのために」


  　さっそくそう言って目を伏せてしまう。すごいスタートダッシュ「僕なんか」だ。


  「おやおや、やっぱり元気ないねえ。ほら元気出してっ」


  　いくみがいきなり矢や野の君の背中をバシンと叩たたく。相変わらず圧倒的に馴なれ馴れしい。


  　矢野君はこんなタイプの人間が一番苦手なのだろう。痛そうに背中をさすりながら、ただただうつむくばかりだ。


  「いきなり元気出してって言われても困りますよね。まずはお話ししましょうよ」


  　いくみのノリでは萎い縮しゆくしてしまうばかりだと察したのか、ふみがペースを変える。こんなほんわかした笑え顔がおで「お話ししましょう」って言われたら僕だったら一発で機嫌がよくなってしまうのだが……。


  「矢野さんは学校がない日はなにしてるんですか？　趣味とか……」


  　どうやら、向こうに興味のある話をさせて、それを肯こう定ていしてあげて、気分をよくしてもらおうとの作戦のようだが……。


  「壁をずっと見つめてます」


  　矢野君の答えは予想をはるかに超えた酷ひどいものだった。


  「そ、そうですか。いいですね……。どうですか壁の調子は」


  「別になんにも……」


  「それはよかったですね。壁が崩ほう壊かいすると大変ですよね」


  「僕の話なんておもしろくないから……」


  「そんなことないです。私たちみんな壁好きなんです」


  　話を合わそうとしているのだろうけど、それはむちゃだ。僕たちは内装業者か……。


  「無理しなくていいですよ。僕の話になんて合わせても無駄です」


  「そんなことないですよ。とっても興味深いです」


  　なおもなんとか食い下がろうとするふみ。本当に心根のやさしい女の子だ。しかし矢野君にはその気持ちは届かない。


  「噓うそはやめてください。僕に興味を持つ人間なんていないんだ。人間だけじゃない。僕はじっと壁を見つめていたけど、壁は見つめられて迷惑そうだったっ！」


  　……あまりに酷い被ひ害がい妄もう想そう。さすがにふみも返す言葉が見つからないようだ……。


  「ふみは手ぬるいよ。やっぱりビシビシいかないと。さあ身体からだを動かそう、そしたら気分も明るくなるって」


  　今度は強硬派のいくみがしゃしゃりでてくる。図らずも飴あめとムチの関係のようだ。


  「僕は運動は苦手だから……僕なんかとスポーツしてもイライラするだけですよ」


  　やはりちっとも乗ってこない。


  「下へ手たでもいいから！　運動しようよ」


  「本当にいいですから」


  　矢野君は自分の机から動こうとしない。


  「もう、じゃあいいよ。赤あか松まつ、見本っ！　かかってこいっ」


  　いくみは「かかってこい」と言いながらすでに僕の膝ひざめがけてタックルを繰り出している。


  　なんで毎回僕なんだ……。


  　しかし抗議している暇ひまはなかった。あっという間まにバランスを崩され、あお向けにされてしまう。


  　動物のような俊しゆん敏びんさでいくみが僕の上に覆おおいかぶさってくる。


  　なんで運動といえばグラウンドでの攻防なんだ……。


  　もっとライトな運動がほかにいくらでも……。そんなことを考えているうちに、僕の股またの間──ガードポジションにいたはずのいくみが、すばやく身体からだをひねってサイドポジションへと移動している。まずい……腕を取られる。


  　僕が腕を引き伸ばされまいとしたときだった。逆にいくみが僕の身体の上に覆いかぶさってくる。僕が警戒した右腕ではなく左腕に手を回される。──横四し方ほう固めだ。僕の顔を覆ういくみの胸。かすかな膨ふくらみが僕の呼吸器を圧迫する。


  　これはいい……。いやよくないっ。死んでしまう。


  　僕はなんとか逃のがれようと、身体をいくみの反対側へと反らす。


  　しかし、いくみはそれを読んでいたかのようにすばやく四十五度身体を回転させる。


  　──上四方固め。僕の身体と反対の向きにいくみの身体が覆いかぶさる。いくみの身長が低いせいで股こ間かんが僕の顔面に密着する。ぎゅうぎゅうと全体重をかけて僕の動きを封ふう殺さつする。


  　これでは動けない……。動けと言われてもここから動く気はないのだが……。


  　これは呼吸が止まる技でもないので安心して楽しむことが……。


  　一瞬いくみの圧迫が消える。気がついたときには僕の首の下にいくみの腕が回りこんでいる。


  　そして顔には再び胸が……。これは……。ノースサウスチョーク！　危険な絞しめ技だ。


  　僕の頭を抱え込むようにぐいぐい押し付けられる胸。もう少し頑張れるか……いや死んでしまう。意識が飛ぶ寸前、僕はかろうじてタップをする。


  　胸と股間の感触を放棄した代わりにようやく酸さん素そにありつける。


  「ね、赤あか松まつなんかメガネなのに、こんなに頑張っちゃうんだよ。やっぱりスポーツは楽しいよ」


  　いくみは少し呼吸を弾はずませながら言う。


  「いくみ。彼はずいぶん前から自分のスマートフォンでネット掲示板を閲えつ覧らんしていたぞ」


  　梨り乃のからの残念なお知らせ……。矢や野の君はまったくこっちを見てすらいなかった。


  「せめて見るくらいしてよっ！」


  「僕なんかに見られても、不愉快かなと思って……」


  　相変わらず矢野君の反応は鈍にぶい。


  　これは難敵だ。せめて解決への糸口が見つかれば……。


  「ちなみにどうして『自分なんか』と思うようになったのか、きっかけを教えてくれないか」


  　その糸口を見いだしたのは、梨乃のそのひと言だった。


  「きっかけですか……聞いてもおもしろい話じゃないですよ」


  　矢や野の君はそう前置きして話し始める。


  「僕は小学校のころは明るい子どもだったんです。成績もよくて、見た目もまあ悪くなかったから、すごく自分に自信があって……自分で自分のこと普通じゃないって思ってたんです。それで中学に入ってすぐでした。ちょっと怖い同級生に『調子に乗ってんじゃねえぞ』っていじめられて……それからはもう……クラスでも調子こいてたヤツって扱あつかいで……」


  　なるほど……。昔は強すぎた自じ己こ愛あいがあって、それゆえ、他人に拒絶され、反動でいまはまったく自分を愛せなくなってしまったのか。


  「なんだ。そんなことか」


  　梨り乃のは話を聞き終えるとつぶやくように言った。


  「なんだってことはないでしょ……」


  　矢野君はその反応にすこしムッとする。


  「ごめんなさいね。ただ私たちの周りにもっと自分が大好きな人がいるもので」


  　ふみはくすくすと笑いながら言う。


  「あれに比べれば、普通じゃないなど、たいしたレベルではない。あれはバイオセーフティーレベルがレベル４に設定されている」


  「見ていただけばいいんじゃないですか。もしかしたら、参考になるかもしれませんよ」


  　ふたりはどうやら同じ人物を思い出しているようだが……。


  　いったい誰に会わせようとしているのだろうか……。


  　とにかく矢野君と連れ立って教室から移動することになる。


  



  　僕たちが移動した先は部室だった。


  　相変わらず文化祭用の資材で雑然とした部屋。


  　当然ながら僕たち以外は誰もいない。誰かに会わせるって話だったのだが……。


  「じゃあ、絵え美みさん。これを」


  　ふみが絵美に絵え筆ふでを持たせて、キャンバスの前に立たせる。


  　レベル４の自じ己こ愛あいの持ち主とは絵美のことだった。


  「……私は天才だぁぁぁ！　ありがとう、神様ありがとう。こんなに才能をくれて！　いや、違うぞぉ、感謝するべきは自分だったぁ。なぜなら神は私だからぁぁぁ。うぉおおお！　私は神だ。私の邪魔をするやつは腹を切って死ぬべきなんだぁ」


  「普通じゃないどころか、神だそうだ」


  　梨乃は苦笑しながらその様子を見ている。


  「調子に乗ってるとかそんな表現をはるかに超えて、もはや調子に乗られている状態ですね」


  　ふみが妙な言い回しで絵美の状態を表現する。


  「みなさんはイヤじゃないんですか」


  「なんで？　ぜんぜん。ちょっとうるさいけど」


  　いくみの言葉にはまったくウソがないように聞こえる。むしろイヤな気がしたり、敬遠するほうがなぜだかわからない。本当にそんな気持ちなんだろう。


  　キャンバスに向かって吼ほえる絵え美み。矢や野の君はその姿をじっと見つめている。


  「よかったんだ……別に調子に乗ってても……なんだ。よかったんだ」


  「はしゃぎすぎで怒られてもいいじゃない。だってこのベッド、ちょーびよんびよんするんだもの。びよんびよーんだよ」


  　それはじゅんいち名言集！　いくみ……なに暗あん誦しようできるようになっているんだ！


  「いい言葉だ……そうか。はしゃぎすぎてもよかったんだ」


  「見よ。この神によるペインティングを。神による構図を、神によるデカルコマニーを！　神ルコマニーを！　神だっ！　神が宿ってる！　私は神なんだ！」


  「私はかわいいっ！」


  　なぜかいくみまで叫んでいる。


  「ぼ、僕は普通じゃないっ！　勉強だって、まあまあできる！」


  　矢野君がふたりにつられて叫ぶ。なにか憑つき物が落ちたように明るい表情だ。


  「私は神だ！」


  「私は運動神経バツグンッ！」


  「僕はまあまあイケメン！」


  「私は神なんだ！　邪魔する人はフィキサチーフを吹き付けるぞおおお！」


  「私なんか友達がおっぱいおおきい！」


  　いくみ……ふみが巨きよ乳にゆうなことも自分の手柄なんだ……。


  　その後も三人は飽きるまで叫び続けた。僕はその輪の中に入りたいとはとても思えなかったが、なんだか気持ちよさそうなことはたしかだった。


  　ちなみに絵美が完成させた作品は、結構地味なトーンの風景画だった。


  【回　答】


  



  　自分を愛せず絶望するのは非常に苦しいことだと思います。


  　でも、きっかけをつかんだあなたであれば、これからは前向きな気持ちになれると思っています。他人の目なんか気にせず、自分に自信を持ってください。きっと理解者が現れます。


  　それから、いくみが引用したじゅんいち名言集ですが、駄菓子屋のおばさんにもらったそうです。そのおばさんの周辺に、じゅんいちと呼ばれる小学生がいないか捜してみてください。


  



  



  ◎最後にお悩み相談コーナー一同から────────────────


  　メッセージ


  「はしゃぎすぎで怒られてもいいじゃない。だってこのベッド、ちょーびよんびよんするんだもの。びよんびよーんだよ」


  【おまけの相談】


  



  　リア充爆発しろと何度も願っているのに、ちっともリア充が爆発しません。どうしてでしょうか？　神様は僕を見捨てたのでしょうか？


  
    （熊くま沢ざわ 茂しげ樹き）

  


  ＊Rino's Answer＊


  



  リア充の爆発。その可能性があるとしたら水すい蒸じよう気き爆発。


  リア充の胃を水で満たし、すかさず


  溶岩などを流し込むとよい。

  


  ＊Fumi's Answer＊


  



  「リア充爆発しろ」は祈りではなく、呪のろいです。


  あて先は神様ではなく、悪魔との契約を。

  


  ＊Ikumi's Answer＊


  



  爆発は起こさせるものじゃない。起こすもの！


  肺活量を鍛きたえて、口から空気を吹き込むんだ。


  キスしちゃうけど。

  


  ＊Emi's Answer＊


  



  心からの願いだけを神様は聞き届ける。


  きっと本気度が足りないの。


  「自分にリア充的なイベントが起こったら、即座に爆発する」。


  その覚悟を持って願う。そのとき、リア充は爆発するの。


  【相　談10「生徒が怖い」】


  
    教師　内うち村むら 朋とも子こ

  


  



  　生徒が怖くてしかたありません。みんな純真そうな顔をしていますが、心のなかではとんでもないことを考えているのです。最近の高校生なんか大人よりも狡こう猾かつで残忍なのです。


  　女子生徒は裏で陰口ばかり言っていますし、ちょっと気に入らないことがあれば、根も葉もない[image: ]うわさを流して私を社会的に抹まつ殺さつしようとしてきます。また男子生徒は私をケダモノのような目で見てきます。


  　子どものころから教師になることが夢で、この高校で教師として初めて教壇に立った、あのころは夢いっぱいでした。まさかこんなことになるなんて思いもよりませんでした。


  　本当は生徒たちにお姉さんのように慕したわれる先生を目指していたのに……。あんな虫も殺さないようなお嬢様が裏では……もうなにも信じられません。どうしたら生徒恐怖症が治ると思いますか？


  Answer's


  



  [image: ]


  梨乃：恐怖は緊急事態に対する反応なので長くは持続しない。


  時間とともに恐怖心は減少する。


  生徒に会ったらまず三十分じっと見つめるのだ。
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  ふみ：戦国時代の武将は恐怖に打ち克かつため軍ぐん神しんをあがめました。


  毘び沙しや門もん天てんをまつり、「毘」の旗を持って通学するのです。
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  いくみ：練習不足だから怖くなる。


  生徒の腹にパンチする練習を毎日五十セットだ！

  


  [image: ]


  絵美：自分の気持ちを形に変えて、吐き出す。


  「恐ろしい生徒の像」を作って、校庭に飾るの。


  　ネガティブスリー三人目はなんと先生だった。


  「朋とも子こ先生は第二新聞部の顧こ問もんなの」


  　彩あや香かは先生から受け取りたての相談を僕たちに渡しながら言う。


  　顧問の先生……いたのか。普通に考えたらいるはずなのだが、一度も会ったことがないし、正直、先生の名前も聞いたことがないのだが。


  「顧問の先生なのに幽霊部員なの。たまには顔出してくださいって頼んでも、圧倒的な演技力で腹痛を装よそおう」


  　先生なのに言いわけは中学生レベルか……。それにしてもいったい先生の身にどんな事件が起きたんだ。なにか生徒が信じられなくなった理由があるはずだが。


  「先生がこうなったのはこの部の顧問を引き受けたことが原因なの。私と香か織おりのいがみあいに巻き込まれてね。ほら香織は理事長の孫娘だからさ。先生に徹底的に嫌がらせをしたわけ。それで生徒恐怖症になっちゃって」


  　彩香は自分の責任も感じているのか、少し申しわけなさそうに、ぽつりぽつりと事情を語ってくれた。


  「勇ゆう樹き、みんな、私からもお願いだ。朋子先生を立ち直らせてやってくれ」


  　彩香はそう言うと僕たちに向かって頭を下げる。


  「大丈夫だよっ。ぜったいに私たちが立ち直らせてみせるっ」


  　いくみはそう言うと自みずからの胸を叩たたいて、自信があることを示してみせる。


  　そんないくみの回答は「生徒の腹にパンチする練習を毎日五十セットだ！」なんだが……。


  「今日は法ほう事じによるお休みが年間百日を超える朋とも子こ先生が学校に来てるの。今日きようを逃のがしたら文化祭までに会えることはないと思って」


  　彩あや香かに恐ろしい情報を告げられて、僕たちは朋子先生に会いに向かう。


  



  　職員室を訪ねたが、朋子先生はいなかった。学校中を朋子先生を捜して訪ね歩き、ようやく先生を見つけ出したのは保健室だった。


  　ベッドに横になり、目を閉じている。眠っているのだろうか？


  「朋子先生」


  　僕が声をかけると、先生は苦しそうによろよろと身体からだを起こす。何度も咳せき込み、自らの手を額ひたいに当て体温を確認している。


  　初めて会う朋子先生はとても高校教師には見えなかった。まだ二十代後半らしいのだが、童顔さとナチュラルメイクも相まって、大学生のお姉さんといった印象を受ける。


  　普通なら美人先生として学校でちやほやされてもおかしくないと思うのだが、いまや幽霊顧こ問もんの身の上だ。


  「先生、僕たちは第二新聞部で……」


  　僕の話をそこまで聞くと、先生は布ふ団とんを頭までかぶって隠れてしまう。


  「ちょっと先生っ」


  「ごめんね。熱が……あって……もう、本当に……つらくて……たぶん天てん然ねん痘とうだと……思うんだけど」


  「先生、天然痘は一九八〇年に撲ぼく滅めつされましたよ」


  　梨り乃のがあきれた様子で言う。先生の病名は医者でなくとも診断できる。明らかな仮病だ。演技が大きすぎて逆にはっきりとわかる。


  「本当に……熱が……あと……ヒザも……すりむいてるし……」


  　先生は布団の中から顔すら見せてくれない。


  「ちょっとぉ、お話ししようよ、先生！」


  　いくみがベッドへと飛び乗ると無理やり布団を引き剝はがそうとする。


  「わああ、やめて。来ないでっ、ケダモノッ！」


  　しかしいくみは強引に布団の中にもぞもぞと進入してしまう。


  「先生ったら……私はケダモノじゃないよ。もっとイタズラな小動物だよ」


  「ちょっと、本当に……いい加減にしないと……こらどこを……ああっ」


  　布団から出ているのはふたりの脚だけ。いくみと先生、四本の脚がなんだか艶なまめかしく絡み合っている。


  「先生……元気になるツボを押してあげるよ」


  「ツボ？　なにをしてるの……。なんで服を脱がす必要が……。そこはツボじゃなくて……、やめなさい」


  　どうやらいくみの家に伝わるツボを押して元気にしてやろうとしているらしいが。僕からは布ふ団とんに隠れてほとんどなにも見えない。ツボの学習のためにも布団を強引にでも引き離すべきだろうか。


  「本当にやめてっ！　もうこれ以上続けると、あふぅ…………あっ肩こりが治ってる」


  　どうやら肩こりに効くツボだったようだ。相変わらずなにがどうなるかわからないパルプンテみたいないくみのマッサージだ。


  　頼んでもいないのに肩こりを治療されてしまった先生は、これ以上横になっているとなにをされるかわからないと思ったのだろうか、もぞもぞと布団から這はい出してくる。


  　ベッドに腰掛け、ようやく話を聞く体勢になってくれた。


  　膝ひざの上でぎゅっと拳こぶしを握り締めて、僕たちの視線に耐えている。


  　生徒に囲まれるだけでも相当の恐怖感を覚えているようだ。


  「先生、一緒に立ち直る方法を考えましょう」


  　ふみが優しい口く調ちようで本題を切り出す。


  　しかし先生は悲しげに首を横に振る。


  「気持ちはありがたいんだけど、私、もう教師を辞めようと思うの」


  「そんなっ……」


  　突然のことにふみは返す言葉が見つからない。


  「だって、教師が生徒を怖がっていてはいけないでしょ。ズル休みで決断を先延ばしにしてたけど……。もう限界なのよ。もう有給残ってないし」


  「でしたら、普通に休まずに……」


  「嫌なんだもん！　学校、嫌なんだもんっ！」


  　……先生とは思えない発言。しかし本当に学校が嫌いなことだけはわかる。その強い想いが伝わってきたのか、気け圧おされたように、ふみは二歩、三歩うしろへと下がる。


  　どうやらふみの説得は失敗のようだ。ここはほかのメンバーに期待するしかなさそうだ。


  「先生、逃げちゃダメだよ。辞めちゃったら負けじゃんっ！」


  　そう直球で切り込んだのはいくみだった。さっきまでじゃれていた表情とは一変して熱いまなざしを先生にぶつけている。


  「逃げる……。そうね。あなたたちにはまだわからないかもしれないけど、人生には逃げることも必要なの」


  　人生の先輩からの重い言葉。たしかに、なにに対してもがむしゃらに向かっていく。それだけですむほど人生は甘くないのかもしれない。ときには逃げることも……。


  「でも、でも、でも、負けたら悔くやしいじゃん。逃げたら悔しいじゃん」


  　いくみは顔を真っ赤かにして食い下がる。


  　その姿を見て先生は優しく笑う。


  「私だってもちろん悔しい。でもね、悔しい思いもまた人生なの。スポーツの試合だっていつも勝つわけじゃないでしょ。負けることもあるじゃない」


  「そうだけど……そうなんだけど……」


  　そう言われると、いくみはもうなにも言えなくなる。先生よりもずっと悔しそうな顔でしゅんとうつむいてしまう。


  「先生は治したいとは思わないのですか。生徒恐怖症を」


  　いくみからバトンを受けるように再びふみが話を続ける。


  「もちろん。思っているよ」


  「では、私たちと一緒にどうやったら治るか考えませんか？」


  「それが辞めるってことなの。いまは生徒と距離を置いて、かかわりをなくせば、自然と恐怖も感じなくなるんじゃないかって」


  「それはそれでひとつの方法かもしれませんが、生徒と向き合う方法も……」


  「無理ね。あなたたちはとってもいい子たち。わかってる。それでも怖いのよ。いまでも自然に身体からだに震えがくるし、それに汗だってびっしょり。九割、寝汗だけど」


  　寝汗か……。そんなに寝汗かくほど長時間寝ちゃってたのか……。


  「でも教師のお仕事に未練はないのですか？」


  「未練はあるわよ。でも未練がない人なんている？　歌手になりたかった人、スポーツ選手になりたかった人、漫画家になりたかった人。みんなどこかで未練を抱えながら生きてると思うの」


  「それはそうなんですけど……」


  　ふみの言葉はそれっきり出てこなくなってしまう。


  「先生は……気持ちをため込みすぎだと思うの。その苦しい想おもいを吐き出しちゃえば、気分がよくなるの」


  　次に説得を試みたのは絵え美みだ。


  「苦しい想いを吐き出すか……」


  「苦しいときには苦しいって顔するの。……助けてほしいときは助けてって言うの」


  「それができれば楽なのかもね。でもね、私はまだ先生なの。先生が素直に気持ちを吐き出したら、学校が大変なことになっちゃう」


  「……直接吐き出さなくとも、……その想いを真っ白なキャンバスに」


  「私、絵は苦手なのよね。犬を描かいても三さん節せつ棍こんにしか見えないくらい」


  　いくみと同レベル！　それでは絵をストレス発散に使うこともできない。


  「絵じゃなくてもいいの……彫刻でも……、オブジェでも、街を白塗りで練り歩くのでも」


  「気持ちはありがたいんだけど、いまはこれ以上ため込まないように自分を守るのが精いっぱいで、吐き出すことまで考えられないの」


  「…………じゃあ脱ぐ？」


  「脱がない」


  「……じゃあ私が脱ぐ？」


  「あなたも脱がない」


  「とりあえず、全員で……」


  「脱がない」


  　脱ぐことを断固拒否されて、絵え美みまでも黙り込んでしまう。まったく効果なしだ。


  　こうなったら最後に残っているのは……。


  「私は先生が辞めるのを思いとどまらせたいとは思っていない。辞めることとなんとか立ち直って続けること、負ふ荷かが少ないほうに流れるのは必然」


  「あら……止めないのね」


  「ただ、ひとつ教えてほしい。先生はなぜ教師になろうとしたのだ？」


  「自分の妹みたいな生徒に、先生、先生って慕したわれるのが夢だったなあ。そうなるはずだったんだけどね……」


  　昔のことを思い出したのか先生は少し楽しそうに笑う。


  　最初はなにを言い出すのかと思ったが、無理に立ち直らせようとせずに、初心を思い出させて、もう一度モチベーションを復活させようという試みのようだ。


  「本当に新米でなんにもわからない私なのに、慕ってくれる子もいて……。初めての卒業式は泣いたな……。先生とお別れするのイヤだって言われちゃって……一緒に『イヤだぁ～』なんて泣いちゃって。とっても素直で純心で……。私、生徒たちのこと大好きだった。でもそんな生徒たちにあんな嫌がらせをされることになるなんて……。最初はただのいたずらだと思ったのに……私のロッカーからヘビが出てくるなんて……。私のお弁当からもヘビが……。授業で使うスライドも全部ヘビの画像だし……。『俺おれ、先生のこと好きになっちゃいました』ってラブレターをくれた子もヘビそっくりだったし」


  　どうやら逆にイヤな思い出ばかりが頭の中を巡めぐっているようだ……。ちなみに最後のラブレターをくれた生徒は完全に濡ぬれ衣ぎぬだと思う。


  「ごめん。もう帰ってくれる？　ちょっと気持ち悪くなっちゃった」


  　先生はそう言うとまたベッドに横になってしまう。


  「ちょっと待ってよ。寝ないでよ」


  　いくみがなんとか起こそうとするが、てこでもベッドから動こうとしない。


  「熱が出てきた……。肋ろつ骨こつも折れてるっぽいな……もう無理……銀歯も取れそう」


  　再び仮病モードに入ってしまった……。


  　もう打つ手なしか。そんな思いが脳裏をよぎったときだった。


  「どう？　みんな苦戦してる？　朋とも子こ先生、頑固でしょ」


  　場にそぐわない明るい声。現れたのは彩あや香かだった。


  「ごぶさた。朋子先生。相変わらず仮病中ですか？」


  「彩香ちゃん……ひさしぶり」


  　先生は布ふ団とんからちょこんと顔の半分だけ出して言う。


  「さすがに朋子先生は荷が重いだろうと思って、助すけっ人と連れてきたよ」


  　助っ人、どういうことだ？　もうこれ以上に説得ができる人なんていないと思うが……。


  　彩香に促されて保健室に入ってくるひとりの女子生徒。彩香とは対照的にじっとりと暗いオーラ。オカルト研究会の真ま理りだ。


  　なんで真理が助っ人？　人と話すこと自体、苦手そうだけど……。


  「じゃあ、やっちゃって」


  　彩香の号令で真理は水晶のペンダントを梨り乃のの前にかざす。


  「あなたはだんだん眠く……」


  　梨乃が寝た！　くったりと先生に覆おおいかぶさるようにベッドに横たわる。


  「ねぇ～、先生～、ねえ、ねえっ」
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  　早くも甘えん坊モード！　布ふ団とんに一緒に入ろうとおねだりを開始する。


  「ねえ先生。お布団の中でお話ししてほしいのだ……」


  　あまりの豹ひよう変へんぶりに目を丸くする先生。しかし梨り乃ののおねだりは止まらない。


  「お話ししてくれないのか……先生のお話聞きたいのに」


  　すがるような目で先生を見つめる梨乃。


  「担当教科の地理の話でいい？」


  「してほしいのだ！」


  「スリランカの首都スリジャヤワルダナプラコッテの人口密度は……」


  　ひとつの布団に入りながら寝物語のように人口過密問題を語る。それを興味深そうに目をきらきらさせながら聞く梨乃。


  「なんだか、昔に戻れた気がする。ウソみたいに身体からだが軽い。銀歯も取れそうじゃない」


  　結局先生は梨乃が眠るまで、授業二時間分ほど地理について語った。その表情に生気が戻ってきている。


  「この充実感……。やっぱり続けたいって思っている」


  　先生は、自分の気持ちを確かめるかのように何度も小さくうなずく。


  「よかったね。朋とも子こ先生」


  　彩あや香かと先生が喜びのあまり抱き合う。


  「心配かけたね。彩香ちゃん」


  「それから部活にも出てね。先生」


  「ごめん。それはまだ早い……」


  　しっかりと抱き合いながらも、きっちり拒否するところは拒否する先生。


  　でも立ち直ってくれて本当によかった。


  　僕はこれで文化祭に無事出られることよりも、目の前で人の気持ちが明るくなって、新しい一歩を踏み出してくれたことへの充実感で胸がいっぱいになった。


  「ありがとう。梨乃」


  　僕は最大の功労者に感謝の意を伝えようとしたのだが……。本人はなにも気づくことなくすやすやとかわいらしい寝息をたてているのだった。


  【回　答】


  



  　我々が誇る回答者の説得がすべて退しりぞけられたときは、もう無理だと観念しかかったのですが、なんとか立ち直るきっかけをつかんでもらえたようで、本当によかったです。


  　先生は頑固で本当に大変な説得でしたが、この経験がきっと僕たちの人生相談にも役立つだろうと思っています。


  　それから実は、僕たちから先生にお礼を言わなければいけないことがあります。先生を立ち直らせたことで第二新聞部は文化祭の一等地、白しら河かわ記念講堂の使用を許可されました。


  　生徒会長はなんとも悔くやしそうにしていましたが、それでも自分のプライドにかけて約束を守ることを選択したようです。


  　よかったら先生もちょっとは顔を出してくれるとうれしいです。


  



  



  ◎最後にお悩み相談コーナー一同から────────────────


  　メッセージ


  「それから部活にも出てね。先生」


  　文化祭開催中の学校内はまさにお祭り騒ぎとなっていた。


  　校門から中庭へと続くこの学校のメインストリートには、各クラスや部活の模も擬ぎ店てんがところ狭しと並んでいる。


  「あれはりんご飴あめか……食べてみないか」


  　人があまりに多すぎて、すぐ隣を歩く梨り乃のの声ですら聞き取りづらい状況。どうやらりんご飴が欲しいみたいだ。


  　人の波をかき分けて、どうにかりんご飴を入手して梨乃に手渡してやると、なんともうれしそうな顔でそれを頰ほおばる。


  「でもいいのかな。僕たちだけこんな楽しんじゃって。なんだか気が引けるね」


  「我々は午前中、頑張ったではないか。交代なのだから当然なのだ」


  　僕たちの出し物「リアル人生ゲーム」は一等地をゲットしたこともあって、驚くほどの大盛況だった。なぜか世せ知ち辛がらすぎるゲームバランスも、彩あや香かがどこからともなく入手してきた賞品と相まって大うけらしい。


  　僕たちはゲーム参加者を朝から大忙しでさばき続けて、ようやく休憩の時間をもらえたところだった。


  「午前中休憩だったいくみなど、朝に会ったときより、明らかに太っていたのだぞ」


  　どうやら[image: ]うわさによると、いくみは模擬店完全コンプリートを目指して、食べに食べまくったらしい。


  　いつも運動しているいくみならすぐに元に戻ってくれると思うけど……。


  「それにしても生徒会長は悔くやしそうだったね」


  　僕はネガティブスリーを立ち直らせたと報告したときの香か織おりの顔を思い出しながら言う。


  「あの高慢な性格に作用するいい薬になったのではないか。それでも完治はないだろうが」


  　しかし、そのプライドの高い性格が幸いして僕たちは無事に文化祭のスペースを確保できたのだ。生徒会長の権力を振りかざして、むちゃな理由をつけてあくまで使用許可を出さないこともできたろうに。


  「約束は約束。生徒会長が約束を違たがえては生徒に示しがつきませんわ」


  　恐ろしい形ぎよう相そうで彩あや香かを睨にらみつけながらも、香織はそう宣言し、約束どおり記念講堂の使用を許可したのだった。


  　彩香もよせばいいのに、


  「生徒会予算不正流用の疑いについても追いかけ続けるから」


  　などと宣言したせいで、火に油を注ぐかたちになってしまって、


  「副会長たちっ！　第二新聞部の皆さんがお帰りです」


  　香織がそう宣言すると、どう見ても副会長とは思えない屈くつ強きような男子生徒がわらわら出てきて、僕たちは生徒会室からつまみだされてしまったのだった。……何人いるんだよ副会長。


  「いくみに倒されちゃった、副会長Ｃは怪け我がはなかったかな……」


  　僕は的確にアゴをとらえたいくみのストレートを思い出しながら言う。


  「心配ない。たんなる脳のう震しん盪とう、数分で治ったと思われる」


  　それならひと安心だけど、あんなガタイのいい男子を一発って……。僕には寝技中心で本当によかった。


  「あれで余計に生徒会とこじれないといいけど……」


  　僕は独り言のようにつぶやく。


  「それで赤あか松まつは生徒会長を目指すのか？」


  　梨り乃のはりんご飴あめを頰ほおばりながら僕に尋ねる。


  「うーん。そんなつもりなかったんだけど……。会長ともめちゃってるし……どうにかしないといけないんだろうな」


  　僕自身も正直どうなるのかまったくわからない。ただ香織の性格を考えると、このままでは終わらないだろう。近い将来になにかしらの決着をつけることになるのだろう。


  「私は……なってもいいぞ。生徒会役員。もし赤松が生徒会長なのであれば」


  「えっ本当に？」


  「その代わりひとつ約束してほしいことがあるのだが……」


  　梨乃は僕の顔をじっと見ながら、一度深呼吸して言葉を続ける。


  「催さい眠みん術じゆつにかかっていたときの……あの話、絶対に秘密にしておいてくれ」


  　梨り乃のはそう言うと顔を真っ赤かにしてそっぽを向いてしまう。


  　もしかして覚えているのか……。ずっと催眠中の記憶はないって言ってたけど。


  「ねえ、あのときの記憶ってどれくらい……覚えてるのかな、その僕の聞いたことと……」


  　しかし僕の声は雑ざつ踏とうにかき消されて梨乃には届いていなかった。あるいは梨乃が聞こえないフリをしているのか……。


  「向こうでメイドカフェをやっているらしい。どの程度のクオリティなのか確認してやろうではないか」


  　梨乃は露ろ骨こつに話を逸そらそうとするが、どうしても気になる。


  「ちょっと、僕の話、聞いてる？　どれくらい覚えて……」


  「もういいではないか。『飲んだら乗るな、知っても言うな。余計な詮せん索さく、海の底へのパスポート』なのだぞ」


  　それは香か織おりの家のスローガン……。こんなことを記憶できているのであれば、もしかしたら……。しかし梨乃はこれ以上の詮索を拒こばむかのように、メイドカフェを目指して駆かけ出していったのだった。


  あとがき


  



  　どうも川かわ岸ぎし殴おう魚ぎよです。この「人生」シリーズも早いもので四冊目。相談を募集している手前、三巻くらいまではやらないとカッコがつかないなと思っていたんですが、なんとかゆるゆると続けさせていただいております。


  　続刊を出させていただくのは大変うれしく、ありがたい話なのですが、巻が進むにつれて問題になってくるのが、ネタの枯こ渇かつ。笑いを中心としたお話を作っているため、こればっかりは仕方がありません。


  　しかし「こればっかりは仕方ない」であきらめるわけにはいきません。あきらめたら「人生」シリーズ終了どころか、僕の作家人生そのものも終了になってしまいます。


  　今回はページ数に余裕があることもあり、僕がネタに詰まったとき、どのような行動をし、それによってどのような効果があったのかをご紹介したいと思います。


  　これまでにネタに詰まった回数なら誰にも負けないと自負している僕です。これまでも何度となくネタに詰まり、その都度なんとか切り抜けてきました。もしくは切り抜けた感じを演出してきました。


  　万が一、皆さんがネタに詰まったときの参考にしていただければと思います。そもそもほとんどの人はネタを考える必要などないと思いますが……。トイレなどが詰まったときにでも参考にしていただければと思います。


  



  【ネタ詰まり対処法　その一】


  　散歩に出かけてみる。


  　じっと座っていても新しいアイディアは生まれてきません。とりあえず気分転換に散歩にでかけましょう。外部からの刺激によってひらめくかもしれません。まずは近くの公園にでも行ってみましょう。自然とアイディアが……………………甘いよ！　散歩に出たくらいで思いつくなら、はじめからネタに詰まったりしないよ。コンビニに立ち寄ってあんまりいらないもの買っちゃったりするよ。帰ってくると微び妙みように疲つかれちゃってて眠くなったりして、それで寝ちゃったり……危険極まりないよ！


  



  【ネタ詰まり対処法　その二】


  　問題点を整理してみる。


  　いったいなにが原因で詰まっているのか、ノートに考えていた構想をもう一度書き直してみます。そうすれば思考が整理されて、問題点がはっきりして、ネタが詰まっている原因が………………無駄だよ！　問題点はわかっているんだよ。打開するアイディアが出てこないんだよ。知らぬうちにノートに犬の絵とか描いてしまうのが関の山だよ。ノートの犬も早く書けよと思っているよ！


  



  【ネタ詰まり対処法　その三】


  　作業をストップして遊んでみる。


  　アウトプットの調子が出ないのはインプットが足りないから。ここは思い切って映画や本、漫画なんかを読んだり、飲みに出かけるのも…………たんなる現実逃とう避ひだよ！　これは最悪の選択なことは身を持って知っているよ！　お酒で現実から逃避すると、下手すると戻ってこれないよ。ただのお酒を飲んでいる人になる可能性が大だよ。廃はい人じんまっしぐらだよ！　お酒は美び味みすぎるよ！　魔物だよ！


  



  【ネタ詰まり対処法　その四】


  　無理やり書く。


  　こうなったら、思いついてないまま無理やり書く。書くことによって新しい発想が出てくることも…………自殺行為だよ！　思いついてないのに適当に書いたら、大変なものができあがるよ。なまじ書けているせいで、それを提出してしまう可能性もあるよ。そんなものを提出したら終わった人間だと認定されてしまうよ！　僕はまだ終わりたくないんだよ！


  



  【ネタ詰まり対処法　その五】


  　神に祈る。


  　おお、ネタの神様よ。どうか私にすばらしい……。おしまいだよ！　神に祈るようじゃ、もうおしまいなんだよ。神様は忙しいから、ネタに詰まっただけの人なんか助けてらんないよ。もっと助けるべき人間がめじろ押しなんだよ。だからといって悪あく魔まに祈るのもダメだよ！　悪魔に魂たましいを売ってもアイディアは出てこないよ。ただ身長が縮ちぢむだけなんだよ。


  



  　……というわけで、なかなか効果的な対処方法はありません。あったら僕が教えてほしいくらいです。いい方法があったらぜひご一報ください。


  　と、これだけではいくらなんでもアレなんで、現状僕がやっている方法をご紹介します。「最初から書き直す」です。詰まっている部分は考えても出てきません。詰まらないような方向でやり直す。いろいろ考えているよりはその方が早いです。


  　そして僕のネタ詰まりを解消する最大の方法があります。そう、それは皆さんが人生相談を送ってくれることです。皆さんの相談こそが「人生」シリーズに新たなる発想と展開をもたらしてくれるのです。


  　日常の悩みや、困っていること、日々の疑問、力りき士しになるので四し股こ名なを考えてほしい、などなど、なんでもかまいません。どんなことでもお悩み相談コーナー一同が真剣かつゆるーく、お答えいたします。


  　応募は僕のツイッターのアカウント @ougyo_kawagishi へリプライ、またはダイレクトメッセージでお送りいただくか、メール jinseisoudan@live.jp までお寄せください。


  　ツイッターは文字数が百四十文字となっておりますので、長い相談はメールにていただければと思います。


  　応募には相談者のお名前（ペンネームで問題ございません）と名前のふりがなも添えてお送りいただけるとありがたいです。


  　第四回の応募期間は二〇一二年十二月十八日より、二〇一三年一月十八日まで、とさせていただきます。本当になんでも大丈夫ですので、気軽に送っていただければと思います。なんでもって言ってもパソコンを遠隔操作するウイルスなどは送らないでくださいね！


  　ではそろそろ謝しや辞じへ。


  　なななせめるち様。今回もすばらしいイラストありがとうございます。イラストに引っ張られてキャラクターが熟成されていると感じております。とくにいくみは引っ張っていただいてます。ありがたい話です。


  　担当編集、具ぐ志し堅けん様。毎度お手数おかけしております。おもしろさばかりに目がいって、視野が狭くなりがちな僕に広いビジョンからアドバイスいただいております。


  　相談を送ってくれた方々。すばらしい相談ありがとうございました。今回は採用とならなかった方もありがとうございます。相談の内容と、お話の流れの相性などの面から使えなかった相談も多々ありますので、次の巻で突然使わせていただくこともあります。気長に待っていただければと思います。


  　そして読者のみなさまにも感謝を。おかげさまでなんとか四巻まで続けさせていただくことができました。読んでいただける方がいないと続きを出すことができないのはもちろんなのですが、楽しみにしてくれている人がいると信じられるからこそ、ネタ詰まりの苦痛に七しち転てん八ばつ倒とうしながらもなんとか乗り切ることができるのです。ある意味、読者のみなさまが僕を遠隔操作して頑張らせてくれているようなものだと感じています。『人生 第５章』も全力で頑張りますので、お付き合いいただければ幸いです。


  　さて、シメです。ここでビシッとオチが入るといいのですが……。


  　…………早速、詰まりました。


  　……………………だっふんだ！


  



  
    川かわ岸ぎし殴おう魚ぎよ

  


  【スペシャルサンクス】


  　今回、相談をいただいた迷える子羊たち（敬称略／掲載順）


  



  　ザ・６９（ざ・ろっく）


  　剣咲 舞（けんさき・まい）


  　ダンザキ・会社員（だんざき・かいしゃいん）


  　ジブリ


  　小野恭輔（おの・きょうすけ）


  　館戸陽子（たてと・ようこ）


  　藤草芳花（ふじくさ・ほうか）


  川岸殴魚


  Ougyo Kawagishi


  



  本来、ここには僕の著者プロフィールが入る予定でしたが、大変地球に優しくない内容であったため、地中深くに廃棄処分となってしまいました。やむをえずモンゴルのことわざを掲載します。「食べたアゴが死に腐れ、食べられた草は茂る」この言葉を肝に銘じ、今後はエコな著者プロフィール作りを心がけます。
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